
　

皆
さ
ま
に
は
ご
健
勝
の
こ
と
と

　

皆
さ
ま
に
は
ご
健
勝
の
こ
と
と

拝
察
い
た
し
ま
す
。こ
の
夏
も
全

拝
察
い
た
し
ま
す
。こ
の
夏
も
全

国
各
地
で
豪
雨
、強
風
、自
然
の
大

国
各
地
で
豪
雨
、強
風
、自
然
の
大

き
な
災
害
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。爪

き
な
災
害
が
ご
ざ
い
ま
し
た
。爪

痕
は
年
々
深
く
な
る
よ
う
な
気
が

痕
は
年
々
深
く
な
る
よ
う
な
気
が

し
て
な
り
ま
せ
ん
。六
月
の
山
形

し
て
な
り
ま
せ
ん
。六
月
の
山
形

沖
を
震
源
と
す
る
大
き
な
地
震
な

沖
を
震
源
と
す
る
大
き
な
地
震
な

ど
、被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
衷
心

ど
、被
災
さ
れ
た
皆
さ
ま
に
衷
心

よ
り
お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
と
と

よ
り
お
見
舞
申
し
上
げ
ま
す
と
と

も
に
、一
日
も
早
い
復
興
と
安
寧

も
に
、一
日
も
早
い
復
興
と
安
寧

を
重
ね
て
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

を
重
ね
て
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

　

学
校
法
人
國
學
院
大
學
理
事
会

　

学
校
法
人
國
學
院
大
學
理
事
会

は
、
佐
栁
正
三
氏
を
新
理
事
長

は
、
佐
栁
正
三
氏
を
新
理
事
長

に
、
教
学
の
責
任
者
と
し
て
針
本

に
、
教
学
の
責
任
者
と
し
て
針
本

正
行
氏
を
新
学
長
に
選
任
い
た
し

正
行
氏
を
新
学
長
に
選
任
い
た
し

ま
し
た
。
坂
口
𠮷
一
前
理
事
長
、

ま
し
た
。
坂
口
𠮷
一
前
理
事
長
、

赤
井
益
久
前
学
長
の
、
ひ
と
か
た

赤
井
益
久
前
学
長
の
、
ひ
と
か
た

な
ら
ぬ
母
校
へ
の
ご
尽
力
と
私
ど

な
ら
ぬ
母
校
へ
の
ご
尽
力
と
私
ど

母
校
の
発
展
に
向
け
て

一
般
財
団
法
人
國
學
院
大
學
院
友
会　

会
長
𠮷
田
茂
穗

（
よ
し
だ
・
し
げ
ほ
／
73
政
・
74
神
専
攻
／
鶴
岡
八
幡
宮
宮
司
）

院友子弟等特別選考入学試験について

進学相談会

※ 開催会場・時間帯の詳細は、母校ホームページをご確認ください。

■９月開催分
札幌  25日（水）
 26日（木）
水戸  13日（金）
宇都宮  ４日（水）
高崎  19日（木）
横浜  29日（日）

松本  ３日（火）
長野  ４日（水）
福岡  17日（火）
熊本  11日（水）
鹿児島  13日（金）

オープンキャンパス
▶開 催 日　  ８月24日（土）渋谷・たまプラーザキャンパス
▶開催時間　10：00～16：00　＜Web予約制・入退場自由＞

※ 企画内容等の詳細は母校ホームページでご確認ください。

　オープンキャンパス参加には事前予約が必要です。母校ホー
ムページオープンキャンパスサイトよりお申し込みください。

令和元年度

新しい時代、懐かしい時間新しい時代、懐かしい時間
ホームカミングデーは楽しめます

渋谷キャンパス、たまプラーザキャンパス同日開催です

★さだまさし客員教授の特別講演
★親子で楽しむ「國學院大學」
★全国各地の院友会の支部による物産展！ などなど

10/19
（土）

　

こ
の
度
、四
月
八
日
付
を
も

こ
の
度
、四
月
八
日
付
を
も

ち
ま
し
て
理
事
長
の
職
を
拝

ち
ま
し
て
理
事
長
の
職
を
拝

命
い
た
し
ま
し
た
。も
と
よ
り

命
い
た
し
ま
し
た
。も
と
よ
り

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、

鞠き
っ
き
ゅ
う

き
っ
き
ゅ
う躬
尽じ

ん
す
い

じ
ん
す
い瘁
、心
身
と
も
に
尽
く

、心
身
と
も
に
尽
く

し
て
法
人
運
営
に
励
む
所
存

し
て
法
人
運
営
に
励
む
所
存

で
す
の
で
、何
卒
、よ
ろ
し
く

で
す
の
で
、何
卒
、よ
ろ
し
く

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
学
校
法
人
を
取
り

さ
て
、
学
校
法
人
を
取
り

巻
く
環
境
は
、
日
々
変
化
を

巻
く
環
境
は
、
日
々
変
化
を

続
け
て
お

続
け
て
お

り
ま
す
。

り
ま
す
。

少
子
化
や

少
子
化
や

A
I
を
中
を
中

心
と
し
た

心
と
し
た

情
報
分
野

情
報
分
野

に
お
け
る

に
お
け
る

社
会
構
造
が
大
き
く
変
動

社
会
構
造
が
大
き
く
変
動

し
、
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る

し
、
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
る

中
、「
本
を
立
つ
る
」
を
基

中
、「
本
を
立
つ
る
」
を
基

本
と
し
た
本
法
人
は
、
将
来

本
と
し
た
本
法
人
は
、
将
来

を
見
つ
め
、
私
た
ち
に
何
が

を
見
つ
め
、
私
た
ち
に
何
が

で
き
る
か
を

で
き
る
か
を

考
え
、
設
置

考
え
、
設
置

校
す
べ
て
に

校
す
べ
て
に

お
い
て
中
期

お
い
て
中
期

計
画
を
立
て

計
画
を
立
て

て
い
ま
す
。
そ
れ
が
「

て
い
ま
す
。
そ
れ
が
「
2121
世

紀
研
究
教
育
計
画
（
第
４

紀
研
究
教
育
計
画
（
第
４

次
）
」
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

次
）
」
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ

を
指
針
と
し
、
設
置
校
は
一

を
指
針
と
し
、
設
置
校
は
一

丸
と
な
っ
て
、
ス
マ
ー
ト
社

丸
と
な
っ
て
、
ス
マ
ー
ト
社

会
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育

会
に
対
応
で
き
る
人
材
の
育

成
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

成
に
取
り
組
ん
で
お
り
ま

す
。
す
。

　

ま
た
、
三
年
後
に
控
え
た

　

ま
た
、
三
年
後
に
控
え
た

百
四
十
周
年
に
お
け
る
記
念

百
四
十
周
年
に
お
け
る
記
念

事
業
の
要
で
あ
る
新
学
部
設

事
業
の
要
で
あ
る
新
学
部
設

置
に
向
け
て
も
動
き
出
し
て

置
に
向
け
て
も
動
き
出
し
て

お
り
ま
す
。
加
え
て
、
國
學

お
り
ま
す
。
加
え
て
、
國
學

院
大
學
の
代
表
的
学
問
の
一

院
大
學
の
代
表
的
学
問
の
一

つ
で
あ
る
『
萬
葉
集
』
研
究

つ
で
あ
る
『
萬
葉
集
』
研
究

に
お
い
て
は
、
全
注
釈
『
萬

に
お
い
て
は
、
全
注
釈
『
萬

葉
集
正
義
』
の
出
版
に
も
今

葉
集
正
義
』
の
出
版
に
も
今

後
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

後
着
手
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
学
生
の
課
外
活

　

さ
ら
に
、
学
生
の
課
外
活

動
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
以

動
に
お
い
て
も
こ
れ
ま
で
以

上
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま

上
に
力
を
入
れ
て
ま
い
り
ま

す
。
箱
根
駅
伝
の
よ
う
に
ひ

す
。
箱
根
駅
伝
の
よ
う
に
ひ

た
む
き
に
頑
張
る
学
生
の
姿

た
む
き
に
頑
張
る
学
生
の
姿

は
、
私
た
ち
に
勇
気
や
感
動

は
、
私
た
ち
に
勇
気
や
感
動

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
こ
の

を
与
え
て
く
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
な
在
校
生
・
卒
業
生
・

よ
う
な
在
校
生
・
卒
業
生
・

父
母
な
ら
び
に
國
學
院
を
応

父
母
な
ら
び
に
國
學
院
を
応

援
し
て
く
だ
さ
る
方
々
が
熱

援
し
て
く
だ
さ
る
方
々
が
熱

く
一
体
と
な
れ
る
機
会
を
も

く
一
体
と
な
れ
る
機
会
を
も

っ
と
も
っ
と
増
や
す
べ
く
、

っ
と
も
っ
と
増
や
す
べ
く
、

こ
れ
ま
で

こ
れ
ま
で

以
上
に
サ

以
上
に
サ

ポ
ー
ト
体

ポ
ー
ト
体

制
を
強
化

制
を
強
化

し
て
ま
い

し
て
ま
い

り
ま
す
。

り
ま
す
。

　

以
上
の

以
上
の

よ
う
な
こ
と
を
実
現
し
、実
行

よ
う
な
こ
と
を
実
現
し
、実
行

し
て
い
く
た
め
に
は
、院
友
の

し
て
い
く
た
め
に
は
、院
友
の

皆
様
の
お
力
添
え
が
必
要
不

皆
様
の
お
力
添
え
が
必
要
不

可
欠
で
ご
ざ
い
ま
す
。院
友
会

可
欠
で
ご
ざ
い
ま
す
。院
友
会

と
も
連
携
を
強
化
し
、学
校
法

と
も
連
携
を
強
化
し
、学
校
法

人
國
學
院
大
學
の
さ
ら
な
る

人
國
學
院
大
學
の
さ
ら
な
る

発
展
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま

発
展
に
尽
力
し
て
ま
い
り
ま

す
の
で
、今
後
と
も
ご
指
導
、

す
の
で
、今
後
と
も
ご
指
導
、

ご
鞭
撻
の
程
、何
卒
、よ
ろ
し

ご
鞭
撻
の
程
、何
卒
、よ
ろ
し

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
四
月

　

本
年
四
月

朔
日
、
学
長

朔
日
、
学
長

職
を
拝
命
い

職
を
拝
命
い

た
し
ま
し

た
し
ま
し

た
。
平
成
二

た
。
平
成
二

十
四
年
十
月
一
日
に
、
國
學

十
四
年
十
月
一
日
に
、
國
學

院
大
學
院
友
会
が
一
般
財
団

院
大
學
院
友
会
が
一
般
財
団

法
人
國
學
院
大
學
院
友
会
へ

法
人
國
學
院
大
學
院
友
会
へ

と
移
行
し
て
以
来
、
𠮷
田
茂

と
移
行
し
て
以
来
、
𠮷
田
茂

穗
会
長
は

穗
会
長
は

じ
め
今
井

じ
め
今
井

亮
副
会

亮
副
会

長
、
佐
藤

長
、
佐
藤

美
穗
副
会

美
穗
副
会

長
の
ご
指

長
の
ご
指

導
の
も
と

導
の
も
と

で
、
副
会
長
の
一
人
と
し

で
、
副
会
長
の
一
人
と
し

て
、
國
學
院
大
學
院
友
会
と

て
、
國
學
院
大
學
院
友
会
と

母
校
國
學
院
大
學
と
の
紐
帯

母
校
國
學
院
大
學
と
の
紐
帯

と
な
る
よ
う
に
つ
と
め
て
ま

と
な
る
よ
う
に
つ
と
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
新

い
り
ま
し
た
。
今
後
は
、
新

た
な
立
場
で
、
院
友
会
と
の

た
な
立
場
で
、
院
友
会
と
の

絆
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
母

絆
を
大
事
に
し
な
が
ら
、
母

校
國
學
院
大
學
の
研
究
教
育

校
國
學
院
大
學
の
研
究
教
育

の
進
展
、
課
外
活
動
支
援
に

の
進
展
、
課
外
活
動
支
援
に

最
善
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

最
善
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま

す
。
す
。

　

令
和
と
い
う
新
た
な
御
代

　

令
和
と
い
う
新
た
な
御
代

が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
國
學

が
は
じ
ま
り
ま
し
た
。
國
學

院
大
學
も
、
二
千
二
百
五
十

院
大
學
も
、
二
千
二
百
五
十

五
名
の
新
入
生
を
迎
え
、
学

五
名
の
新
入
生
を
迎
え
、
学

則
第
一
条
「
神
道
精
神
に
基

則
第
一
条
「
神
道
精
神
に
基

づ
き
人
格
を
陶
冶
し
、
諸
学

づ
き
人
格
を
陶
冶
し
、
諸
学

の
理
論
並
び
に
応
用
を
攻
究

の
理
論
並
び
に
応
用
を
攻
究

教
授
し
、
有
用
な
人
材
を
育

教
授
し
、
有
用
な
人
材
を
育

成
す
る
」
に
よ
る
人
材
育

成
す
る
」
に
よ
る
人
材
育

成
、
国
柄
を
明
ら
か
に
す
る

成
、
国
柄
を
明
ら
か
に
す
る

学
び
の
道
を
一
歩
一
歩
と
歩

学
び
の
道
を
一
歩
一
歩
と
歩

み
は
じ
め
て
い
ま
す
。

み
は
じ
め
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、現
代
社
会
は
、内
閣

さ
て
、現
代
社
会
は
、内
閣

府
が
提
唱
す
る「

府
が
提
唱
す
る「Society5.0

Society5.0

」

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、情

に
象
徴
さ
れ
る
よ
う
に
、情

報
・
技
術
革
新
が
急
速
に
進

報
・
技
術
革
新
が
急
速
に
進

歩
し
、産
業
構
造
・
就
業
構
造

歩
し
、産
業
構
造
・
就
業
構
造

も
大
き
く
変
化
し
、人
間
の

も
大
き
く
変
化
し
、人
間
の

あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
時

あ
り
方
が
問
わ
れ
て
い
る
時

代
で
も
あ
り
ま
す
。全
教
職

代
で
も
あ
り
ま
す
。全
教
職

員
が
一
体
と
な
っ
て
、日
々

員
が
一
体
と
な
っ
て
、日
々

変
化
す
る
社
会
情
勢
を
的
確

変
化
す
る
社
会
情
勢
を
的
確

に
把
握
し
た
上
で
、学
生
一

に
把
握
し
た
上
で
、学
生
一

人
ひ
と
り
の
自
己
実
現
に
資

人
ひ
と
り
の
自
己
実
現
に
資

す
る
学
修
支
援
、就
職
支
援

す
る
学
修
支
援
、就
職
支
援

に
、
い
っ

に
、
い
っ

そ
う
努
め

そ
う
努
め

て
ま
い
り

て
ま
い
り

ま
す
。
今

ま
す
。
今

後
と
も
、

後
と
も
、

院
友
の
皆

院
友
の
皆

様
方
の
ご

様
方
の
ご

教
導
、ご
支
援
を
い
た
だ
き

教
導
、ご
支
援
を
い
た
だ
き

た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

た
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま

す
。
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、

「
一
般
財
団
法
人
國
學
院
大

「
一
般
財
団
法
人
國
學
院
大

學
院
友
会
」
の
益
々
の
ご
発

學
院
友
会
」
の
益
々
の
ご
発

展
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ

展
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上
げ

ま
す
。

ま
す
。

ご 挨 拶
就任にあたって

学
校
法
人
國
學
院
大
學

　
　

理
事
長
佐
栁
正
三

（
さ
な
ぎ
・
し
ょ
う
ぞ
う
／
76
法
）

國
學
院
大
學
学
長
針
本
正
行

　
　
　
（
は
り
も
と
・
ま
さ
ゆ
き
／

82
文
・
84
修
文
・
87
博
後
文
）

　國學院大學では、院友の皆様のご子女、お孫さん、ご兄弟姉妹など、二親等以内の親族の方を対象とした特別選考入
学試験を全学部・全学科で実施いたします。概要は次のとおりです。詳細は必ず入学試験要項でご確認ください。

以下①～③すべての要件を満たす者
① 高等学校（特別支援学校の高等部
を含む）又は中等教育学校を卒業
した者、及び令和２年３月卒業見
込みの者。あるいは高等学校を卒
業した者と同等以上の学力がある
と本学が認めた者。
② 院友会の会員〔本学（大学院、専攻
科、別科、國學院大學幼児教育専門
学校等を含む）の卒業・修了者、
または本学・法人・姉妹法人の現
職専任教職員など〕の二親等以内
の親族（配偶者・姻族含む）であ
ること。なお、出願資格の確認は
提出書類に基づいて大学が行う。
③ 本学への入学を第１希望（単願）
とする者。

出願資格

日本文学科  ５名
中国文学科  ２名
外国語文化学科  ３名

募集人員

お知らせ  令和元年10月1日に予定されている消費税率引上げに伴い、10月
以降の会館利用料金等はそれに伴った対応となりますので、ご了承くださいま
すよう、お願いいたします。

　本会では、母校校友課と協力し、一人でも多くの院友のみなさまに情報発信
をしていきたいと考えております。現在、住所が判明している院友のみなさま
に、院友会報をお送りしております。
　結婚・転職・転居などにより、氏名・住所・勤務先等に変更がございまし
たら、本会又は國學院大學校友課へお知らせください。ホームページからも
変更ができます。また、ご実家であっても、ご本人がお住まいでない場合、
郵便局から差し戻されて参りますので、必ずご一報ください。
　みなさまのお手元に郵便物が確実に届くように、ご協力の程宜しくお願い
申し上げます。

住所変更届・異動届のお願い

同封のパンフレットをご覧ください

　出願書類（志望理由書、課題レポ
ート等）による第１次選考および第
２次選考（小論文またはレポートと
面接等、内容は学科によって異なり
ます。）により合格者を決定します。

選考方法

▶出願期間
　９月２日（月）～９月９日（月）
※消印有効

試験日程

史学科  ２名
哲学科  １名
神道文化学科
フレックスA（夜間主）  １名
フレックスB（昼間主）  １名
法律学科　法律専攻  ３名
　　　　　政治専攻  １名
経済学科  ６名
経営学科  ６名
初等教育学科  ３名
健康体育学科  ３名
子ども支援学科  ３名

お問い合わせ・入学試験要項請求先

〒150-8440 東京都渋谷区東4-10-28
國學院大學　入学課
TEL  03-5466-0141
FAX  03-5485-0152
E-mail  exam@kokugakuin.ac.jp

　出願資格等についてご不明の点がござ
いましたら、入学課（03-5466-0141）ま
でお問い合わせください。
※ ８月10日（土）～８月22日（木）は大学一斉
休暇になります。ご了承ください。

▶第１次選考（書類選考）合格発表
　9月25日（水）
▶ 第２次出願（第１次選考合格者のみ）
　10月７日（月）～11日（金）
※ 消印有効（入学検定料の納入が必要と
なります。）

▶第２次選考
　11月10日（日）
※ 各学科の選考内容は必ず入学試験要項
でご確認ください。

▶最終合格発表
　11月20日（水）
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　卒業生名簿のシステム変更により、今号から個人番号　卒業生名簿のシステム変更により、今号から個人番号
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）

　令和元年５月25日（土）、新緑の心地
よいこの日、母校渋谷キャンパス130周
年記念５号館アリーナ（旧体育館跡地）
において、院友大会が開催された。会に
は全国支部長会議出席者も加わり、楽し
く賑やかな会となった。
　定刻午後６時に、國學院大學アナウン
ス研究会の西彩音（日文４年）さんの進
行で、本会佐藤美穗副会長が開会を宣
言。一同で国歌を斉唱後、𠮷田茂穗会長
が登壇し、「新しい時代の母校に、私たち
卒業生はどんなことをすることができる
か。オール國學院の気持ちで、今日の会
が母校や後輩たちの未来にしっかり繋が

るように」と挨拶を述べた。来賓として
この４月に就任の、学校法人國學院大學
佐栁正三理事長が、母校140周年へむけ
た取組み、新学部の構想などを語り、今
後の院友への協力を依頼し祝辞とした。
新学長の針本正行学長から、これからの
國學院について、共に語り合いたい、と
祝辞をいただいた。
　学校法人國學院大學坂口𠮷一常任顧問
の発声で一同大きな声で杯を挙げ、令和
最初の院友の懇親となった。127期の新
院友から60期台の先輩まで、世代を超え
た懇親に花が咲いた。西日本編の「全国
銘酒飲比べ」に左党は喉を鳴らし、名刺
交換をしたり、「野村證券院友会」の16
名、「みずほ証券院友会」の５名が壇上で
紹介されたり、アリーナの高い天井に
は、参加者の話し声が響き渡っていった。
　院友会長賞として、𠮷田会長から該当
団体である陸上競技部長距離ブロックに
表彰状と副賞が手渡されると、母校初の
三大駅伝出場への大きな期待に、掛け声
が飛び交った。恒例となった「我家は三

世代國大生」のコーナーでは、申し込み
のあった三世代、四世代という方々６組
が登壇し、今井副会長から記念の置時計
を受取った。
　終盤、この３月、「第23回全国チアリ
ーディング＆ダンス全国選手権大会」で
優勝したドリル競技部SEALSが紹介さ
れ、華麗なチアダンスが披露された。会
の最後は壇上のSEALSのみなさんと一
緒に、参加者全員で校歌を斉唱し、７時
40分を回るころ、今井副会長の閉会の辞
をもって、終了となった。
　当日の出席者は366名であった。
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押
し
が
で

き
る
よ
う
に
、
努
力
を
重
ね

き
る
よ
う
に
、
努
力
を
重
ね

て
参
り
た
い
」
と
会
長
挨
拶

て
参
り
た
い
」
と
会
長
挨
拶

を
代
読
し
た
。
来
賓
の
佐
栁

を
代
読
し
た
。
来
賓
の
佐
栁

正
三
理
事
長
か
ら
は
令
和
四

正
三
理
事
長
か
ら
は
令
和
四

年
に
創
立
百
四
十
周
年
を
迎

年
に
創
立
百
四
十
周
年
を
迎

え
る
母
校
で
の
新
学
部
の
こ

え
る
母
校
で
の
新
学
部
の
こ

と
や
、
取
組
み
に
関
す
る
お

と
や
、
取
組
み
に
関
す
る
お

話
を
い
た
だ
き
、
ま
た
針
本

話
を
い
た
だ
き
、
ま
た
針
本

正
行
学
長
か
ら
は
、「
学
生

正
行
学
長
か
ら
は
、「
学
生

一
人
ひ
と
り
に
丁
寧
に
向
き

一
人
ひ
と
り
に
丁
寧
に
向
き

合
っ
て
行
き
た
い
」
と
抱
負

合
っ
て
行
き
た
い
」
と
抱
負

を
い
た
だ
い
た
。
出
席
を
い

を
い
た
だ
い
た
。
出
席
を
い

た
だ
い
て
い
る
来
賓
の
方
々

た
だ
い
て
い
る
来
賓
の
方
々

の
紹
介
に
続
き
、
昨
年
度
勇

の
紹
介
に
続
き
、
昨
年
度
勇

退
さ
れ
た
前
支
部
長
へ
の
感

退
さ
れ
た
前
支
部
長
へ
の
感

謝
状
の
贈
呈
と
な
る
。
該
当

謝
状
の
贈
呈
と
な
る
。
該
当

者
は
、
栃
木
県
支
部
柳
沼
倫

者
は
、
栃
木
県
支
部
柳
沼
倫

明
氏
、
山
梨
県
支
部
羽
中
田

明
氏
、
山
梨
県
支
部
羽
中
田

進
氏
、
広
島
県
支
部
多
賀
嗣

進
氏
、
広
島
県
支
部
多
賀
嗣

人
氏
、
高
知
県
支
部
大
久
保

人
氏
、
高
知
県
支
部
大
久
保

千
堯
氏
の
四
名
、
新
た
に
支

千
堯
氏
の
四
名
、
新
た
に
支

部
長
と
な
っ
た
、
栃
木
県
支

部
長
と
な
っ
た
、
栃
木
県
支

部
石
坂
昌
圀
氏
、
山
梨
県
支

部
石
坂
昌
圀
氏
、
山
梨
県
支

部
田
代
孝
氏
、
広
島
県
支
部

部
田
代
孝
氏
、
広
島
県
支
部

所
巳
喜
彦
氏
、
高
知
県
支
部

所
巳
喜
彦
氏
、
高
知
県
支
部

門
脇
道
夫
氏
の
四
名
が
紹
介

門
脇
道
夫
氏
の
四
名
が
紹
介

さ
れ
た
。

さ
れ
た
。

　

続
い
て
資
料
の
確
認
か
た

　

続
い
て
資
料
の
確
認
か
た

が
た
本
部
か
ら
の
報
告
に
入

が
た
本
部
か
ら
の
報
告
に
入

る
。
特
に
「
支
部
運
営
に
つ

る
。
特
に
「
支
部
運
営
に
つ

い
て
」、「
公
益
事
業
実
施
の

い
て
」、「
公
益
事
業
実
施
の

手
続
き
に
つ
い
て
」、「
支
部

手
続
き
に
つ
い
て
」、「
支
部

運
営
費
に
関
す
る
手
続
き
」

運
営
費
に
関
す
る
手
続
き
」

ま
た
、「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

ま
た
、「
ホ
ー
ム
カ
ミ
ン
グ

デ
ー
支
部
物
産
展
に
つ
い

デ
ー
支
部
物
産
展
に
つ
い

て
」
と
説
明
す
る
中
で
、
公

て
」
と
説
明
す
る
中
で
、
公

益
事
業
に
つ
い
て
は
、
福
島

益
事
業
に
つ
い
て
は
、
福
島

県
中
通
り
支
部
、
群
馬
県
支

県
中
通
り
支
部
、
群
馬
県
支

部
、
愛
媛
県
支
部
か
ら
そ
れ

部
、
愛
媛
県
支
部
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
実
施
の
報
告
を
お
話
い

ぞ
れ
実
施
の
報
告
を
お
話
い

た
だ
い
た
。
ま
た
支
部
物
産

た
だ
い
た
。
ま
た
支
部
物
産

展
に
つ
い
て
、
北
海
道
道
北

展
に
つ
い
て
、
北
海
道
道
北

支
部
、
長
野
県
支
部
、
鳥
取

支
部
、
長
野
県
支
部
、
鳥
取

県
支
部
な
ど
、
販
売
の
コ
ツ

県
支
部
な
ど
、
販
売
の
コ
ツ

や
準
備
に
つ
い
て
お
話
を
い

や
準
備
に
つ
い
て
お
話
を
い

た
だ
い
た
。
特
に
長
野
県
支

た
だ
い
た
。
特
に
長
野
県
支

部
は
「
オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ
ェ

部
は
「
オ
ク
ト
ー
バ
ー
フ
ェ

ス
ト
第
一
回
お
つ
ま
み
グ
ラ

ス
ト
第
一
回
お
つ
ま
み
グ
ラ

ン
プ
リ
優
勝
支
部
」
で
も
あ

ン
プ
リ
優
勝
支
部
」
で
も
あ

る
。
参
加
支
部
の
お
話
は
伺

る
。
参
加
支
部
の
お
話
は
伺

っ
て
い
て
楽
し
く
大
変
に
参

っ
て
い
て
楽
し
く
大
変
に
参

考
に
な
っ
た
。

考
に
な
っ
た
。

　

ま
た
、
母
校
が
文
部
科
学

　

ま
た
、
母
校
が
文
部
科
学

省
か
ら
「
古
事
記
学
の
推
進

省
か
ら
「
古
事
記
学
の
推
進

拠
点
形
成
―
世
界
と
次
世
代

拠
点
形
成
―
世
界
と
次
世
代

に
語
り
継
ぐ
『
古
事
記
』
の

に
語
り
継
ぐ
『
古
事
記
』
の

先
端
的
研
究
・
教
育
・
発
信

先
端
的
研
究
・
教
育
・
発
信

―
」
と
し
て
選
定
さ
れ
た
こ

―
」
と
し
て
選
定
さ
れ
た
こ

と
に
伴
い
設
置
さ
れ
た
「
古

と
に
伴
い
設
置
さ
れ
た
「
古

事
記
学
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
、

事
記
学
セ
ン
タ
ー
」
か
ら
、

武
田
幸
也
助
教
を
お
招
き
し

武
田
幸
也
助
教
を
お
招
き
し

て
、「
古
事
記
ア
ー
ト
コ
ン

て
、「
古
事
記
ア
ー
ト
コ
ン

テ
ス
ト
受
賞
作
品
」
の
巡
回

テ
ス
ト
受
賞
作
品
」
の
巡
回

展
示
に
つ
い
て
、
説
明
と
お

展
示
に
つ
い
て
、
説
明
と
お

願
い
を
い
た
だ
い
た
。

願
い
を
い
た
だ
い
た
。

　

本
部
か
ら
の
報
告
説
明
の

　

本
部
か
ら
の
報
告
説
明
の

後
、大
学
か
ら
の
報
告
説
明

後
、大
学
か
ら
の
報
告
説
明

「大嘗祭について」岡田名誉教授の特別講演「大嘗祭について」岡田名誉教授の特別講演

挨拶する𠮷田会長挨拶する𠮷田会長

全国優勝したSEALSのチアダンス全国優勝したSEALSのチアダンス
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に
う
つ
っ
た
。ま
ず
出
席
を

に
う
つ
っ
た
。ま
ず
出
席
を

い
た
だ
い
て
い
る
各
学
部
長

い
た
だ
い
て
い
る
各
学
部
長

か
ら
、各
学
部
の
資
料
に
基

か
ら
、各
学
部
の
資
料
に
基

づ
い
て
学
部
の
様
子
、学
生

づ
い
て
学
部
の
様
子
、学
生

の
様
子
な
ど
お
話
を
伺
っ
た
。

の
様
子
な
ど
お
話
を
伺
っ
た
。

　

大
学
の
入
学
状
況
、
入
試

　

大
学
の
入
学
状
況
、
入
試

状
況
、
そ
し
て
就
職
状
況
に

状
況
、
そ
し
て
就
職
状
況
に

つ
い
て
各
課
長
か
ら
状
況
を

つ
い
て
各
課
長
か
ら
状
況
を

資
料
と
共
に
伺
っ
た
。
最
後

資
料
と
共
に
伺
っ
た
。
最
後

に
母
校
の
院
友
の
窓
口
で
あ

に
母
校
の
院
友
の
窓
口
で
あ

る
校
友
課
山
口
次
長
か
ら
、

る
校
友
課
山
口
次
長
か
ら
、

個
人
情
報
の
取
扱
い
、
支
部

個
人
情
報
の
取
扱
い
、
支
部

総
会
開
催
時
の
講
師
派
遣
手

総
会
開
催
時
の
講
師
派
遣
手

続
き
、
等
に
つ
い
て
ご
説
明

続
き
、
等
に
つ
い
て
ご
説
明

を
い
た
だ
い
た
。

を
い
た
だ
い
た
。

　

午
後
四
時
五
十
分
、
今
井

　

午
後
四
時
五
十
分
、
今
井

副
会
長
の
閉
会
の
言
葉
を
も

副
会
長
の
閉
会
の
言
葉
を
も

っ
て
、
本
年
度
の
支
部
長
会

っ
て
、
本
年
度
の
支
部
長
会

議
を
終
了
し
、
引
続
い
て
講

議
を
終
了
し
、
引
続
い
て
講

演
講
師
、
岡
田
莊
司
神
道
文

演
講
師
、
岡
田
莊
司
神
道
文

化
学
部
名
誉
教
授
を
お
迎
え

化
学
部
名
誉
教
授
を
お
迎
え

し
た
。
支
部
長
会
議
出
席
者

し
た
。
支
部
長
会
議
出
席
者

一
同
は
午
後
五
時
か
ら
三
十

一
同
は
午
後
五
時
か
ら
三
十

分
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
先
生

分
だ
け
で
あ
っ
た
が
、
先
生

か
ら
「
大
嘗
祭
に
つ
い
て
」

か
ら
「
大
嘗
祭
に
つ
い
て
」

と
い
う
テ
ー
マ
の
お
話
を
、

と
い
う
テ
ー
マ
の
お
話
を
、

い
た
だ
い
た
。
一
同
感
銘
の

い
た
だ
い
た
。
一
同
感
銘
の

う
ち
に
す
べ
て
の
日
程
を
終

う
ち
に
す
べ
て
の
日
程
を
終

了
し
た
。

了
し
た
。

　

こ
の
日
、
五
十
九
支
部
・

　

こ
の
日
、
五
十
九
支
部
・

四
協
力
団
体
す
べ
て
か
ら
の

四
協
力
団
体
す
べ
て
か
ら
の

参
加
が
あ
り
、
大
学
・
本
会

参
加
が
あ
り
、
大
学
・
本
会

関
係
者
含
め
、
百
四
十
五
名

関
係
者
含
め
、
百
四
十
五
名

の
出
席
で
あ
っ
た
。

の
出
席
で
あ
っ
た
。

学
校
法
人

國
學
院
大
學

東
京
都
渋
谷
区
東
四
丁
目
十
番
二
十
八
号

　

電
話 

〇
三

五
四
六
六

〇
一
一
一

 

（
代
表
）

橋
本　

憲
市
郎

法

人

事
務
局
長

佐
栁　

正
三

理
事
長

大
村　

秀
司

常
務
理
事

石
川　

則
夫

理

事

小
林　

英
夫

同

今
井　

寛
人

同

尾
近　

裕
幸

同

木
村　

知
躬

同

千
家　

尊
祐

同

中
島　

精
太
郎

同

針
本　

正
行

同

植
村　

勝
慶

同

鎌
田  　
　

薫

同

木
村　

好
成

同

津
田  　
　

栄

同

橋
本　

憲
市
郎

同

中
村  　
　

陽

同

𠮷
田　

茂
穗

同

玉
井　

浩
二

同

稲
葉　

久
雄

監

事

國
學
院
大
學

東
京
都
渋
谷
区
東
四
丁
目
十
番
二
十
八
号

　

電
話 

〇
三

五
四
六
六

〇
一
一
一

 

（
代
表
）

武
智　

浩
二

大

学

事
務
局
長

根
岸　

茂
夫

大
学
院

委
員
長

野
呂　
　

  

健

教
育
開
発
推
進

機

構

長

武
田　

秀
章

研
究
開
発
推
進

機

構

長

成
田　

信
子

人
間
開
発

学
部
長

西
岡　

和
彦

神
道
文
化

学
部
長

一
木　

孝
之

法
学
部
長

橋
元　

秀
一

経
済
学
部
長

石
川　

則
夫

文
学
部
長

針
本　

正
行

学

長

石
川　

則
夫

副
学
長

植
村　

勝
慶

副
学
長

成
田　

信
子

副
学
長

　

副
会
長
で
あ
っ
た
針
本
正
行
氏
か
ら
、
学
長
就
任

　

副
会
長
で
あ
っ
た
針
本
正
行
氏
か
ら
、
学
長
就
任

に
伴
い
令
和
元
年
五
月
八
日
付
で
理
事
辞
任
届
が
提

に
伴
い
令
和
元
年
五
月
八
日
付
で
理
事
辞
任
届
が
提

出
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
六
月
十
八
日
の
第
八
回

出
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
六
月
十
八
日
の
第
八
回

定
時
評
議
員
会
に
お
い
て
後
任
理
事
が
選
任
さ
れ
、

定
時
評
議
員
会
に
お
い
て
後
任
理
事
が
選
任
さ
れ
、

同
日
開
催
の
第
二
十
七
回
理
事
会
に
お
い
て
副
会
長

同
日
開
催
の
第
二
十
七
回
理
事
会
に
お
い
て
副
会
長

の
選
定
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
評
議
員
会
、
理
事
会
、

の
選
定
が
お
こ
な
わ
れ
た
。
評
議
員
会
、
理
事
会
、

と
も
に
満
場
一
致
で
（
学
）
國
學
院
大
學
理
事
・
國

と
も
に
満
場
一
致
で
（
学
）
國
學
院
大
學
理
事
・
國

學
院
大
學
副
学
長
・
文
学
部
長
の
石
川
則
夫
氏
を
、

學
院
大
學
副
学
長
・
文
学
部
長
の
石
川
則
夫
氏
を
、

理
事
・
後
任
副
会
長
に
選
定
し
た
。

理
事
・
後
任
副
会
長
に
選
定
し
た
。

　

任
期
は
前
任
者
の
残
任
期
間
で
あ
る
令
和
元
年
六

　

任
期
は
前
任
者
の
残
任
期
間
で
あ
る
令
和
元
年
六

月
十
八
日
か
ら
令
和
二
年
に
開
催
さ
れ
る
定
時
評
議

月
十
八
日
か
ら
令
和
二
年
に
開
催
さ
れ
る
定
時
評
議

員
会
の
終
結
の
時
ま
で
と
な
る
。

員
会
の
終
結
の
時
ま
で
と
な
る
。
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國
學
國
學

ふ
ぉ
め
い
し
ょ
ん

ふ
ぉ
め
い
し
ょ
ん

院い　

ん

い　

ん

▼ 

新
た
な
学
修
の
拠
点
に

新
た
な
学
修
の
拠
点
に

総
合
学
修
館
（
六
号
館
）

総
合
学
修
館
（
六
号
館
）

竣
功
竣
功

　

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発

　

渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
再
開
発

事
業
の
一
環
と
し
て
、
旧
専

事
業
の
一
環
と
し
て
、
旧
専

門
学
校
跡
地
に
建
設
が
進
め

門
学
校
跡
地
に
建
設
が
進
め

ら
れ
て
き
た
総
合
学
修
館

ら
れ
て
き
た
総
合
学
修
館

（
六
号
館
）
が
三
月
、
完
成

（
六
号
館
）
が
三
月
、
完
成

し
た
。
同
館
は
地
上
三
階
地

し
た
。
同
館
は
地
上
三
階
地

下
二
階
建
て
。
九
つ
の
教
室

下
二
階
建
て
。
九
つ
の
教
室

と
事
務
室
（
国
際
交
流
課
）

と
事
務
室
（
国
際
交
流
課
）

な
ど
で
構
成
さ
れ
、
一
、
二

な
ど
で
構
成
さ
れ
、
一
、
二

階
に
は
隣
接
す
る
氷
川
神
社

階
に
は
隣
接
す
る
氷
川
神
社

の
鎮
守
の
杜
を
望
む
自
習
ス

の
鎮
守
の
杜
を
望
む
自
習
ス

ペ
ー
ス
＝

ペ
ー
ス
＝
写
真
写
真
＝
が
設
け
ら

＝
が
設
け
ら

れ
た
ほ
か
、
留
学
生
ら
に
配

れ
た
ほ
か
、
留
学
生
ら
に
配

慮
し
た
祈
祷
室
が
学
内
で
初

慮
し
た
祈
祷
室
が
学
内
で
初

め
て
設
置
さ
れ
た
。

め
て
設
置
さ
れ
た
。

　

竣
功
祭
は
三
月
二
十
八

　

竣
功
祭
は
三
月
二
十
八

日
、同
館
内
の
教
室
を
斎
場

日
、同
館
内
の
教
室
を
斎
場

に
行
わ
れ
た
。斎
主
の
田
村

に
行
わ
れ
た
。斎
主
の
田
村

康
雄
・
渋
谷
氷
川
神
社
宮
司

康
雄
・
渋
谷
氷
川
神
社
宮
司

が
拝
礼
を
し
た
の
ち
、坂
口

が
拝
礼
を
し
た
の
ち
、坂
口

𠮷
一
理
事
長（
当
時
）、赤
井

𠮷
一
理
事
長（
当
時
）、赤
井

益
久
学
長（
同
）、設
計
施
工

益
久
学
長（
同
）、設
計
施
工

を
担
当
し
た
企
業
の
代
表
者

を
担
当
し
た
企
業
の
代
表
者

が
祭
壇
に
玉
串
を
捧
げ
拝
礼

が
祭
壇
に
玉
串
を
捧
げ
拝
礼

し
た
。

し
た
。

▼ 

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ

ス
外
構
工
事
が
ま
も
な
く

ス
外
構
工
事
が
ま
も
な
く

完
成
完
成

　

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ

　

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
キ
ャ
ン
パ

ス
で
は
昨
年
か
ら
、
校
舎
の

ス
で
は
昨
年
か
ら
、
校
舎
の

外
装
や
外
構
の
工
事
が
行
わ

外
装
や
外
構
の
工
事
が
行
わ

れ
て
い
て
、
七
月
末
に
完
成

れ
て
い
て
、
七
月
末
に
完
成

予
定
だ
。
竣
功
か
ら
三
十
五

予
定
だ
。
竣
功
か
ら
三
十
五

年
余
り
が
経
過
し
た
一
号
館

年
余
り
が
経
過
し
た
一
号
館

な
ど
の
外
装
は
、
木
材
を
ふ

な
ど
の
外
装
は
、
木
材
を
ふ

ん
だ
ん
に
用
い
た
新
し
い
デ

ん
だ
ん
に
用
い
た
新
し
い
デ

ザ
イ
ン
に
な
る
＝

ザ
イ
ン
に
な
る
＝
写
真
写
真
。

▼ 

國
學
院
大
學
学
報
を
定
期

國
學
院
大
學
学
報
を
定
期

購
読
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

購
読
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

國
學
院
大
學
広
報
課
で

　

國
學
院
大
學
広
報
課
で

は
、
本
学
の
ニ
ュ
ー
ス
や
学

は
、
本
学
の
ニ
ュ
ー
ス
や
学

生
・
院
友
（
卒
業

生
・
院
友
（
卒
業

生
）・
教
職
員
の
活

生
）・
教
職
員
の
活

躍
を
お
届
け
す
る
機

躍
を
お
届
け
す
る
機

関
紙
「
國
學
院
大
學

関
紙
「
國
學
院
大
學

学
報
」（
年
十
一
回

学
報
」（
年
十
一
回

発
行
、
八
月
は
休

発
行
、
八
月
は
休

刊
）
を
発
行
し
て
い

刊
）
を
発
行
し
て
い

ま
す
。
特
集
で
は
、

ま
す
。
特
集
で
は
、

國
學
院
大
學
の
多
彩

國
學
院
大
學
の
多
彩

な
顔
を
ご
紹
介
。
教

な
顔
を
ご
紹
介
。
教

員
に
よ
る
エ
ッ
セ
イ

員
に
よ
る
エ
ッ
セ
イ

「
若
木
が
丘
だ
よ

「
若
木
が
丘
だ
よ

り
」
や
、
百
三
十
七
年
に
及

り
」
や
、
百
三
十
七
年
に
及

ぶ
本
学
の
歴
史
を
ひ
も
と
く

ぶ
本
学
の
歴
史
を
ひ
も
と
く

「
学
問
の
道
」
な
ど
各
種
連

「
学
問
の
道
」
な
ど
各
種
連

載
コ
ラ
ム
も
注
目
で
す
。
大

載
コ
ラ
ム
も
注
目
で
す
。
大

学
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
や
講
座

学
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
や
講
座

の
ご
案
内
な
ど
母
校
の
役
立

の
ご
案
内
な
ど
母
校
の
役
立

つ
情
報
も
充
実
し
て
い
ま

つ
情
報
も
充
実
し
て
い
ま

す
。
定
期
購
読
を
ご
希
望
の

す
。
定
期
購
読
を
ご
希
望
の

方
は
、
広
報
課
ま
で
は
が

方
は
、
広
報
課
ま
で
は
が

き
、
き
、
F
A
X
、
メ
ー
ル
で
ご

、
メ
ー
ル
で
ご

連
絡
く
だ
さ
い
（
年
間
購
読

連
絡
く
だ
さ
い
（
年
間
購
読

料
：
五
百
円
〈
税
込
み
・
送

料
：
五
百
円
〈
税
込
み
・
送

料
含
む
、
払
込
手
数
料
別

料
含
む
、
払
込
手
数
料
別

途
〉）。

途
〉）。

　

國
學
院
大
學
経
済
学
部
で

　

國
學
院
大
學
経
済
学
部
で

は
、
十
月
十
九
日
（
土
）
ホ

は
、
十
月
十
九
日
（
土
）
ホ

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
、
院

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
、
院

友
経
済
会
・
経
済
学
会
と
共

友
経
済
会
・
経
済
学
会
と
共

催
で
、
経
済
学
部
シ
ン
ポ
ジ

催
で
、
経
済
学
部
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
を
実
施
し
ま
す
。
本
年

ウ
ム
を
実
施
し
ま
す
。
本
年

度
の
テ
ー
マ
は
「
メ
デ
ィ
ア

度
の
テ
ー
マ
は
「
メ
デ
ィ
ア

の
未
来
」
で
す
。

の
未
来
」
で
す
。

　

私
た
ち
を
取
り
巻
く
メ
デ

　

私
た
ち
を
取
り
巻
く
メ
デ

ィ
ア
環
境
は
こ
こ
十
数
年
で

ィ
ア
環
境
は
こ
こ
十
数
年
で

劇
的
な
変
化
を
遂
げ
て
い
ま

劇
的
な
変
化
を
遂
げ
て
い
ま

す
。
そ
の
背
景
に
は
、
テ
ク

す
。
そ
の
背
景
に
は
、
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
に
よ
る
コ

ノ
ロ
ジ
ー
の
進
化
に
よ
る
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
手
段
の

多
様
化
や
、
生
活
者
の
消
費

多
様
化
や
、
生
活
者
の
消
費

行
動
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

行
動
・
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

変
化
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
既

変
化
が
あ
り
、
こ
れ
ら
が
既

存
の
メ
デ
ィ
ア
に
大
き
な
影

存
の
メ
デ
ィ
ア
に
大
き
な
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
そ

響
を
及
ぼ
し
て
い
ま
す
。
そ

こ
で
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

こ
で
、
本
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
で

は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
牽
引

は
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
を
牽
引

し
て
き
た
「
テ
レ
ビ
」
に
焦

し
て
き
た
「
テ
レ
ビ
」
に
焦

点
を
当
て
、
テ
レ
ビ
産
業
か

点
を
当
て
、
テ
レ
ビ
産
業
か

ら
み
る
メ
デ
ィ
ア
の
未
来
に

ら
み
る
メ
デ
ィ
ア
の
未
来
に

つ
い
て
議
論
し
ま
す
。
当
日

つ
い
て
議
論
し
ま
す
。
当
日

は
、
民
放
キ
ー
局
と
イ
ン
タ

は
、
民
放
キ
ー
局
と
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト

ー
ネ
ッ
ト
T
V
局
か
ら
シ

局
か
ら
シ

ン
ポ
ジ
ス
ト
を
招
き
、「
地

ン
ポ
ジ
ス
ト
を
招
き
、「
地

上
波
テ
レ
ビ
と
イ
ン
タ
ー
ネ

上
波
テ
レ
ビ
と
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
テ
レ
ビ
」
で
現
状
と
未

ッ
ト
テ
レ
ビ
」
で
現
状
と
未

来
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
い

来
に
つ
い
て
語
っ
て
も
ら
い

ま
す
。

ま
す
。

　

日
程
が
近
づ
き
ま
し
た

　

日
程
が
近
づ
き
ま
し
た

ら
、
経
済
学
部

ら
、
経
済
学
部
H
P
で
詳
で
詳

し
い
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ

し
い
内
容
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。
い
。

残暑お見舞い申し上げます

叙
勲
受
章
等
の
ご
連
絡
を
頂

き
ま
し
た
。
心
よ
り
お
祝
い
申

し
上
げ
、
今
後
益
々
の
ご
活
躍

を
お
祈
り
致
し
ま
す
。

◆
叙
勲
・
褒
章

旭
日
双
光
章

羽
中
田
進
氏
（
は
な
か
だ
・
す

す
む
／
72
政
・
73
神
専
攻
）

瑞
宝
双
光
章

神
山
晃
令
氏
（
か
み
や
ま
・
あ

き
よ
し
／
79
法
・
81
修
法
・
84

博
法
）

黄
綬
褒
章

遠
藤
芳
郎
氏
（
え
ん
ど
う
・
よ

し
ろ
う
／
78
経
）

藍
綬
褒
章

佐
々
木
宮
廣
氏
（
さ
さ
き
・
み

や
ひ
ろ
／
71
神
研
・
74
文
2
）

◆
宮
司
就
任

伊
佐
須
美
神
社

（
福
島
県
大
沼
郡
会
津
美
里

町
）

沼
澤
文
彦
氏
（
ぬ
ま
ざ
わ
・
ふ

み
ひ
こ
／
93
神
2
）

寶
登
山
神
社

（
埼
玉
県
秩
父
郡
長
瀞
町
）

曽
根
原
正
宏
氏
（
そ
ね
は
ら
・

ま
さ
ひ
ろ
／
89
神
）

神
田
神
社
（
千
代
田
区
）

清
水
祥
彦
氏
（
し
み
ず
・
よ
し

ひ
こ
／
91
神
）

氣
比
神
宮
（
敦
賀
市
）

桑
原
宏
明
氏
（
く
わ
は
ら
・
ひ

ろ
あ
き
／
103
神
専
攻
）

結
城
神
社
（
津
市
）

宮
﨑
吉
史
氏
（
み
や
ざ
き
・
よ

し
ふ
み
／
105
神
）

筥
崎
宮
（
福
岡
市
東
区
）

田
村
邦
明
氏
（
た
む
ら
・
く
に

あ
き
／
101
神
専
攻
）

太
宰
府
天
満
宮
（
太
宰
府
市
）

西
高
辻
信
宏
氏
（
に
し
た
か
つ

じ
・
の
ぶ
ひ
ろ
／
113
博
前
神
・

116
博
後
神
）

宮
崎
神
宮
（
宮
崎
市
）

本
部
雅
裕
氏
（
ほ
ん
ぶ
・
ま
さ

ひ
ろ
／
82
神
）

◆
結
婚

　

次
の
方
が
結
婚
さ
れ
ま
し

た
。
本
会
か
ら
当
日
、
会
長
名

の
祝
電
を
贈
ら
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　

末
永
く
お
幸
せ
に
！

♥
谷
川
龍
一
さ
ん
（
117
神
専

攻
）

♥
関　

顕
一
さ
ん
（
112
史
）

♥
山
名
智
之
さ
ん
（
123
神
文
）

※
院
友
の
叙
勲
や
褒
章
等
の
情
報

を
本
部
ま
で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

経
済
学
部
か
ら
の
学
部

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
の
お
知
ら
せ

【
連
絡
先
】
〒
一
五

【
連
絡
先
】
〒
一
五
○
―

八
四
四

八
四
四
○　○　

東
京
都
渋
谷

東
京
都
渋
谷

区
東
四
―
一
○
―
二
八　

区
東
四
―
一
○
―
二
八　

☎ 

○
三
―
五
四
六
六
―

三
―
五
四
六
六
―
○

一
三
一
三
○

ふ 

○
三
―
五
四
六
六
―

―
五
四
六
六
―
○

五
二
八

五
二
八

め kouho@kokugakuin.
kouho@kokugakuin.
ac.jp
ac.jp

統
一
地
方
選
挙　

全
国
各
地
で
院
友
、
大
躍
進
！

令和元年度支部総会　開催日程一覧　　　　　　　※８月10日以降開催分
支部名 日　程 時　間 場　所

北海道道東 10／５（土） 18：00 ホテル黒部（北見市）
青 森 県 10／５（土） 15：00 アラスカ会館（青森市）
秋 田 県 ８／31（土） 13：00 イヤタカ（秋田市）
福島県会津 未定

群 馬 県 ９／７（土） ◎文化講演会14：30～
総会は講演会終了後 ホワイトイン高崎（高崎市）

埼 玉 県 東 11／17（日） 13：00 越谷ギャザホール（越谷市）
埼 玉 県 北 ８／18（日） 15：00 秩父神社参集殿（秩父市）
東 京 都23区 11／16（土） 総会15：00

◎文化講演会16：00～ 院友会館
富 山 県 10／26（土） 未定 富山市内
石 川 県 10／５（土） ◎文化講演会14：30～

総会は講演会終了後 金沢ニューグランドホテル（金沢市内）

静岡県中部 ９／７（土） ◎文化講演会13：45～
総会18：00

講演会 県男女共同参画センター　
総会 クーポール会館（静岡市）

静岡県西部 11／９（土） 調整中 えんてつホール（浜松市）
三 重 県 11／３（日） 14：30 神宮司庁（伊勢市）
滋 賀 県 ８／31（土） 15：30 びわ湖大津プリンスホテル（大津市）
奈 良 県 ９／29（日） 15：00 橿原観光ホテル（橿原市）
和 歌 山 県 ９／７（土） ◎文化講演会14：00～

総会17：00
文化講演会 和歌山県民文化会館
総会 アバローム紀の国（和歌山市）

鳥 取 県 ８／25（日） ◎文化講演会13：30～
総会15：30 とりぎん文化会館（鳥取市）

島 根 県 10／14（月） 夕刻（出雲駅伝応援終了後） ニューウェルシティ出雲（出雲市）
山 口 県 ８／18（日） 16：15 山口グランドホテル（山口市）
徳 島 県 ９／14（土） 16：00 阿波観光ホテル（徳島市）
香 川 県 ８／24（土） 15：00 ＪＲホテルクレメント高松（高松市）
愛 媛 県 ９／21（土） 17：00 国際ホテル松山（松山市）
高 知 県 ９月 未定
福 岡 県 ８／24（土） 17：00 ホテルオークラ福岡（福岡市）
熊 本 県 ８／24（土） 16：00 KKRホテル熊本（熊本市）
大 分 県 ８／25（日） ◎落語会14：00～

総会16：30 落語会 春日神社（大分市）／総会 全労済ソレイユ
宮 崎 県 ９／30（月）予定 未定 神宮会館（宮崎市）
鹿 児 島 県 ９／７（土） 17：00 ホテル吹上荘（鹿児島市）
院友経済会 10／19（土） 國學院大學渋谷キャンパス内
法学部OB・OG会 未定
マスコミ院友会 未定

國
學
院
大
學
部
課
長
会

事
務
局
長

武
智　

浩
二

神
道
研
修
事
務
部

部
長
兼
神
道
研
修
事
務
課
長

大
野　

靖
仁

国
際
交
流
事
務
部

次
長
兼
国
際
交
流
課
長

石
山　

昭
彦

財
務
部

管
財
課
長

細
島　

洋
紀

部
長
兼
経
理
課
長

中
村　

大
介

た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
部

次
長
兼
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
事
務
課
長

島
村　

昌
利

部
長

城
所　

俊
哉

学
生
事
務
部

キ
ャ
リ
ア
サ
ポ
ー
ト
課
長

木
村　
　

都

学
生
生
活
課
長

前
田　

浩
司

部
長

藤
形　

正
俊

学
生
生
活
課
担
当
課
長

古
澤　
　

繁

教
学
事
務
部

教
育
開
発
推
進
機
構
事
務
課
教
職
担
当
課
長

人
見　
　

剛

教
育
開
発
推
進
機
構
担
当
次
長

兼
教
育
開
発
推
進
機
構
事
務
課
長

原
田　

佳
昌

教
務
課
長

松
本　

忠
和

大
学
院
事
務
課
長

石
田　

智
子

部
長

仙
北
谷
穂
高

法
人
事
務
局
部
長

北
澤　
　

薫

法
人
事
務
局
長

橋
本
憲
市
郎

総
務
部

安
西　

晴
美

総
務
課
担
当
課
長

小
林　

博
毅

人
事
課
長

長
谷
川
顕
子

人
事
担
当
部
長

城
所　

俊
哉

部
長

次
長
兼
総
務
課
長

謡
口　

秀
見

次
長
兼
校
友
課
長

山
口　

耕
司

総
合
企
画
部

企
画
課
長

後
藤　
　

匠

入
学
課
長

鵜
澤　

英
子

広
報
課
長

原
口　
　

章

部
長

滝
田　

忠
之

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
事
業
課
長

田
中　

裕
巳

研
究
開
発
推
進
機
構
担
当
次
長

山
口　

輝
幸

学
術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
務
部

情
報
シ
ス
テ
ム
担
当
次
長

堀
内　

弘
行

部
長

及
川　
　

聡

情
報
シ
ス
テ
ム
課
長

後
藤　

幸
雄

研
究
開
発
推
進
機
構
事
務
課
長

飯
塚　

陽
子

図
書
館
事
務
課
た
ま
プ
ラ
ー
ザ
担
当
課
長

澤
井　
　

隆

図
書
館
事
務
課
長

安
達　
　

匠

柴
田　

克
之

図
書
館
担
当
部
長

　

平
成
三
十
一
年
春
の
統
一
地
方
選
挙
等
で
、
次
の
院
友
の
方
々
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
三
十
一
年
春
の
統
一
地
方
選
挙
等
で
、
次
の
院
友
の
方
々
が
当
選
さ
れ
ま
し
た
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
祈
念
い
た
し
ま
す
。

《青森県議会議員》 清水　悦郎氏 （80法/しみず・えつろう）

《群馬県議会議員》 角倉　邦良氏 （95文/かどくら・くによし）
高井俊一郎氏 （107神/たかい・しゅんいちろう）

《埼玉県議会議員》 八子　朋弘氏 （104法/やこ・ともひろ）
《千葉県議会議員》 吉本　　充氏 （87法/よしもと・みつる）

《神奈川県議会議員》 梅沢　裕之氏 （88法/うめざわ・ひろゆき）
菅原　暉人氏 （122法/すがはら・あきひと）

《山梨県議会議員》 永井　　学氏 （105法/ながい・まなぶ）
《長野県議会議員》 石和　　大氏 （97神/いさわ・だい）
《高知県議会議員》 桑名　龍吾氏 （93法/くわな・りゅうご）
《古平町議会議員》 木村　輔宏氏 （72政/きむら・すけひろ）
《太田市議会議員》 矢部　伸幸氏 （108文２/やべ・のぶゆき）
《鶴ヶ島市議会議員》 藤原　建志氏 （82神/ふじわら・けんし）
《千葉市議会議員》 福永　　洋氏 （80法/ふくなが・ひろし）
《印西市議会議員》 梶原　友雄氏 （87法２/かじわら・ともお）

《港区議会議員》 杉浦　教夫氏 （103経２/すぎうら・のりお）
石渡　幸子氏 （115法務/いしわたり・ゆきこ）

《荒川区議会議員》 明戸真弓美氏 （115博後経/あけど・まゆみ）

《渋谷区議会議員》 丸山　高司氏 （89史/まるやま・たかし）
五十嵐千代子氏 （89史２/いがらし・ちよこ）

《大田区議会議員》 松原　　元氏 （119法/まつばら・はじめ）
《江東区議会議員》 大嵩崎かおり氏 （99史２/おおつき・かおり）
《練馬区議会議員》 上野　博巳氏 （107法２/うえの・ひろみ）

《国立市議会議員》 石塚　陽一氏 （77法/いしづか・よういち）
藤田　貴裕氏 （111法２/ふじた・たかひろ）

《狛江市議会議員》 田中　智子氏 （89文２/たなか・ともこ）
篠　　浩司氏 （97法２/しの・こうじ）

《八王子市議会議員》 渡口　禎氏氏 （94法/とぐち・ただし）
石川　裕司氏 （98史２/いしかわ・やすし）

《青梅市議会議員》 下田　盛俊氏 （82文/しもだ・もりとし）
《稲城市議会議員》 梶浦美佐子氏 （103法/かじうら・みさこ）
《東京都大島町議会議員》 坂上　長一氏 （78経/さかうえ・ちょういち）
《川崎市議会議員》 浅野　文直氏 （103法/あさの・ふみなお）
《横浜市議会議員》 中山　大輔氏 （106文/なかやま・だいすけ）
《藤沢市議会議員》 北橋　節男氏 （91経/きたはし・せつお）
《塩尻市議会議員》 小澤　彰一氏 （87文/おざわ・しょういち）
《熱海市議会議員》 泉明寺みずほ氏 （101神・107博前神/せんみょうじ・みずほ）
《名古屋市議会議員》 服部　将也氏 （100法２/はっとり・まさや）
《堺市議会議員》 野村　友昭氏 （109神/のむら・ともあき）
《福岡市議会議員》 楠　　正信氏 （85法/くすき・まさのぶ）
《福岡県芦屋町長》 波多野茂丸氏 （80神/はたの・しげまる）

（令和元年６月30日現在）
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は
、
福
島
県
中
通
り
・
福
島

は
、
福
島
県
中
通
り
・
福
島

県
浜
通
り
（
合
同
開
催
）、

県
浜
通
り
（
合
同
開
催
）、

沖
縄
県
、
神
奈
川
県
、
埼
玉

沖
縄
県
、
神
奈
川
県
、
埼
玉

県
南
、
群
馬
県
、
静
岡
県
中

県
南
、
群
馬
県
、
静
岡
県
中

部
（
國
學
院
大
學
文
化
講
演

部
（
國
學
院
大
學
文
化
講
演

会
）、
静
岡
県
西
部
、
愛
媛

会
）、
静
岡
県
西
部
、
愛
媛

県
（
國
學
院
大
學
文
化
講
演

県
（
國
學
院
大
學
文
化
講
演

会
）、
の
八
支
部
が
主
管
し

会
）、
の
八
支
部
が
主
管
し

て
、
地
域
で
の
一
般
公
開
講

て
、
地
域
で
の
一
般
公
開
講

演
会
を
開
催
し
た
（
開
催

演
会
を
開
催
し
た
（
開
催

順
）。
ま
た
一
般
公
開
講
演

順
）。
ま
た
一
般
公
開
講
演

会
と
し
て
山
本
東
次
郎
氏

会
と
し
て
山
本
東
次
郎
氏

『
狂
言

『
狂
言 

― 

山
本
東
次
郎
家

の
面
―
』
を
大
学
と
共
に
実

の
面
―
』
を
大
学
と
共
に
実

施
し
た
。

施
し
た
。

【
会
館
施
設
提
供
事
業
】

　

社
会
貢
献
を
目
的
と
す
る

　

社
会
貢
献
を
目
的
と
す
る

会
館
利
用
の
際
、
施
設
の
提

会
館
利
用
の
際
、
施
設
の
提

供
又
は
経
費
の
補
助
を
行
っ

供
又
は
経
費
の
補
助
を
行
っ

た
。
た
。

【
特
定
寄
付
事
業
】

　

主
な
も
の
と
し
て
、
國
學

　

主
な
も
の
と
し
て
、
國
學

院
大
學
へ
大
規
模
災
害
学
費

院
大
學
へ
大
規
模
災
害
学
費

減
免
制
度
等
へ
の
寄
付
と
し

減
免
制
度
等
へ
の
寄
付
と
し

て
二
百
万
円
。
ま
た
、
大
学

て
二
百
万
円
。
ま
た
、
大
学

が
取
り
組
む
高
校
生
対
象
の

が
取
り
組
む
高
校
生
対
象
の

文
化
事
業
へ
二
十
万
円
を
贈

文
化
事
業
へ
二
十
万
円
を
贈

っ
た
。

っ
た
。

【
同
窓
会
事
業
】

　

院
友
会
報
を
三
回
発
行
、

　

院
友
会
報
を
三
回
発
行
、

支
部
長
会
議
・
院
友
大
会
を

支
部
長
会
議
・
院
友
大
会
を

五
月
に
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で

五
月
に
渋
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で

同
日
開
催
。
十
月
の
母
校
ホ

同
日
開
催
。
十
月
の
母
校
ホ

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
は
、

ー
ム
カ
ミ
ン
グ
デ
ー
に
は
、

支
部
物
産
展
に
北
海
道
道
央

支
部
物
産
展
に
北
海
道
道
央

支
部
、
道
東
支
部
、
道
南
支

支
部
、
道
東
支
部
、
道
南
支

部
、
道
北
支
部
、
青
森
県
支

部
、
道
北
支
部
、
青
森
県
支

部
、
栃
木
県
支
部
、
千
葉
県

部
、
栃
木
県
支
部
、
千
葉
県

支
部
、
埼
玉
県
北
支
部
、
長

支
部
、
埼
玉
県
北
支
部
、
長

野
県
支
部
、
鳥
取
県
支
部
、

野
県
支
部
、
鳥
取
県
支
部
、

佐
賀
県
支
部
と
熊
本
県
支

佐
賀
県
支
部
と
熊
本
県
支

部
、
沖
縄
県
支
部
の
十
三
支

部
、
沖
縄
県
支
部
の
十
三
支

部
に
、
北
海
道
滝
川
市
、
國

部
に
、
北
海
道
滝
川
市
、
國

學
院
大
學
生
協
が
加
わ
り
十

學
院
大
學
生
協
が
加
わ
り
十

五
ブ
ー
ス
が
出
展
。
新
年
院

五
ブ
ー
ス
が
出
展
。
新
年
院

友
交
歓
会
で
は
箱
根
駅
伝
の

友
交
歓
会
で
は
箱
根
駅
伝
の

効
果
も
あ
り
百
八
十
一
名
が

効
果
も
あ
り
百
八
十
一
名
が

参
加
。
会
員
の
デ
ー
タ
管
理

参
加
。
会
員
の
デ
ー
タ
管
理

に
つ
い
て
は
、
大
学
の
シ
ス

に
つ
い
て
は
、
大
学
の
シ
ス

テ
ム
保
守
終
了
に
伴
い
、
本

テ
ム
保
守
終
了
に
伴
い
、
本

会
会
費
管
理
、
発
送
業
務

会
会
費
管
理
、
発
送
業
務

等
、
会
員
管
理
シ
ス
テ
ム
を

等
、
会
員
管
理
シ
ス
テ
ム
を

導
入
し
た
。
そ
の
他
、
支
部

導
入
し
た
。
そ
の
他
、
支
部

総
会
等
へ
の
参
加
、
支
部
総

総
会
等
へ
の
参
加
、
支
部
総

会
へ
の
参
加
等
必
要
な
事
業

会
へ
の
参
加
等
必
要
な
事
業

を
行
っ
た
。

を
行
っ
た
。

【
法
人
事
業
】

　

定
款
に
基
づ
く
理
事
・
監

　

定
款
に
基
づ
く
理
事
・
監

事
の
改
選
、
そ
れ
に
伴
い
顧

事
の
改
選
、
そ
れ
に
伴
い
顧

問
、
参
与
の
委
嘱
を
行
っ

問
、
参
与
の
委
嘱
を
行
っ

た
。
ま
た
評
議
員
会
・
理
事

た
。
ま
た
評
議
員
会
・
理
事

会
を
開
催
。
法
人
と
し
て
必

会
を
開
催
。
法
人
と
し
て
必

要
な
監
査
、
業
務
執
行
理
事

要
な
監
査
、
業
務
執
行
理
事

連
絡
会
議
も
開
催
し
た
。

連
絡
会
議
も
開
催
し
た
。

【
そ
の
他
】

　

会
館
は
竣
功
三
十
一
年
目

　

会
館
は
竣
功
三
十
一
年
目

と
な
る
が
、
ロ
ビ
ー
空
調
機

と
な
る
が
、
ロ
ビ
ー
空
調
機

・
冷
媒
漏
れ
修
理
等
を
行
っ

・
冷
媒
漏
れ
修
理
等
を
行
っ

た
。
た
。

　

平
成
三
十
年
度
決
算
は
、

　

平
成
三
十
年
度
決
算
は
、

五
月
十
七
日
（
金
）
開
催
の

五
月
十
七
日
（
金
）
開
催
の

第
二
十
六
回
理
事
会
、
六
月

第
二
十
六
回
理
事
会
、
六
月

十
八
日
（
火
）
開
催
の
第
八

十
八
日
（
火
）
開
催
の
第
八

回
定
時
評
議
員
会
で
、
本
会

回
定
時
評
議
員
会
で
、
本
会

定
款
に
基
づ
き
審
議
さ
れ
、

定
款
に
基
づ
き
審
議
さ
れ
、

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。

　

本
会
の
決
算
に
関
す
る
一

　

本
会
の
決
算
に
関
す
る
一

連
の
必
要
書
類
は
、
内
閣
府

連
の
必
要
書
類
は
、
内
閣
府

公
益
認
定
等
委
員
会
が
示
し

公
益
認
定
等
委
員
会
が
示
し

て
い
る
「
公
益
法
人
会
計
基

て
い
る
「
公
益
法
人
会
計
基

準
」「
公
益
法
人
会
計
基
準

準
」「
公
益
法
人
会
計
基
準

の
運
用
指
針
」
に
則
し
た
も

の
運
用
指
針
」
に
則
し
た
も

の
と
な
っ
て
い
る
。

の
と
な
っ
て
い
る
。

　

多
く
の
院
友
の
み
な
さ

　

多
く
の
院
友
の
み
な
さ

ま
、
ご
関
係
の
み
な
さ
ま
の

ま
、
ご
関
係
の
み
な
さ
ま
の

ご
理
解
と
お
力
添
え
を
い
た

ご
理
解
と
お
力
添
え
を
い
た

だ
き
ま
し
た
こ
と
を
、
厚
く

だ
き
ま
し
た
こ
と
を
、
厚
く

御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
あ
り

御
礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

①
貸
借
対
照
表

　

資
産
合
計
は
、
六
一
〇
、

　

資
産
合
計
は
、
六
一
〇
、

〇
一
七
、
四
六
六
円
（
前
年

〇
一
七
、
四
六
六
円
（
前
年

度
比
五
、
〇
七
二
、
五
二
一

度
比
五
、
〇
七
二
、
五
二
一

円
減
）、
負
債
合
計
は
二
三

円
減
）、
負
債
合
計
は
二
三

四
、
四
八
七
、
九
三
〇
円

四
、
四
八
七
、
九
三
〇
円

（
前
年
度
比
一
、
九
〇
七
、

（
前
年
度
比
一
、
九
〇
七
、

三
八
九
円
減
）。
正
味
財
産

三
八
九
円
減
）。
正
味
財
産

は
、
三
七
五
、
五
二
九
、
五

は
、
三
七
五
、
五
二
九
、
五

三
六
円
（
前
年
度
比
六
、
九

三
六
円
（
前
年
度
比
六
、
九

七
九
、
九
一
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全
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■ 令和元年度　支部運営費　支部別一覧 ■ 単位：円

𠮷

① 貸借対照表 総括表
　　　　　　　　　　　　  平成31年3月31日現在 単位：円

科　目 平成30年度 平成29年度 増　減
Ⅰ資産の部
　１．流動資産
　　　　現金預金 22,468,696 20,289,882 2,178,814
　　　　預　け　金(母校会計） 25,280,000 26,270,000 △990,000
　　　　仮　払　金 166 8,300 △8,134
　　　　未　収　金 286,800 141,100 145,700
　　　　売　掛　金 853,273 851,160 2,113

流動資産合計 48,888,935 47,560,442 1,328,493
　2．固定資産
　　（1）基本財産
　　　　土　　　地 101,570,000 101,570,000 0
　　　　建　　　物 219,348,872 225,206,852 △5,857,980
　　　　建物付属設備 38,784,874 44,595,570 △5,810,696
　　　　基金積立資産 102,397,819 102,247,329 150,490

基本財産合計 462,101,565 473,619,751 △11,518,186
　　（2）特定資産
　　　　学術・スポーツ振興資金積立資産 9,169,671 9,848,818 △679,147
　　　　奨学奨励資金積立資産 1,010,436 1,010,436 0
　　　　退職給与引当資産 47,644,300 45,657,600 1,986,700
　　　　福利関係積立資産 9,467,842 9,467,045 797
　　　　会館修繕積立資産 27,948,890 25,847,651 2,101,239

特定資産合計 95,241,139 91,831,550 3,409,589
　　（3）その他の固定資産
　　　　構　築　物 1,598,445 1,774,850 △176,405
　　　　備　　　品 51 51 0
　　　　ソフトウェア 1,883,988 0 1,883,988
　　　　電話加入権 303,343 303,343 0

その他の固定資産合計 3,785,827 2,078,244 1,707,583
固定資産合計 561,128,531 567,529,545 △6,401,014
資産合計 610,017,466 615,089,987 △5,072,521

Ⅱ負債の部
　１．流動負債
　　　　預　り　金 1,393,386 772,764 620,622
　　　　預 り 会 費 51,480,000 50,320,000 1,160,000
　　　　前　受　金 10,000 34,160 △24,160
　　　　未　払　金 331,238 207,787 123,451
　　　　未払納付金 1,139,006 978,230 160,776

流動負債合計 54,353,630 52,312,941 2,040,689
　2．固定負債
　　　　預り入会金 132,490,000 134,610,000 △2,120,000
　　　　退職給与引当金 47,644,300 45,657,600 1,986,700

固定負債合計 180,134,300 180,267,600 △133,300
負債合計 234,487,930 232,580,541 1,907,389

Ⅲ．正味財産の部
　１.指定正味財産 9,169,671 9,848,818 △679,147
　　指定正味財産合計 9,169,671 9,848,818 △679,147
　　（うち基本財産への充当額） 0 0 0
　　（うち特定資産への充当額） 9,169,671 9,848,818 △679,147
　２.一般正味財産 366,359,865 372,660,628 △6,300,763
　　一般正味財産合計 366,359,865 372,660,628 △6,300,763
　　（うち基本財産への充当額） 462,101,565 473,619,751 △11,518,186
　　（うち特定資産への充当額） 38,427,168 36,325,132 2,102,036

正味財産合計 375,529,536 382,509,446 △6,979,910
負債及び正味財産合計 610,017,466 615,089,987 △5,072,521

増減欄の△印は前年比減

② 正味財産増減計算書 総括表
　　　　　　　　平成30年4月１日より平成31年3月31日まで 単位：円

科　目 平成30年度 平成29年度 増　減
Ⅰ一般正味財産増減の部
　1．経常増減の部
　　（1）経常収益
　　　①基本財産運用益 10,022 25,017 △14,995
　　　②特定資産運用益 6,551 14,690 △8,139
　　　③受取入会金 27,440,000 27,650,000 △210,000
　　　④受取会費 60,835,000 61,161,000 △326,000
　　　⑤事業収益 34,903,150 31,329,504 3,573,646
　　　⑥受取補助金 3,500,000 4,000,000 △500,000
　　　⑦受取寄付金 6,720,245 6,433,360 286,885
　　　⑧受取院友大会等 3,848,000 2,222,000 1,626,000
　　　⑨雑収益 8,380,853 8,771,737 △390,884

経常収益計 145,643,821 141,607,308 4,036,513
　　（2）経常費用
　　　事業費
　　　【実施事業】
　　　①育成事業費 16,774,673 15,605,849 1,168,824
　　　②講座講演会事業費 6,170,401 8,470,289 △2,299,888
　　　③会館施設提供事業費 575,432 492,645 82,787
　　　④特定寄付 2,200,000 4,235,000 △2,035,000
　　　⑤実施事業共通 471,631 475,296 △3,665
　　　【その他事業】
　　　①会報等発行発送事業費 21,675,014 21,377,493 297,521
　　　②会員統括組織化事業費 12,617,620 13,422,301 △804,681
　　　③同窓会事業共通 33,130,639 32,482,009 648,630
　　　④収益事業費 38,840,228 38,397,538 442,690
　　　【法人事業】
　　　管理費 19,488,946 19,730,024 △241,078

経常費用計 151,944,584 154,688,444 △2,743,860
当期経常増減額 △6,300,763 △13,081,136 6,780,373

　2．経常外増減の部
　　（1）経常外収益 0 0 0
　　（2）経常外費用 0 1 △1
　　他会計振替額 0 35,000 △35,000

当期経常外増減額 0 34,999 △34,999
当期一般正味財産増減額 △6,300,763 △13,046,137 6,745,374
一般正味財産期首残高 372,660,628 385,706,765 △13,046,137
一般正味財産期末残高 366,359,865 372,660,628 △6,300,763

Ⅱ指定正味財産増減の部
　　　①受取寄付金 2,419,872 2,538,280 △118,408
　　　②特定資産運用益 1,153 1,167 △14
　　　一般正味財産への振替額 3,100,172 3,100,174 △2

当期指定正味財産増減額 △679,147 △560,727 △118,420
指定正味財産期首残高 9,848,818 10,409,545 △560,727
指定正味財産期末残高 9,169,671 9,848,818 △679,147

Ⅲ正味財産期末残高 375,529,536 382,509,446 △6,979,910
増減欄の△印は前年比減

③ 財産目録
　　　　　　　　　　　　　平成31年3月31日現在 単位：円

科　目 金　額
Ⅰ．資産の部
　１．流動資産
　　現金預金
　　(１)現金手許有高（収益事業） 178,523
　　(２)未収金（会報発送発行事業） 286,800
　　(３）売掛金（収益事業） 853,273
　　(４)仮払金（収益事業） 166
　　(５)普通預金
　　　　横浜銀行渋谷支店（同窓会・収益事業） 22,157,253
　　　　ゆうちょ銀行本店渋谷出張所（その他事業‐同窓会） 132,920
　　(６)預け金（母校会計／入会金・十年会費代理徴収分） 25,280,000

流動資産合計 48,888,935
　２．固定資産
　　(１)基本財産
　　　　土地（渋谷区東４丁目１１番2／1091.20㎡ ３３０坪） 101,570,000
　　　　建物（付属設備含む／2170.20㎡） 258,133,746
　　　　基本財産 三菱UFJ信託銀行渋谷支店（法人事業） 102,397,819

基本財産合計 462,101,565
　　(２)特定資産
　　　　学術・スポーツ振興資金積立資産
　　　　　横浜銀行渋谷支店（定期預金）（育成事業） 9,169,671
　　　　奨学奨励資金積立資産 横浜銀行渋谷支店（定期預金）（育成事業） 1,010,436
　　　　退職給付引当資産
　　　　　三菱UFJ信託銀行渋谷支店 (実施・同窓会・収益・法人事業） 47,644,300
　　　　福利関係積立資産
　　　　　三菱UFJ信託銀行渋谷支店 (実施・同窓会・収益・法人事業） 9,467,842
　　　　会館修繕積立資産 三菱UFJ信託銀行渋谷支店 （収益事業） 27,948,890

特定資産合計 95,241,139
　　(３)その他固定資産
　　　　構築物（同窓会・収益事業） 1,598,445
　　　　備品（同窓会・収益事業） 51
　　　　ソフトウェア（同窓会事業） 1,883,988
　　　　電話加入権（同窓会事業） 303,343

その他固定資産合計 3,785,827
固定資産合計 561,128,531
資産合計 610,017,466

Ⅱ．負債の部
　１．流動負債
　　預り金（実施・同窓会・収益・法人事業） 1,393,386
　　預り会費 （同窓会事業）          51,480,000
　　未払金（実施・同窓会・収益・法人事業） 331,238
　　未払納付金（実施・同窓会・収益・法人事業） 1,139,006
　　前受金（同窓会事業） 　        10,000

流動負債合計 54,353,630
　２．固定負債
　　退職給与引当金（5名）（実施・同窓会・収益・法人事業） 47,644,300
　　預り入会金（代理徴収分）（同窓会事業） 132,490,000

固定負債合計 180,134,300
負債合計 234,487,930
正味財産 375,529,536

※ 本部では、支部活動の一助となるように、毎年支部運営費をご送金しております。
この運営費は前年度内に院友の皆様からご納入いただいた年度会費及び十年会費を都道府県別
に集計し、本会で定める計算方式により算出しています。

支部名 金額
北 海 道 道 北 10,000
北 海 道 道 東 15,000
北 海 道 道 央 20,000
北 海 道 道 南 10,000
青 森 県 10,000
岩 手 県 70,000
宮 城 県 85,000
秋 田 県 10,000
山 形 県 10,000
福島県浜通り 10,000
福島県中通り 10,000
福 島 県 会 津 10,000
茨 城 県 75,000
栃 木 県 20,000
群 馬 県 25,000
埼 玉 県 東 25,000
埼 玉 県 西 35,000
埼 玉 県 南 25,000
埼 玉 県 北 10,000
千 葉 県 65,000

支部名 金額
東京都23区 135,000
東京都北多摩 35,000
東京都南多摩 35,000
神 奈 川 県 145,000
新 潟 県 75,000
富 山 県 10,000
石 川 県 15,000
福 井 県 30,000
山 梨 県 25,000
長 野 県 30,000
岐 阜 県 10,000
静 岡 県 東 部 75,000
静 岡 県 中 部 50,000
静 岡 県 西 部 10,000
愛 知 県 15,000
三 重 県 10,000
滋 賀 県 20,000
京 都 府 10,000
大 阪 府 10,000
兵 庫 県 15,000

支部名 金額
奈 良 県 10,000
和 歌 山 県 10,000
鳥 取 県 10,000
島 根 県 10,000
岡 山 県 15,000
広 島 県 20,000
山 口 県 15,000
徳 島 県 10,000
香 川 県 10,000
愛 媛 県 10,000
高 知 県 10,000
福 岡 県 20,000
佐 賀 県 10,000
長 崎 県 10,000
熊 本 県 10,000
大 分 県 10,000
宮 崎 県 10,000
鹿 児 島 県 10,000
沖 縄 県 10,000
合　　　　計 1,530,000

　一般財団法人へ移行してから公益目的支出計画の実施の完了　一般財団法人へ移行してから公益目的支出計画の実施の完了
の確認を受けるまでの間、私どもは、公益目的支出計画実施報の確認を受けるまでの間、私どもは、公益目的支出計画実施報
告書等を毎事業年度の経過後3カ月以内に、行政庁に提出するこ告書等を毎事業年度の経過後3カ月以内に、行政庁に提出するこ
とになっている。とになっている。
　今年度も、監査を経て、第26回理事会、第8回定時評議員会の　今年度も、監査を経て、第26回理事会、第8回定時評議員会の
承認の後、6月25日に提出した。本法人の移行時の公益目的財産承認の後、6月25日に提出した。本法人の移行時の公益目的財産
額は、620,341,554円である。平成30年度末日における当該事業額は、620,341,554円である。平成30年度末日における当該事業
年度の公益目的収支差額は151,229,853円で、当該事業年度末日年度の公益目的収支差額は151,229,853円で、当該事業年度末日
の公益目的財産残額は、469,111,701円。本法人が移行した当初の公益目的財産残額は、469,111,701円。本法人が移行した当初
の計画では、公益目的支出計画の完了予定年度は令和30年3月31の計画では、公益目的支出計画の完了予定年度は令和30年3月31
日となっていたが、この実施期間は1年短縮され、令和29年日となっていたが、この実施期間は1年短縮され、令和29年
（2047年）3月31日となる見込みである。（2047年）3月31日となる見込みである。

公益目的支出計画実施報告書を内閣府へ提出
平成30年度

院 友 会 報 4残暑見舞号 令和元年８月10日（土）　No.372
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■ 平成31年度（令和元年度）収支予算書 ■
平成31年4月１日より令和2年3月31日まで

単位：円【正味財産増減ベース】
科　目 令和元年度

予算額
平成30年度
補正予算額 増　減

Ⅰ一般正味財産増減の部
　1．経常増減の部
　　（1）経常収益
　　　①基本財産運用益 10,000 10,000 0
　　　②特定資産運用益 21,000 21,000 0
　　　③受取入会金 27,990,000 27,440,000 550,000
　　　④受取会費 61,820,000 60,720,000 1,100,000
　　　⑤事業収益 35,155,000 35,105,000 50,000
　　　⑥受取補助金 3,500,000 3,500,000 0
　　　⑦受取寄付金 6,600,000 6,700,000 △100,000
　　　⑧院友大会等収益 4,200,000 3,850,000 350,000
　　　⑨雑収益 8,512,000 8,502,000 10,000
　　　⑩他会計振替額 0 0 0

経常収益計 147,808,000 145,848,000 1,960,000
　　（2）経常費用
　　　①事業費
　　　　【実施事業】
　　　　　育成事業費 17,186,000 16,916,000 270,000
　　　　　講座講演会事業費 7,447,000 6,232,000 1,215,000
　　　　　会館施設提供事業費 622,000 612,000 10,000
　　　　　特定寄付 1,200,000 2,200,000 △1,000,000
　　　　　実施事業共通 485,000 485,000 0
　　　　【その他事業】
　　　　　会報等発行発送事業費 22,355,000 21,710,000 645,000
　　　　　会員統括組織化事業費 13,860,000 12,445,000 1,415,000
　　　　　同窓会事業共通 34,131,000 33,415,000 716,000
　　　　　収益事業費 43,418,000 38,951,000 4,467,000
　　　　【法人事業】
　　　②管理費 19,475,000 19,617,000 △142,000
　　　③他会計振替額 0 0 0

経常費用計 160,179,000 152,583,000 7,596,000
当期経常増減額 △12,371,000 △6,735,000 △5,636,000

　2．経常外増減の部
　　（1）経常外収益 0 0 0
　　（2）経常外費用 0 0 0

当期経常外増減額 0 0 0
当期一般正味財産増減額 △12,371,000 △6,735,000 △5,636,000
一般正味財産期首残高 365,925,628 372,660,628 △6,735,000
一般正味財産期末残高 353,554,628 365,925,628 △12,371,000

Ⅱ指定正味財産増減の部
　①受取寄付金 2,500,000 2,500,000 0
　②特定資産運用益 2,000 2,000 0

一般正味財産への振替額 3,100,000 3,100,000 0
当期指定正味財産増減額 △598,000 △598,000 0
指定正味財産期首残高 9,250,818 9,848,818 △598,000
指定正味財産期末残高 8,652,818 9,250,818 △598,000

Ⅲ正味財産期末残高 362,207,446 375,176,446 △12,969,000
増減欄の△印は予算減
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た
な
大

嘗
祭
論
を
提
示
す
る
。

嘗
祭
論
を
提
示
す
る
。

（
吉
川
弘
文
館
／
平
成
三
十
一
年
三
月
刊

（
吉
川
弘
文
館
／
平
成
三
十
一
年
三
月
刊

価

格
：
二
千
八
百
円
：
税
別
）

格
：
二
千
八
百
円
：
税
別
）

岡
田
莊
司
（
79
史
・
81
修
神
）
著

大
嘗
祭
と
古
代
の
祭
祀

　

宴
会
を
運
営
す
る
人
に
向
け
た
手
引
書
で
す
が

　

宴
会
を
運
営
す
る
人
に
向
け
た
手
引
書
で
す
が

実
用
を
超
え
る
内
容
を
持
っ
て
い
ま
す
。

実
用
を
超
え
る
内
容
を
持
っ
て
い
ま
す
。

　

四
十
年
と
い
う
筆
者
の
経
験
か
ら
生
ま
れ
た
プ

　

四
十
年
と
い
う
筆
者
の
経
験
か
ら
生
ま
れ
た
プ

ロ
と
し
て
の
知
識
と
知
恵
は
、
各
種
宴
会
に
携
わ

ロ
と
し
て
の
知
識
と
知
恵
は
、
各
種
宴
会
に
携
わ

る
方
だ
け
で
な
く
、
そ
の
道
を
目
指
す
人
、
一
般

る
方
だ
け
で
な
く
、
そ
の
道
を
目
指
す
人
、
一
般

の
人
に
も
大
い
に
役
立
つ
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

の
人
に
も
大
い
に
役
立
つ
も
の
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

会
に
集
う
人
々
の
多
少
に
関
わ
ら
ず
、
個
々
の

　

会
に
集
う
人
々
の
多
少
に
関
わ
ら
ず
、
個
々
の

多
様
な
想
い
に
快
く
対
応
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ

多
様
な
想
い
に
快
く
対
応
す
る
こ
と
は
容
易
な
こ

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「『
人
間
関
係
』
で
決
ま

と
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「『
人
間
関
係
』
で
決
ま

る
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
前
段
に
、
こ
の
本
の
テ

る
」
と
い
う
タ
イ
ト
ル
の
前
段
に
、
こ
の
本
の
テ

ー
マ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ー
マ
が
込
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

準
備
段
階
で
の
顧
客
と
の
打
合
せ
か
ら
、
当
日

　

準
備
段
階
で
の
顧
客
と
の
打
合
せ
か
ら
、
当
日

の
不
測
な
事
態
に
も
対
応
可
能
な
配
慮
ま
で
具
体

の
不
測
な
事
態
に
も
対
応
可
能
な
配
慮
ま
で
具
体

的
か
つ
明
快
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

的
か
つ
明
快
に
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
本
の
読
後
に
は
「
宴
会
の
極
意
」
に
と

　

こ
の
本
の
読
後
に
は
「
宴
会
の
極
意
」
に
と

ど
ま
ら
ず
、
一
社
会
人
と
し
て
周
囲
の
人
と
快

ど
ま
ら
ず
、
一
社
会
人
と
し
て
周
囲
の
人
と
快

く
接
す
る
極
意
を
会
得
し
た
心
境
に
至
り
ま

く
接
す
る
極
意
を
会
得
し
た
心
境
に
至
り
ま

す
。
他
業
種
の
方
や
多
く
の
人
に
も
お
薦
め
の

す
。
他
業
種
の
方
や
多
く
の
人
に
も
お
薦
め
の

珠
玉
の
一
冊
で
す
。

珠
玉
の
一
冊
で
す
。

（
キ
ク
ロ
ス
出
版
社
／
平
成
三
十
一
年
一
月
刊

（
キ
ク
ロ
ス
出
版
社
／
平
成
三
十
一
年
一
月
刊

価
格
：
千
八
百
円
：
税
別
）

彦
井　

脩（
71
文
）記

「
人
間
関
係
」で
決
ま
る
宴
会
セ
ー
ル
ス
の
極
意

石
井
啓
二（
74
政
）著

　

こ
の
本
を
単
な
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
捉
え
て
は

　

こ
の
本
を
単
な
る
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
と
捉
え
て
は

な
ら
な
い
。「
峠
」
の
語
源
は
、『
万
葉
集
』
な
ど

な
ら
な
い
。「
峠
」
の
語
源
は
、『
万
葉
集
』
な
ど

に
み
え
る
、
旅
の
安
全
を
祈
願
す
る
「
た
む
け
」

に
み
え
る
、
旅
の
安
全
を
祈
願
す
る
「
た
む
け
」

に
あ
り
、
ま
た
「
峠
」
は
日
本
独
自
の
漢
字
で
あ

に
あ
り
、
ま
た
「
峠
」
は
日
本
独
自
の
漢
字
で
あ

る
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
峠
に
は
日
本
文
化
や
精
神

る
こ
と
な
ど
か
ら
も
、
峠
に
は
日
本
文
化
や
精
神

性
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
本
書
に
よ
る
と
、
全
国
に

性
が
詰
ま
っ
て
い
る
。
本
書
に
よ
る
と
、
全
国
に

は
三
七
七
三
の
峠
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
山
岳
峠
や

は
三
七
七
三
の
峠
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
山
岳
峠
や

離
島
に
あ
る
峠
を
除
く
と
、
人
が
歩
い
て
行
け
る

離
島
に
あ
る
峠
を
除
く
と
、
人
が
歩
い
て
行
け
る

峠
は
二
九
五
四
あ
る
と
い
う
。
著
者
の
中
川
健
一

峠
は
二
九
五
四
あ
る
と
い
う
。
著
者
の
中
川
健
一

氏
は
、
そ
れ
ら
を
自
力
で
制
覇
し
、
厳
選
さ
れ
た

氏
は
、
そ
れ
ら
を
自
力
で
制
覇
し
、
厳
選
さ
れ
た

一
五
三
の
峠
に
つ
い
て
、
写
真
と
わ
か
り
や
す
い

一
五
三
の
峠
に
つ
い
て
、
写
真
と
わ
か
り
や
す
い

解
説
に
よ
っ
て
各
峠
の
魅
力
を
伝
え
て
い
る
。
ま

解
説
に
よ
っ
て
各
峠
の
魅
力
を
伝
え
て
い
る
。
ま

さ
に
足
で
固
め
ら
れ
た
「
峠
」
案
内
書
で
あ
る
。

さ
に
足
で
固
め
ら
れ
た
「
峠
」
案
内
書
で
あ
る
。

そ
も
そ
も
、
著
者
が
峠
を
研
究
す
る
き
っ
か
け

そ
も
そ
も
、
著
者
が
峠
を
研
究
す
る
き
っ
か
け

は
、
建
築
業
の
経
歴
か
ら
、
度
重
な
る
震
災
を
期

は
、
建
築
業
の
経
歴
か
ら
、
度
重
な
る
震
災
を
期

に
断
層
の
露
出
す
る
峠
に
興
味
を
持
っ
た
こ
と
に

に
断
層
の
露
出
す
る
峠
に
興
味
を
持
っ
た
こ
と
に

よ
る
。
し
か
も
、
実
際
に
峠
を
回
り
始
め
た
の
は

よ
る
。
し
か
も
、
実
際
に
峠
を
回
り
始
め
た
の
は

六
十
歳
を
越
え
て
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
着
眼
点
と

六
十
歳
を
越
え
て
か
ら
で
あ
り
、
そ
の
着
眼
点
と

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
驚
か
さ
れ
る
。

エ
ネ
ル
ギ
ー
に
驚
か
さ
れ
る
。

　

本
書
で
紹
介
さ
れ
る
峠
は
「
軍
事
の
峠
」「
物

　

本
書
で
紹
介
さ
れ
る
峠
は
「
軍
事
の
峠
」「
物

流
の
峠
」「
信
仰
の
峠
」
と
分
類
さ
れ
、
著
者
な

流
の
峠
」「
信
仰
の
峠
」
と
分
類
さ
れ
、
著
者
な

ら
で
は
の
切
り
口
で
、
峠
の
地
質
、
歴
史
、
物

ら
で
は
の
切
り
口
で
、
峠
の
地
質
、
歴
史
、
物

流
、
地
名
、
知
恵
な
ど
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て

流
、
地
名
、
知
恵
な
ど
に
つ
い
て
言
及
さ
れ
て

い
る
。
ま
た
、
巻
末
に
は
全
国
の
峠
リ
ス
ト
が

い
る
。
ま
た
、
巻
末
に
は
全
国
の
峠
リ
ス
ト
が

付
さ
れ
て
お
り
、
つ
い
近
く
の
峠
を
調
べ
て
し

付
さ
れ
て
お
り
、
つ
い
近
く
の
峠
を
調
べ
て
し

ま
う
便
利
さ
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。
本
書
を
読

ま
う
便
利
さ
を
兼
ね
備
え
て
い
る
。
本
書
を
読

み
進
め
る
と
、
峠
に
「
た
む
け
」
を
行
っ
た
人

み
進
め
る
と
、
峠
に
「
た
む
け
」
を
行
っ
た
人

々
の
息
づ
か
い
ま
で
も
が
感
じ
ら
れ
、
い
つ
し

々
の
息
づ
か
い
ま
で
も
が
感
じ
ら
れ
、
い
つ
し

か
、
通
過
す
る
場
所
と
し
て
の
峠
で
は
な
く
、

か
、
通
過
す
る
場
所
と
し
て
の
峠
で
は
な
く
、

目
的
地
と
し
て
の
峠
が
映
し
出
さ
れ
る
。
道
路

目
的
地
と
し
て
の
峠
が
映
し
出
さ
れ
る
。
道
路

が
整
備
さ
れ
た
現
代
に
あ
っ
て
こ
そ
、
本
書
を

が
整
備
さ
れ
た
現
代
に
あ
っ
て
こ
そ
、
本
書
を

携
え
歴
史
散
歩
に
出
か
け
て
み
よ
う
と
思
う
。

携
え
歴
史
散
歩
に
出
か
け
て
み
よ
う
と
思
う
。

（
㈱
内
外
出
版
社
／
平
成
三
十
年
八
月
刊

（
㈱
内
外
出
版
社
／
平
成
三
十
年
八
月
刊

価

格
：
千
六
百
円
：
税
別
）

格
：
千
六
百
円
：
税
別
）

　

國
學
院
大
學
研
究
開
発
推
進
機
構
准
教
授

渡
邉　

卓（
110110
日
文
・
112112
博
前
文
・
116116
博
後
文
）記

全
国
2
9
5
4
峠
を
歩
く
中
川
健
一
（
79
法
）
著

残暑お見舞い申し上げます
國
學
院
大
學

北
海
道
短
期
大
学
部

学

長

平
野
泰
樹

副
学
長

山
寺
三
知

事
務
局
長

吉
田
裕
一

総
合
教
養

学
科
長

太
田
信
二

コ
ミ
ュニ
テ
ィ
カ
レ
ッ
ジ

セ
ン
タ
ー
長

森   

悟
朗

幼
児
・
児
童

教
育
学
科
長

草
薙
恵
美
子

国
文
学
科
長

山
寺
三
知

他
教
職
員
一
同

〒
０
７
３
―

０
０
１
４

北
海
道
滝
川
市
文
京
町
三
丁
目
一
番
一
号

電　

話　
　

〇
一
二
五
―

二
三
―

四
一
一
一

太
田
信
二

齋
藤　

大
武
氏

齋
藤　

大
武
氏
（
さ
い
と
う
・
ひ

（
さ
い
と
う
・
ひ

ろ
た
け
＝
本
会
理
事
・
元
法
学
部

ろ
た
け
＝
本
会
理
事
・
元
法
学
部

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
会
長
／

Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
会
会
長
／
7676
法
）
令

法
）
令

和
元
年
六
月
三
十
日
逝
去
。
喪
主

和
元
年
六
月
三
十
日
逝
去
。
喪
主

は
利
志
江
様
（
ご
令
室
）。

は
利
志
江
様
（
ご
令
室
）。

小
早
川　

恒
徳
氏

小
早
川　

恒
徳
氏
（
こ
ば
や
か
わ

（
こ
ば
や
か
わ

・
つ
ね
の
り
＝
前
北
海
道
道
北
支

・
つ
ね
の
り
＝
前
北
海
道
道
北
支

部
長
／

部
長
／
6464
文
）
平
成
三
十
一
年
三

文
）
平
成
三
十
一
年
三

月
二
十
八
日
逝
去
。
喪
主
は
智
徳

月
二
十
八
日
逝
去
。
喪
主
は
智
徳

氏
（
ご
子
息
）。

氏
（
ご
子
息
）。

緒
方　

久
信
氏

緒
方　

久
信
氏（
お
が
た
・
ひ
さ
の

（
お
が
た
・
ひ
さ
の

ぶ
＝
前
山
形
県
支
部
長
／

ぶ
＝
前
山
形
県
支
部
長
／
6969
神
）
神
）

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
四
日
逝

平
成
三
十
一
年
四
月
二
十
四
日
逝

去
。喪
主
は
光
子
様（
ご
令
室
）。

去
。喪
主
は
光
子
様（
ご
令
室
）。

笹
田　

弥
生
氏

笹
田　

弥
生
氏（
さ
さ
だ
・
や
よ
い

（
さ
さ
だ
・
や
よ
い

＝
母
校
人
間
開
発
学
部
准
教
授
／

＝
母
校
人
間
開
発
学
部
准
教
授
／

推
）令
和
元
年
五
月
二
十
八
日
逝

推
）令
和
元
年
五
月
二
十
八
日
逝

去
。喪
主
は
茂
和
氏（
ご
主
人
）。

去
。喪
主
は
茂
和
氏（
ご
主
人
）。

◆
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま

◆
謹
ん
で
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま

す
と
と
も
に
、
ご
生
前
の
本
会
へ

す
と
と
も
に
、
ご
生
前
の
本
会
へ

の
ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

の
ご
尽
力
に
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。
す
。

　國學院大學院友会は儀礼文化学会と共催で、本年度も「生活芸術講座」を開催いたします。

【主　催】（一社）儀礼文化学会・（一財）國學院大學院友会

　　　　　　　　　　  お申込み・お問合せ  　　　　　　　　　　
一般財団法人 國學院大學院友会〒150-0011東京都渋谷区東4-12-8
TEL：03-3400-7781／ FAX：03-3400-7996
E-mail　inyuukai@kokugakuin.or.jp
ホームページアドレスhttps://www.kokugakuin.or.jp

講座「万葉集への招待」の閉講について

　平成27年度から開催の本会の講座「万葉集への招待」です
が、講師をおつとめくださっていた城﨑陽子（本名・志水陽子
／93文・95博前文・98博後文）先生のご逝去に伴い、この講
座は閉講とさせていただきました。
　本講座に限らず、先生には沢山のお力添えをいただきまし
た。感謝申し上げますと共に、謹んでお悔やみを申し上げます。

講座は2種類ございます。内容は下記のとおりです
①「茶道～『お茶から探る儀礼の心』」
 日　程  令和元年９月15日（日）14：00～16：00
 講　師  田中仙堂先生（公益財団法人三徳庵理事長）

②「短歌～『万葉集と大和』」
 日　程  令和元年12月8日（日）14：00～16：00
 講　師  上野誠先生（奈良大学教授）

                          ①②いずれも 
 会　場  院友会館 3Ｆ大会議室
 受講料   2,600円（税込）

（國學院大學学部生／院生1,300円（税込））
 定　員  50名（予定）

※ すでに定員に達している講座もありますので、あらかじめご了承
ください

訃　

報

〃

5 院 友 会 報令和元年８月10日（土）　No.372 残暑見舞号



庁　長　芦原　髙穂
副庁長　永井　承邦
副庁長　北方　幸彦

工藤　　均

　　　　古谷　和史
　　　　上代　光正

宮野　直生

永井　康之北村　嘉章
河﨑　正幸
金津　泰康

垣垣田　宗彦
善見　壽男

垣田　宗彦
三木　通嗣
梅林　展久篠田　範雅

德久　俊彥

名誉宮司　千葉　博男
宮　　司　村田　守広

https://www.facebook.com/tokiwajinja

権宮司
宮　司宮　司

宮　司　中麿　輝美

𠮷𠮷川　通泰

鷹司　尚武

宮　司　齋藤秀一郎
西 根 神 社

〒960-0211 福島市飯坂町湯野字高畑２
電　話　024-542-6474

No.372令和元年８月10日（土） 6残 暑 お 見 舞 い 申 し 上 げ ま す



宮　司　薗田　　稔
権宮司　薗田　　建

3

猿　猿　　　盛
猿　猿　　　惇

名誉宮司
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詞
』
が
あ
り
ま
す
。
本
絵
巻

詞
』
が
あ
り
ま
す
。
本
絵
巻

に
は
「
国
立
歴
史
民
俗
博
物

に
は
「
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
本
（
国
指
定
重
要
文
化

館
本
（
国
指
定
重
要
文
化

財
）
」
系
統
と
「
東
京
国
立

財
）
」
系
統
と
「
東
京
国
立

博
物
館
本
」
系
統
が
あ
り
ま

博
物
館
本
」
系
統
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
絵
巻
は
前
者
に

す
が
、
こ
の
絵
巻
は
前
者
に

属
す
る
系
統
の
模
本
で
す
。

属
す
る
系
統
の
模
本
で
す
。

『
前
九
年
合
戦
絵
詞
』
の
諸

『
前
九
年
合
戦
絵
詞
』
の
諸

伝
本
に
は
詞
書
を
欠
き
、
絵

伝
本
に
は
詞
書
を
欠
き
、
絵

の
み
の
作
例
が
少
な
く
あ
り

の
み
の
作
例
が
少
な
く
あ
り

ま
せ
ん
が
、
本
絵
巻
も
そ
の

ま
せ
ん
が
、
本
絵
巻
も
そ
の

一
つ
で
す
。

一
つ
で
す
。

　

奥
書
に
よ
れ
ば
宝
暦
十
四

　

奥
書
に
よ
れ
ば
宝
暦
十
四

年
（
一
七
六
四
）
画
所
預
・

年
（
一
七
六
四
）
画
所
預
・

藤
原
（
土
佐
）
光
淳
が
酒
井

藤
原
（
土
佐
）
光
淳
が
酒
井

雅
樂
頭
忠
恭
本
を
模
写
し
た

雅
樂
頭
忠
恭
本
を
模
写
し
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
土
佐
光

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
土
佐
光

淳
は
享
保
十
九
年
（
一
七
三

淳
は
享
保
十
九
年
（
一
七
三

四
）
に
生
ま
れ
、
明
和
元
年

四
）
に
生
ま
れ
、
明
和
元
年

（
一
七
六
四
）
没
。
享
年
三

（
一
七
六
四
）
没
。
享
年
三

十
一
歳
。
土
佐
派
の
絵
師

十
一
歳
。
土
佐
派
の
絵
師

で
、
土
佐
光
芳
の
長
男
。
延

で
、
土
佐
光
芳
の
長
男
。
延

享
元
年
（
一
七
四
四
）
に
絵

享
元
年
（
一
七
四
四
）
に
絵

所
預
と
な
り
ま
し
た
。
本
作

所
預
と
な
り
ま
し
た
。
本
作

の
識
語
に
「
宝
暦
十
四
年
甲

の
識
語
に
「
宝
暦
十
四
年
甲

申
年
四
月
廿
日
」
の
制
作
と

申
年
四
月
廿
日
」
の
制
作
と

あ
り
、
光
淳
は
こ
の
年
の
十

あ
り
、
光
淳
は
こ
の
年
の
十

二
月
六
日
に
没
し
て
い
る
の

二
月
六
日
に
没
し
て
い
る
の

で
、
急
逝
す
る
七
カ
月
前
の

で
、
急
逝
す
る
七
カ
月
前
の

作
品
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

作
品
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま

す
。
す
。

　

な
お
、
本
年
九
月
二
十
一

　

な
お
、
本
年
九
月
二
十
一

日
（
土
）
〜
十
一
月
二
十
四

日
（
土
）
〜
十
一
月
二
十
四

日
（
日
）
ま
で
、
宮
城
県
多

日
（
日
）
ま
で
、
宮
城
県
多

賀
城
市
の
東
北
歴
史
博
物
館

賀
城
市
の
東
北
歴
史
博
物
館

の
「
東
北
歴
史
博
物
館
開
館

の
「
東
北
歴
史
博
物
館
開
館

2020
周
年
記
念
特
別
展
・
蝦
夷

周
年
記
念
特
別
展
・
蝦
夷

― 

古
代
エ
ミ
シ
と
律
令
国

家 

―
」
に
出
品
い
た
し
ま

す
の
で
、
お
近
く
の
方
は
見

す
の
で
、
お
近
く
の
方
は
見

学
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

学
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い

で
す
。

で
す
。学

術
メ
デ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

事
務
部
図
書
館
事
務
課
記

学
術
部
門

…がんばります！
対象団体から

学術・スポーツ振興資金

　

院
友
の
皆
様
の
「
学
術
・

　

院
友
の
皆
様
の
「
学
術
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
」（
学

ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
」（
学

術
部
門
・
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ

術
部
門
・
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
）
へ
の
支
援
に
つ
き

ラ
リ
ー
）
へ
の
支
援
に
つ
き

ま
し
て
、
大
変
お
世
話
に
な

ま
し
て
、
大
変
お
世
話
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

っ
て
お
り
ま
す
。

　

二
〇
一
六
年
（
平
成
二
十

　

二
〇
一
六
年
（
平
成
二
十

八
年
）
度
に
デ
ジ
タ
ル
化
し

八
年
）
度
に
デ
ジ
タ
ル
化
し

た
資
料
に
『
前
九
年
合
戦
絵

た
資
料
に
『
前
九
年
合
戦
絵

硬
式
野
球
部

現
状
打
破
〜
さ
ら
な
る

高
み
を
目
指
し
て
〜

　

院
友
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

　

院
友
の
皆
様
に
お
か
れ
ま

し
て
は
、
学
術
・
ス
ポ
ー
ツ

し
て
は
、
学
術
・
ス
ポ
ー
ツ

振
興
資
金
を
始
め
物
心
両
面

振
興
資
金
を
始
め
物
心
両
面

で
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
誠

で
の
ご
支
援
を
い
た
だ
き
誠

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

す
。
す
。

　

優
勝
ま
で
も
う
一
息
の
シ

　

優
勝
ま
で
も
う
一
息
の
シ

ー
ズ
ン
が
続
く
中
、
ど
う
し

ー
ズ
ン
が
続
く
中
、
ど
う
し

た
ら
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
ス

た
ら
、
次
の
ス
テ
ー
ジ
へ
ス

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る
の

テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
で
き
る
の

ス
ポ
ー
ツ
部
門

陸
上
競
技
部

　

日
頃
よ
り
、
院
友
の
皆
様

　

日
頃
よ
り
、
院
友
の
皆
様

方
に
は
多
大
な
る
ご
支
援
及

方
に
は
多
大
な
る
ご
支
援
及

び
温
か
い
ご
声
援
を
た
ま
わ

び
温
か
い
ご
声
援
を
た
ま
わ

り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

り
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

五
月
二
十
三
日
か
ら
二
十

　

五
月
二
十
三
日
か
ら
二
十

六
日
に
第

六
日
に
第
9898
回
関
東
学
生
陸

回
関
東
学
生
陸

上
競
技
対
抗
選
手
権
大
会
が

上
競
技
対
抗
選
手
権
大
会
が

相
模
原
ギ
オ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

相
模
原
ギ
オ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
結
果
は

で
行
わ
れ
ま
し
た
。
結
果
は

土
方
英
和
（
健
体
４
年
）
主

土
方
英
和
（
健
体
４
年
）
主

将
が
國
學
院
大
學
初
の
ハ
ー

将
が
國
學
院
大
學
初
の
ハ
ー

フ
マ
ラ
ソ
ン
優
勝
、
浦
野
雄

フ
マ
ラ
ソ
ン
優
勝
、
浦
野
雄

平
（
経
４
年
）
が
５
０
０
０

平
（
経
４
年
）
が
５
０
０
０

ｍ
、
１
０
０
０
０
ｍ
で
日
本

ｍ
、
１
０
０
０
０
ｍ
で
日
本

人
ト
ッ
プ
、
短
距
離
が
昨
年

人
ト
ッ
プ
、
短
距
離
が
昨
年

は
一
種
目
の
入
賞
で
し
た

は
一
種
目
の
入
賞
で
し
た

が
、
今
年
は
四
種
目
で
入
賞

が
、
今
年
は
四
種
目
で
入
賞

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

こ
の
結
果
は
院
友
の
方
々
の

こ
の
結
果
は
院
友
の
方
々
の

力
強
い
ご
声
援
が
あ
っ
た
か

力
強
い
ご
声
援
が
あ
っ
た
か

ら
こ
そ
の
結
果
だ
と
思
っ
て

ら
こ
そ
の
結
果
だ
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

お
り
ま
す
。

　

今
年
は
初
の
学
生
三
大
駅

　

今
年
は
初
の
学
生
三
大
駅

伝
出
場
が
決
ま
っ
て
い
ま

伝
出
場
が
決
ま
っ
て
い
ま

す
。
チ
ー
ム
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

す
。
チ
ー
ム
ス
ロ
ー
ガ
ン
に

も
あ
る
「
歴
史
を
変
え
る
挑

も
あ
る
「
歴
史
を
変
え
る
挑

戦
」
を
実
現
す
る
為
に
も
、

戦
」
を
実
現
す
る
為
に
も
、

夏
合
宿
を
充
実
し
た
も
の
に

夏
合
宿
を
充
実
し
た
も
の
に

し
て
い
き
、
学
生
三
大
駅
伝

し
て
い
き
、
学
生
三
大
駅
伝

で
は
過
去
最
高
順
位
は
も
ち

で
は
過
去
最
高
順
位
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
強
豪
校
と
言

ろ
ん
の
こ
と
、
強
豪
校
と
言

わ
れ
る
大
学
と
勝
負
し
て
い

わ
れ
る
大
学
と
勝
負
し
て
い

き
ま
す
。
ま
た
新
た
な
歴
史

き
ま
す
。
ま
た
新
た
な
歴
史

を
作
る
べ
く
日
々
精
進
し
て

を
作
る
べ
く
日
々
精
進
し
て

ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

ま
い
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
声

も
変
わ
ら
ぬ
ご
支
援
・
ご
声

援
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

援
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

い
た
し
ま
す
。

 

監
督　

前
田
康
弘
記

関
東
イ
ン
カ
レ
で
力
走
す
る
浦
野
選
手

関
東
イ
ン
カ
レ
で
力
走
す
る
浦
野
選
手

鳥
山
監
督
と
バ
ッ
テ
リ
ー

鳥
山
監
督
と
バ
ッ
テ
リ
ー

か
、
長
年
そ
の
こ
と
を
考
え

か
、
長
年
そ
の
こ
と
を
考
え

る
日
々
が
続
い
て
お
り
ま

る
日
々
が
続
い
て
お
り
ま

す
。
現
状
維
持
は
退
歩
に
つ

す
。
現
状
維
持
は
退
歩
に
つ

な
が
り
ま
す
。

な
が
り
ま
す
。

　

現
在
の
位
置
か
ら
「
壁
を

　

現
在
の
位
置
か
ら
「
壁
を

破
る
」「
ひ
と
皮
む
け
る
」

破
る
」「
ひ
と
皮
む
け
る
」

「
東
都
一
部
で
優
勝
す
る
為

「
東
都
一
部
で
優
勝
す
る
為

に
」
…
、
チ
ー
ム
ス
ロ
ー
ガ

に
」
…
、
チ
ー
ム
ス
ロ
ー
ガ

ン
で
あ
る
『
大
胆
か
つ
細

ン
で
あ
る
『
大
胆
か
つ
細

心
』
と
い
う
部
分
を
重
視

心
』
と
い
う
部
分
を
重
視

し
、（
一
）
日
常
の
生
活
態

し
、（
一
）
日
常
の
生
活
態

度
（
二
）
学
校
生
活
（
三
）

度
（
二
）
学
校
生
活
（
三
）

野
球
へ
の
取
り
組
み
。
こ
の

野
球
へ
の
取
り
組
み
。
こ
の

三
点
を
再
度
見
つ
め
直
さ
な

三
点
を
再
度
見
つ
め
直
さ
な

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま

け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。
す
。

　

プ
レ
ー
面
で
は
「
強
打
の

　

プ
レ
ー
面
で
は
「
強
打
の

　

硬
式
野
球
部
の
小
川
龍
成

　

硬
式
野
球
部
の
小
川
龍
成

内
野
手
（
お
が
わ
・
り
ゅ
う

内
野
手
（
お
が
わ
・
り
ゅ
う

せ
い
／
健
体
３
年
）
が
、
日

せ
い
／
健
体
３
年
）
が
、
日

本
で
開
催
さ
れ
た
第

本
で
開
催
さ
れ
た
第
4343
回
日
回
日

米
大
学
野
球
選
手
権
大
会

米
大
学
野
球
選
手
権
大
会

（
七
月
十
六
日
〜
二
十
一
日

（
七
月
十
六
日
〜
二
十
一
日

《
松
山
・
今
治
・
岩
国
・
郡

《
松
山
・
今
治
・
岩
国
・
郡

山
・
東
京
》）
に
侍
ジ
ャ
パ

山
・
東
京
》）
に
侍
ジ
ャ
パ

ン
大
学
日
本
代

ン
大
学
日
本
代

表
と
し
て
選
出

表
と
し
て
選
出

さ
れ
、
第
一
戦

さ
れ
、
第
一
戦

に
二
番
遊
撃
手

に
二
番
遊
撃
手

で
先
発
出
場
、

で
先
発
出
場
、

日
本
の
勝
利
に

日
本
の
勝
利
に

貢
献
し
た
。

貢
献
し
た
。

（
背
番
号

（
背
番
号
5
）

小川龍成選手小川龍成選手

小
川
内
野
手
が
侍
ジ
ャ
パ
ン
大
学
代
表
へ
選
出
！

前
九
年
合
戦
絵
詞

前
九
年
合
戦
絵
詞

東都大学野球１部春季リーグ戦　星取表
順　　位 東 洋 大 中 央 大 國學院大 亜細亜大 立 正 大 駒 澤 大 勝数 負数 分数 勝率 勝点

1 東 洋 大 　　 ○○ ○●△○ ○○ ●○○ ○●○ 10 3 1 0.769 5
2 中 央 大 ●● 　　 ○○ ●○△○ ○●○ ○●○ 8 5 1 0.615 4
3 國學院大 ●○△● ●● 　　 ○○ ○○ ○●○ 7 5 1 0.583 3
4 亜細亜大 ●● ○●△● ●● 　　 ○○ ●○○ 5 7 1 0.417 2
5 立 正 大 ○●● ●○● ●● ●● 　　 ○○ 4 8 0 0.333 1
6 駒 澤 大 ●○● ●○● ●○● ○●● ●● 　　 4 10 0 0.286 0

國
學
院
」
を
目
指
し
て
参
り

國
學
院
」
を
目
指
し
て
参
り

ま
す
。

ま
す
。

　

今
ま
で
も
打
撃
強
化
に
は

　

今
ま
で
も
打
撃
強
化
に
は

歴
史
を
変
え
る
挑
戦

〜
強
さ
を
証
明
し
、

更
な
る
高
み
へ
〜

秩父宮賜杯第51回全日本大学駅伝対校選手権大会大 会 名

令和元年11月３日（日・祝）日 程 ８時05分スタート時間

テレビ朝日系列（7：45～）放送について
國學院大・青山学院大・東海大・東洋大・駒澤大・帝京大・法政
大・城西大　※以上、昨年上位８チーム
（シード権枠８校／予選会枠19校／選抜２チーム　全29チーム）
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幟

②
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手
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③
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（
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巾
３
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ま
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ご希望の方は、お名前・卒業期・住所・電話番号・送付先・希望
の応援グッズ・数量を明記の上、Ｅメール又はファックスで下記
宛お申し込みください

第31回出雲全日本大学選抜駅伝競走大 会 名

令和元年10月14日（月・祝）日 程 13時05分スタート時間

フジテレビ系列（13：00～）放送について
①第95回箱根駅伝上位10チーム
　 國學院大・東海大・青山学院大・東洋大・駒澤大・帝京大・
法政大・順天堂大・拓殖大・中央学院大
②全国各地区学連が選抜する10チーム
③アイビーリーグ選抜１チーム（合計21チーム）

出 場 校

※ カッコ内は区間距離及び先頭通過予想時刻コース（６区間　45.1㎞）
出雲大社正面鳥居前（スタート）→出雲ドーム前（ゴール）

▶第１区…出雲大社正面鳥居前→出雲市役所・JAしまね前（8.0㎞／13:28）
▶第２区…出雲市役所･JAしまね前→斐川直江   （5.8㎞／13:45）
▶第３区…斐川直江→平田中ノ島（8.5㎞／14:10）
▶第４区…平田中ノ島→鳶巣コミュニティセンター前（6.2㎞／14:28）
▶第５区…鳶巣コミュニティセンター前→島根ワイナリー前（6.4㎞／14:46）
▶第６区…島根ワイナリー前→出雲ドーム前（10.2㎞／15:16）

熱田神宮西門前（スタート）→伊勢神宮内宮宇治橋前（ゴール）
▶第１区…熱田神宮西門前→ファーストカーゴ前（9.5㎞／8：33）
▶第２区…ファーストカーゴ前→長島スポーツランド前（11.1㎞／9：06）
▶第３区…長島スポーツランド前→霞ヶ浦緑地前（11.9㎞／9：41）
▶第４区…霞ヶ浦緑地前→ファミリーマート鈴鹿林崎町店前（11.8㎞／10：16）
▶第５区… ファミリーマート鈴鹿林崎町店前→ザ･ビッグエクストラ津河芸店前（12.4㎞／10：53）
▶第６区…ザ･ビッグエクストラ津河芸店前→ベイスクエア津ラッツ（12.8㎞／11：31）
▶第７区…ベイスクエア津ラッツ→JA松阪前（17.6㎞／12：23）
▶第８区…JA松阪前→伊勢神宮内宮宇治橋前（19.7㎞／13：22）

※ 何れも、大会終了後ご返却いただきますが、①・②を次回大会まで保管いただける場合はお申し出ください。

※ カッコ内は区間距離及び先頭通過予想時刻コース（８区間　106.8㎞）

院 友 会 報残暑見舞号 令和元年８月10日（土）　No.372 8
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学術・スポーツ振興資金累計表
・平成30年度末積立金残高（３月31日現在） 9,169,671円
　 上記の内、平成31年２月１日～３月31日の寄付金
　（９件） 56,160円

・平成31年４月１日～５月31日（118件） 897,383円
・本年度贈呈分（学術部門　スポーツ部門） △3,100,000円

現　在　高 6,967,054円

ご協力ありがとうございました
◆今後の支援にむけて、本年度も更なるご協力をお願いいたします
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来

ー
四
名
を
迎
え
、
現
在
、
来

年
の
イ
ン
カ
レ
に
向
け
選
手

年
の
イ
ン
カ
レ
に
向
け
選
手

全
員
今
年
の
雪
辱
を
晴
ら
す

全
員
今
年
の
雪
辱
を
晴
ら
す

べ
く
、
日
々
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

べ
く
、
日
々
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

中
で
あ
り
ま
す
。
今
年
は
ア

中
で
あ
り
ま
す
。
今
年
は
ア

ル
ペ
ン
の
外
部
コ
ー
チ
を
招

ル
ペ
ン
の
外
部
コ
ー
チ
を
招

聘
し
て
五
月
か
ら
強
化
ト
レ

聘
し
て
五
月
か
ら
強
化
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
を
行
い
冬
に
向
け

ー
ニ
ン
グ
を
行
い
冬
に
向
け

始
動
し
て
い
ま
す
。

始
動
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
の
予
定
は
陸
上
ト
レ

　

今
後
の
予
定
は
陸
上
ト
レ

ー
ニ
ン
グ
の
夏
合
宿
、
秋
合

ー
ニ
ン
グ
の
夏
合
宿
、
秋
合

宿
を
経
て
十
一
月
中
旬
か
ら

宿
を
経
て
十
一
月
中
旬
か
ら第93回インカレに挑むスキー部員たち第93回インカレに挑むスキー部員たち

リ
ー
グ
戦
で
活
躍
し
た
小
畑
選
手

リ
ー
グ
戦
で
活
躍
し
た
小
畑
選
手

卓
球
部

春
の
悔
し
さ
を
糧
に

　

院
友
の
皆
さ
ま
、
平
素
よ

　

院
友
の
皆
さ
ま
、
平
素
よ

り
暖
か
い
ご
声
援
と
学
術
・

り
暖
か
い
ご
声
援
と
学
術
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
に
よ
る

ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
に
よ
る

ご
支
援
を
た
ま
わ
り
、
心
よ

ご
支
援
を
た
ま
わ
り
、
心
よ

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

新
元
号
と
な
っ
た
五
月
の

　

新
元
号
と
な
っ
た
五
月
の

春
季
関
東
学
生
卓
球
リ
ー
グ

春
季
関
東
学
生
卓
球
リ
ー
グ

戦
で
は
、
男
女
共
に
一
部
復

戦
で
は
、
男
女
共
に
一
部
復

帰
と
い
う
目
標
に
届
か
ず
、

帰
と
い
う
目
標
に
届
か
ず
、

男
子
二
部
五
位
、
女
子
同
三

男
子
二
部
五
位
、
女
子
同
三

位
と
い
う
結
果
に
終
わ
り
ま

位
と
い
う
結
果
に
終
わ
り
ま

し
た
。
男
子
は
主
将
の
関
有

し
た
。
男
子
は
主
将
の
関
有

貴
（
法
四
年
）
が
四
勝
を
挙

貴
（
法
四
年
）
が
四
勝
を
挙

げ
る
活
躍
を
見
せ
て
チ
ー
ム

げ
る
活
躍
を
見
せ
て
チ
ー
ム

を
引
っ
張
り
、
女
子
は
四
月

を
引
っ
張
り
、
女
子
は
四
月

の
新
人
戦
で
ベ
ス
ト
八
に
入

の
新
人
戦
で
ベ
ス
ト
八
に
入

っ
た
小
畑
美
菜
（
初
教
一

っ
た
小
畑
美
菜
（
初
教
一

年
）
が
好
調
を
維
持
し
、
リ

年
）
が
好
調
を
維
持
し
、
リ

ー
グ
戦
初
出
場
な
が
ら
三
勝

ー
グ
戦
初
出
場
な
が
ら
三
勝

を
挙
げ
る
活
躍
を
し
ま
し

を
挙
げ
る
活
躍
を
し
ま
し

た
。
た
。

　

ま
た
、
六
月
の
関
東
学
生

　

ま
た
、
六
月
の
関
東
学
生

卓
球
選
手
権
大
会
で
は
、
入

卓
球
選
手
権
大
会
で
は
、
入

賞
は
叶
わ
な
か
っ
た
も
の

賞
は
叶
わ
な
か
っ
た
も
の

の
、
塚
本
佳
苗
（
日
文
三

の
、
塚
本
佳
苗
（
日
文
三

年
）
が
ラ
ン
キ
ン
グ
決
定
戦

年
）
が
ラ
ン
キ
ン
グ
決
定
戦

ま
で
勝
ち
上
が
り
、
関
有
貴

ま
で
勝
ち
上
が
り
、
関
有
貴

・
浦
侑
太
郎
（
経
ネ
四
年
）

・
浦
侑
太
郎
（
経
ネ
四
年
）

・
鎌
倉
将
輝
（
経
ネ
二
年
）

・
鎌
倉
将
輝
（
経
ネ
二
年
）

も
格
上
の
選
手
に
勝
利
を
挙

も
格
上
の
選
手
に
勝
利
を
挙

げ
る
活
躍
を
見
せ
ま
し
た
。

げ
る
活
躍
を
見
せ
ま
し
た
。

　

九
月
十
一
日
か
ら
秋
季
関

　

九
月
十
一
日
か
ら
秋
季
関

東
学
生
卓
球
リ
ー
グ
戦
が
開

東
学
生
卓
球
リ
ー
グ
戦
が
開

©ニッタクニュース©ニッタクニュース

雪
上
合
宿
を
行
い
、
来
年
の

雪
上
合
宿
を
行
い
、
来
年
の

第
9393
回
全
日
本
学
生
ス
キ
ー

回
全
日
本
学
生
ス
キ
ー

選
手
権
大
会
（
秋
田
県
・
鹿

選
手
権
大
会
（
秋
田
県
・
鹿

角
市
開
催
）
に
向
か
っ
て
い

角
市
開
催
）
に
向
か
っ
て
い

き
ま
す
。
今
シ
ー
ズ
ン
こ
そ

き
ま
す
。
今
シ
ー
ズ
ン
こ
そ

一
部
復
帰
を
果
た
す
べ
く
精

一
部
復
帰
を
果
た
す
べ
く
精

進
し
て
参
り
ま
す
。

進
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
指

　

今
後
と
も
皆
様
方
の
ご
指

導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
ど
う
ぞ

導
、
ご
鞭
撻
の
ほ
ど
ど
う
ぞ

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
す
。

 

監
督　

坂
入
択
司
（
89
哲
）
記

幕
し
ま
す
。
男
女
共
に
春
の

幕
し
ま
す
。
男
女
共
に
春
の

悔
し
さ
を
糧
に
、
目
標
で
あ

悔
し
さ
を
糧
に
、
目
標
で
あ

る
一
部
復
帰
を
果
た
せ
る
よ

る
一
部
復
帰
を
果
た
せ
る
よ

う
に
精
進
し
て
参
り
ま
す
の

う
に
精
進
し
て
参
り
ま
す
の

で
、
引
き
続
き
ご
支
援
ご
声

で
、
引
き
続
き
ご
支
援
ご
声

援
を
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
、

援
を
た
ま
わ
り
ま
す
よ
う
、

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

主
務

 

磯
山
純
平（
法
４
年
）記

ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
部

関
東
リ
ー
グ
１
部

初
優
勝
し
ま
し
た
！

　

院
友
の
皆
様
に
は
、
い
つ

　

院
友
の
皆
様
に
は
、
い
つ

も
熱
心
な
ご
声
援
と
学
術
・

も
熱
心
な
ご
声
援
と
学
術
・

ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
の
ご
支

ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
の
ご
支

援
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
心

援
を
い
た
だ
き
ま
し
て
、
心

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
部
会
は
、
五
月
十
一
日

　

本
部
会
は
、
五
月
十
一
日

・
十
二
日
、
千
葉
県
で
開
催

・
十
二
日
、
千
葉
県
で
開
催

さ
れ
た
「
令
和
元
年
度
関
東

さ
れ
た
「
令
和
元
年
度
関
東

学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
春
季
リ

学
生
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
春
季
リ

ー
グ
戦
：
男
子
１
部
」
で
、

ー
グ
戦
：
男
子
１
部
」
で
、

四
勝
一
敗
：
勝
点
四
で
初
優

四
勝
一
敗
：
勝
点
四
で
初
優

勝
し
ま
し
た
。
今
季
は
一
部

勝
し
ま
し
た
。
今
季
は
一
部

昇
格
し
八
シ
ー
ズ
ン
目
で
し

昇
格
し
八
シ
ー
ズ
ン
目
で
し

た
が
、
思
う
存
分
に
力
を
発

た
が
、
思
う
存
分
に
力
を
発

揮
し
、
関
東
リ
ー
グ
加
盟
六

揮
し
、
関
東
リ
ー
グ
加
盟
六

十
三
校
の
頂
点
に
立
ち
ま
し

十
三
校
の
頂
点
に
立
ち
ま
し

た
。
た
。

　

初
戦
の
昨
年
イ
ン
カ
レ
優

　

初
戦
の
昨
年
イ
ン
カ
レ
優

勝
校
の
明
治
大
、
第
二
戦
の

勝
校
の
明
治
大
、
第
二
戦
の

昨
年
イ
ン
カ
レ
準
優
勝
校
の

昨
年
イ
ン
カ
レ
準
優
勝
校
の

日
体
大
に
勝
利
す
る
と
波
に

日
体
大
に
勝
利
す
る
と
波
に

乗
り
、
第
三
戦
の
王
者
早
稲

乗
り
、
第
三
戦
の
王
者
早
稲

田
大
戦
は
大
接
戦
の
僅
差
で

田
大
戦
は
大
接
戦
の
僅
差
で

敗
れ
ま
し
た
が
、
第
四
戦
の

敗
れ
ま
し
た
が
、
第
四
戦
の

古
豪
中
央
大
、
最
終
戦
の
強

古
豪
中
央
大
、
最
終
戦
の
強

豪
法
政
大
に
勝
利
し
ま
し

豪
法
政
大
に
勝
利
し
ま
し

た
。
結
果
、
本
学
、
早
稲

た
。
結
果
、
本
学
、
早
稲

田
、
明
治
が
四

田
、
明
治
が
四

勝
一
敗
で
三
つ

勝
一
敗
で
三
つ

巴
と
な
る
大
接

巴
と
な
る
大
接

戦
と
な
り
、
ゲ

戦
と
な
り
、
ゲ

ー
ム
差
で
本
学

ー
ム
差
で
本
学

が
最
上
位
と
な

が
最
上
位
と
な

り
ま
し
た
。
本

り
ま
し
た
。
本

学
の
学
生
達

学
の
学
生
達

は
、
い
ず
れ
の

は
、
い
ず
れ
の

対
戦
に
お
い
て

対
戦
に
お
い
て

も
ひ
る
む
こ
と

も
ひ
る
む
こ
と

な
く
、
よ
く
ま

な
く
、
よ
く
ま

と
ま
っ
て
他
校

と
ま
っ
て
他
校

を
凌
ぎ
、
関
東

を
凌
ぎ
、
関
東

リ
ー
グ
を
初
制

リ
ー
グ
を
初
制

覇
し
ま
し
た
。

覇
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
東
日

　

今
後
、
東
日

本
学
生
、
イ
ン

本
学
生
、
イ
ン

カ
レ
、
秋
季
首

カ
レ
、
秋
季
首

都
リ
ー
グ
、
秋

都
リ
ー
グ
、
秋

季
関
東
リ
ー
グ
な
ど
の
各
大

季
関
東
リ
ー
グ
な
ど
の
各
大

会
に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
使

会
に
向
け
て
、
さ
ら
な
る
使

命
感
と
責
任
感
を
持
っ
て
精

命
感
と
責
任
感
を
持
っ
て
精

進
し
て
い
き
、
上
位
成
績
を

進
し
て
い
き
、
上
位
成
績
を

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

目
指
し
て
ま
い
り
ま
す
。

 

監
督　

小
杉　

誠（
86
法
）記

ち
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き

ち
で
優
勝
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
（

ま
し
た
（
6666
㎏ 
級
・
日
本
代

㎏ 
級
・
日
本
代

表
）。
表
）。

　

ま
た
団
体
戦
に
お
い
て

　

ま
た
団
体
戦
に
お
い
て

は
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
ベ

は
、
チ
ー
ム
一
丸
と
な
り
ベ

ス
ト
４
を
目
標
に
臨
ん
だ
全

ス
ト
４
を
目
標
に
臨
ん
だ
全

日
本
学
生
柔
道
優
勝
大
会
で

日
本
学
生
柔
道
優
勝
大
会
で

し
た
が
、
昨
年
同
様
ベ
ス
ト

し
た
が
、
昨
年
同
様
ベ
ス
ト

1616
に
終
わ
り
大
変
悔
し
い
結

に
終
わ
り
大
変
悔
し
い
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結

果
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
結

果
を
八
月
に
行
わ
れ
ま
す
東

果
を
八
月
に
行
わ
れ
ま
す
東

京
学
生
柔
道
体
重
別
選
手
権

京
学
生
柔
道
体
重
別
選
手
権

大
会
に
向
け
て
の
バ
ネ
と

大
会
に
向
け
て
の
バ
ネ
と

し
、
一
人
で
も
選
手
が
上
位

し
、
一
人
で
も
選
手
が
上
位

入
賞
を
目
指
し
、
全
日
本
学

入
賞
を
目
指
し
、
全
日
本
学

生
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会

生
柔
道
体
重
別
選
手
権
大
会

に
出
場
が
で
き
る
よ
う
、
日

に
出
場
が
で
き
る
よ
う
、
日

々
の
稽
古
で
実
力
を
磨
き
精

々
の
稽
古
で
実
力
を
磨
き
精

進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

進
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま

す
。
す
。

　

道
場
で
は
積
極
的
に
実
業

　

道
場
で
は
積
極
的
に
実
業

団
や
他
大
学
、
さ
ら
に
は
先

団
や
他
大
学
、
さ
ら
に
は
先

日
全
日
本
の
強
化
選
手
と
の

日
全
日
本
の
強
化
選
手
と
の

合
同
練
習
も
行
い
、
四
年
生

合
同
練
習
も
行
い
、
四
年
生

を
中
心
と
し
た
明
る
く
活
気

を
中
心
と
し
た
明
る
く
活
気

あ
ふ
れ
る
チ
ー
ム
で
毎
日
の

あ
ふ
れ
る
チ
ー
ム
で
毎
日
の

厳
し
い
練
習
に
励
ん
で
い
ま

厳
し
い
練
習
に
励
ん
で
い
ま

す
。
す
。

　

廣
井
総
監
督
を
は
じ
め
、

　

廣
井
総
監
督
を
は
じ
め
、

坂
本
監
督
、
島
村
助
監
督
、

坂
本
監
督
、
島
村
助
監
督
、

川
上
コ
ー
チ
、

川
上
コ
ー
チ
、
O
B
の
諸
の
諸

先
輩
方
の
指
導
の
下
、
一
人

先
輩
方
の
指
導
の
下
、
一
人

で
も
多
く
國
學
院
大
學
柔
道

で
も
多
く
國
學
院
大
學
柔
道

部
生
が
活
躍
で
き
る
よ
う
努

部
生
が
活
躍
で
き
る
よ
う
努

力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
何

力
し
て
参
り
ま
す
の
で
、
何

卒
、
応
援
の
程
宜
し
く
お
願

卒
、
応
援
の
程
宜
し
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

い
い
た
し
ま
す
。

　

主
務

 

山
中
広
夢（
法
３
年
）記

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て

チ
ー
ム
一
丸
と
な
っ
て

念願の関東リーグ初制覇！念願の関東リーグ初制覇！

青
木
一
男

校

長

國
學
院
大
學
栃
木
高
等
学
校

國
學
院
大
學
栃
木
高
等
学
校

青
木
一
男

校

長

國
學
院
大
學
栃
木
中
学
校

國
學
院
大
學
栃
木
中
学
校

栗
原
和
子

園

長

國
學
院
大
學
栃
木
二
杉
幼
稚
園

國
學
院
大
學
栃
木
二
杉
幼
稚
園

学
校
法
人

学
校
法
人
國
學
院
大
學
栃
木
学
園

國
學
院
大
學
栃
木
学
園

〒
３
２
８

－８
５
８
８

栃
木
市
平
井
町
六
○
八

電
話　
○
二
八
二

－

二
二

－

五
五
一
一

木
村
好
成

理

事

長

小
藤
●
清

事
務
局
長

國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学

國
學
院
大
學
栃
木
短
期
大
学

中
村
幸
弘

学

長

林
田
孝
和

副

学

長

木
村
好
成

学

監

酒
寄
雅
志

日
本
文
化
学
科
長

後
藤
正
人

人
間
教
育
学
科
長

残暑お見舞い申し上げます
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上杉　千文

権宮司　西原　秀樹

千千家隆比古比古権 宮 司権 宮 司

千家　国麿国麿権 宮 司権 宮 司
権 宮 司権 宮 司 千家和比古和比古

千家　尊祐出 雲出 雲 國 造
出雲大社宮司社宮司

892-1

大和国一宮

http://www.kasugataisha.or.jp

名誉宮司
宮　　司

信宏

名誉宮司　寺井　種伯
宮　　司　寺井　種治

名誉宮司　岩下　忠佳
宮　　司　岩下　通弘

宮宮　司　小野小野　崇之崇之
権宮司　大久保博範保博範
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広告を募集しています
詳細は事務局までお問い合わせください

TEL　03-3400-7781

今秋出雲駅伝・全日本大学駅伝出場！　ご声援をお願いします。

協立管理株式会社

東京都中央区銀座8丁目10番5号
電　話　03-5537-7521（代）

〒104-0061

e-mail sanwa-law@gmail.com

柴﨑　和夫柴﨑　和夫
奥山　政和奥山　政和

　剣友会

会　長
監　督

127

七世家元

増田  久美子 株式会社  産経新聞制作
代表取締役　田所　謙一代表取締役　田所　謙一

〒10000-8077　東京都千代田区大手8077　東京都千代田区大手町1-7-21-7-2

電　話　03-3243-8337電　話　03-3243-8337
ＦＡＸ　03-3278-5760ＦＡＸ　03-3278-5760

宮　司　幸野　珍廣
兒

本部　雅裕

第69回ゴルフコンペ開催のご案内
國學院大學院友会國學院大學院友会

　69回目のコンペの開催が決定いたし　69回目のコンペの開催が決定いたし
ました。今回は、プリンスゴルフリゾーました。今回は、プリンスゴルフリゾー
ト「久邇カントリークラブ」でのプレート「久邇カントリークラブ」でのプレー
です。埼玉県飯能市の郊外、緑あふれるです。埼玉県飯能市の郊外、緑あふれる
自然の中で楽しむことのできるコースで自然の中で楽しむことのできるコースで
す。豊富な自然林によって各ホールはセす。豊富な自然林によって各ホールはセ
パレートされ、池やバンカーが巧みに配置されています。パレートされ、池やバンカーが巧みに配置されています。
　どうぞ、皆様お誘い合わせの上ご参加ください。お一人でも、初心者の方でも大歓　どうぞ、皆様お誘い合わせの上ご参加ください。お一人でも、初心者の方でも大歓
迎です。楽しい一日を過ごしましょう!!迎です。楽しい一日を過ごしましょう!!

開 催 日  令和元年9月5日（木） 令和元年9月5日（木）
場　　 所  久邇カントリークラブ　埼玉県飯能市平松470久邇カントリークラブ　埼玉県飯能市平松470
 TEL 042-973-1192　FAX 042-974-4545 TEL 042-973-1192　FAX 042-974-4545
 ※関越自動車道鶴ヶ島JCT経由　圏央道狭山日高ICから約10分 ※関越自動車道鶴ヶ島JCT経由　圏央道狭山日高ICから約10分
スタート  ９：24～　 ９：24～　 定 員  56名（14組） 56名（14組）
参  加  費  5,000円（賞品代・パーティー代・他） 5,000円（賞品代・パーティー代・他）
プレー代  16,000円（プレー代・諸経費込） 16,000円（プレー代・諸経費込）
そ の 他     参加者全員へ賞品を用意する予定です。詳細お問い合わせ、ご案内ご希望の参加者全員へ賞品を用意する予定です。詳細お問い合わせ、ご案内ご希望の

際は、國學院大學院友会（03-3400-7781）までご連絡をお願いいたします。際は、國學院大學院友会（03-3400-7781）までご連絡をお願いいたします。

あ て 先  〒150-0011東京都渋谷区東4-12-8 國學院大學院友 〒150-0011東京都渋谷区東4-12-8 國學院大學院友
会報プレゼント係　会報プレゼント係　 応募方法  ハガキ・ファックス・E-mailに ハガキ・ファックス・E-mailに
〒・住所・氏名・電話番号・卒業期・卒業学科を記入の上、お申〒・住所・氏名・電話番号・卒業期・卒業学科を記入の上、お申
し込みください。　し込みください。　 締め切り  令和元年9月1日（日） 令和元年9月1日（日）
当選発表  当選の発表は、賞品の発送を持って代えさせていた 当選の発表は、賞品の発送を持って代えさせていた
だきます。発送は9月中旬以降になります。お楽しみに！　だきます。発送は9月中旬以降になります。お楽しみに！　
※ お申し込みいただきました個人情報は、本会で適切に管理し、本会の
事業を遂行するために利用させていただきます。

　今号のプレゼントは、「学生にもっと本を　今号のプレゼントは、「学生にもっと本を
手にとってほしい」と願い活動する國學院手にとってほしい」と願い活動する國學院
大學「みちのきち」プロジェクト制作の書大學「みちのきち」プロジェクト制作の書
籍『私の一冊』です。女優や、スポーツ選籍『私の一冊』です。女優や、スポーツ選
手、作家、政治家や大手企業社長など、様手、作家、政治家や大手企業社長など、様
々な分野で活躍する109人の著名人がおす々な分野で活躍する109人の著名人がおす
すめする１冊を紹介しており、人それぞれすめする１冊を紹介しており、人それぞれ
の本とのエピソードが温かに描かれていまの本とのエピソードが温かに描かれていま
す。学生だけでなく、大人が読んでも新たす。学生だけでなく、大人が読んでも新た
な発見のある１冊で、大学のスクールカラな発見のある１冊で、大学のスクールカラ
ーを用いた装丁にも注目です。今回はこちらを15名様へプレゼーを用いた装丁にも注目です。今回はこちらを15名様へプレゼ
ントいたしますので、ぜひ奮ってご応募ください。ントいたしますので、ぜひ奮ってご応募ください。

『私の一冊』を15名様へプレゼント 「平成から令和へ
　　　　　改元の記録」

産経新聞が伝えた御代替わり産経新聞が伝えた御代替わり

Ｂ４判、162㌻、フルカラー、2000円Ｂ４判、162㌻、フルカラー、2000円

お問い合わせ（産経新聞開発）お問い合わせ（産経新聞開発）
東京☎03・5281・3041東京☎03・5281・3041
大阪☎06・6633・6062大阪☎06・6633・6062
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友
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。
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今
回
は
平
成
三
十
年
七
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ら
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分
を
掲
載
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
以
降
に
頂
戴
し
た
も
の

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
れ
以
降
に
頂
戴
し
た
も
の

は
、
次
号
以
降
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
了
承

は
、
次
号
以
降
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

く
だ
さ
い
。

◆ 

書
名
／
①
著
者

書
名
／
①
著
者
･
編
集
者
名（
卒
期
／
敬
称
略
）②

編
集
者
名（
卒
期
／
敬
称
略
）②

出
版
社

出
版
社
･
発
行
所
③
刊
行
年
月
④
定
価（
税
別
）

発
行
所
③
刊
行
年
月
④
定
価（
税
別
）

◆ 

事
典　

古
代
の
祭
祀
と
年
中
行
事

事
典　

古
代
の
祭
祀
と
年
中
行
事
／
①
岡
田
莊
司

／
①
岡
田
莊
司

編
（
編
（
7979
史
・
史
・
8181
修
神
）
②
㈱
吉
川
弘
文
館
③
平
成

修
神
）
②
㈱
吉
川
弘
文
館
③
平
成

三
十
一
年
二
月
④
三
千
八
百
円

三
十
一
年
二
月
④
三
千
八
百
円

◆ 

い
わ
て
、
四
季
巡
禮
。

い
わ
て
、
四
季
巡
禮
。
／
①
松
本
博
明
（

／
①
松
本
博
明
（
9797
文
・
文
・

9999
博
前
文
・

博
前
文
・
102102
博
後
文
）
②
リ
ヴ
ァ
ー
プ
レ
ス
社

博
後
文
）
②
リ
ヴ
ァ
ー
プ
レ
ス
社

③
平
成
三
十
年
十
一
月
④
千
八
百
円

③
平
成
三
十
年
十
一
月
④
千
八
百
円

◆ 
歌
集　

木
ノ
葉
揺
落

歌
集　

木
ノ
葉
揺
落
／
①
一
ノ
関
忠
人
（

／
①
一
ノ
関
忠
人
（
8787
文
・
文
・

9696
博
前
文
）
②
砂
子
屋
書
房
③
平
成
三
十
一
年
二

博
前
文
）
②
砂
子
屋
書
房
③
平
成
三
十
一
年
二

月
④
三
千
円

月
④
三
千
円

◆ 

学
び
の
質
を
高
め
る
！

学
び
の
質
を
高
め
る
！ 

Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
変
え
る
国
語

Ｉ
Ｃ
Ｔ
で
変
え
る
国
語
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業
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業
ー
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礎
ス
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ル
＆
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用
ガ
イ
ド
ブ
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ク

基
礎
ス
キ
ル
＆
活
用
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
ー
／

①
野
中
潤
編
著
②
明
治
図
書
出
版
㈱
③
平
成
三
十

①
野
中
潤
編
著
②
明
治
図
書
出
版
㈱
③
平
成
三
十

一
年
二
月
④
千
九
百
円

一
年
二
月
④
千
九
百
円

寄

図

寄寄寄

図図
贈
図
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名
前
上
の
数
字
は
卒
業
期
。

「
推
」
は
理
事
会
承
認
の
会
員
。

「
特
」
は
会
員
と
は
な
っ
て
い
な

い
が
賛
同
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
。

（
敬
称
略
）

★
公
益
事
業

　

●
育
成
事
業（
在
学
生
等
へ

の
支
援
）

　

●
講
座
講
演
会
事
業

　

●
会
館
施
設
の
提
供
事
業

　

皆
さ
ま
か
ら
お
納
め
い
た

　

皆
さ
ま
か
ら
お
納
め
い
た

だ
い
た
会
費
・
寄
付
金
は
同

だ
い
た
会
費
・
寄
付
金
は
同

窓
会
事
業
や
左
記
公
益
事
業

窓
会
事
業
や
左
記
公
益
事
業

等
に
使
用
い
た
し
ま
す
。

等
に
使
用
い
た
し
ま
す
。

皆
さ
ま
の
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

会
費
等
納
入
者
芳
名

会
費
等
納
入
者
芳
名

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

　

平
成
三
十
一
年
二
月
一

日
〜
令
和
元
年
五
月
三
十

一
日
納
入
分
ま
で
。

〈

年

度

会

費

〉

﹇
平
成
三
十
年
度
納
入
分
﹈

「
大
阪
府
支
部
経
由
」

三
千
円

6363　

田
村　

定
彦

　

田
村　

定
彦

6868　

石
田　

福
雄

　

石
田　

福
雄

9494　

石
田　

吉
之

　

石
田　

吉
之

102102　

園　
　

博
年

　

園　
　

博
年

「
寒
川
神
社
経
由
」

三
千
円

8080　

利
根　

康
教

　

利
根　

康
教

8686　

前
島　
　

正

　

前
島　
　

正

8686　

山
田　
　

栄

　

山
田　
　

栄

8888　

水
谷　

智
賢

　

水
谷　

智
賢

8989　

鈴
木　

康
宏

　

鈴
木　

康
宏

9393　

石
黒　

邦
彦

　

石
黒　

邦
彦

9393　

井
出　

貴
史

　

井
出　

貴
史

9595　

田
中　

義
宣

　

田
中　

義
宣

9696　

井
上　

浩
之

　

井
上　

浩
之

9898　

坂
本　

晋
一

　

坂
本　

晋
一

106106　

田
中　

喜
隆

　

田
中　

喜
隆

107107　

伊
藤　

龍
哉

　

伊
藤　

龍
哉

111111　

中
西　

正
史

　

中
西　

正
史

111111　

高
畠　
　

弘

　

高
畠　
　

弘

111111　

小
野　

俊
之

　

小
野　

俊
之

113113　

小
松　

義
麿

　

小
松　

義
麿

113113　

水
谷　

祐
也

　

水
谷　

祐
也

114114　

立
岩　

秀
夫

　

立
岩　

秀
夫

114114　

國
生　

隆
也

　

國
生　

隆
也

117117　

湯
田　

敬
介

　

湯
田　

敬
介

123123　

加
藤　

芳
朗

　

加
藤　

芳
朗

124124　

鯉
登　

敬
紀

　

鯉
登　

敬
紀

125125　

石
垣　

仁
薫

　

石
垣　

仁
薫

126126　

角
河　

礼
隆

　

角
河　

礼
隆

◆　

◆

一
万
円

6464　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

六
千
円

7171　

吉
水　

信
功

　

吉
水　

信
功

7575　

渡
部　

清
子

　

渡
部　

清
子

9898　

西
川　

美
保

　

西
川　

美
保

三
千
円

推　

田
中　

裕
巳

推　

田
中　

裕
巳

推　

黒
川　

恒
雄

推　

黒
川　

恒
雄

5050　

北
構　

保
男

　

北
構　

保
男

5555　

佐
光　

慈
豊

　

佐
光　

慈
豊

5555　

田
中　

榮
一

　

田
中　

榮
一

5858　

伊
藤　

節
子

　

伊
藤　

節
子

5858　

澁
澤　

美
惠

　

澁
澤　

美
惠

6060　

新
井　

幸
男

　

新
井　

幸
男

6060　

石
井　
　

皓

　

石
井　
　

皓

6060　

桐
山　

金
吾

　

桐
山　

金
吾

6060　

古
川　

正
幸

　

古
川　

正
幸

6161　

大
塚　

康
夫

　

大
塚　

康
夫

6262　

下
山
田
大
膳

　

下
山
田
大
膳

6262　

亀
井
恵
美
子

　

亀
井
恵
美
子

6262　

佐
藤　

秀
明

　

佐
藤　

秀
明

6262　

村
上
美
津
子

　

村
上
美
津
子

6262　

北
條　

俊
朗

　

北
條　

俊
朗

6363　

蒲　
　

武
司

　

蒲　
　

武
司

6363　

根
本　
　

強

　

根
本　
　

強

6363　

佐
藤　

礼
三

　

佐
藤　

礼
三

6363　

堤　
　

三
郎

　

堤　
　

三
郎

6464　

河
原　

義
朗

　

河
原　

義
朗

6464　

長
瀬　

澄
子

　

長
瀬　

澄
子

6464　

池
田　

良
一

　

池
田　

良
一

6464　

清
水　

玲
子

　

清
水　

玲
子

6464　

渋
谷　

謙
二

　

渋
谷　

謙
二

6464　

庄
野
サ
ト
子

　

庄
野
サ
ト
子

6464　

鈴
木
美
代
子

鈴
木
美
代
子

6464　

中
村　

節
好

　

中
村　

節
好

6464　

平
賀
日
出
世

　

平
賀
日
出
世

6464　

松
本　
　

儔

　

松
本　
　

儔

6464　

山
川　

静
夫

　

山
川　

静
夫

6464　

山
田　

幸
教

　

山
田　

幸
教

6464　

千
々
和
直
信

　

千
々
和
直
信

6565　

小
野　

孝
良

　

小
野　

孝
良

6565　

黒
田　

和
彦

　

黒
田　

和
彦

6565　

佐
藤　
　

正

　

佐
藤　
　

正

6565　

河
村　

保
行

　

河
村　

保
行

6565　

木
幡　

輝
秋

　

木
幡　

輝
秋

6565　

宮
澤　

保
雄

　

宮
澤　

保
雄

6565　

市
川　

忠
夫

　

市
川　

忠
夫

6565　

藤
本　

憲
信

　

藤
本　

憲
信

6565　

横
田　
　

睦

　

横
田　
　

睦

6565　

篠
崎　

健
次

　

篠
崎　

健
次

6666　

雲
丹
亀
五
郎

　

雲
丹
亀
五
郎

6666　

北
澤
不
二
彌

　

北
澤
不
二
彌

6666　

高
徳　

雄
三

　

高
徳　

雄
三

6666　

高
橋　

貞
久

　

高
橋　

貞
久

6666　

摩
尼　

久
晴

　

摩
尼　

久
晴

6666　

松
田　

貞
子

　

松
田　

貞
子

〈

年

度

会

費

〉

﹇
平
成
三
十
一年
度

（
令
和
元
年
度
）　

納
入
分
﹈

〈

十

年

会

費

〉

「
大
阪
府
支
部
経
由
」

二
万
円

7979　

田
所　

貞
文

　

田
所　

貞
文

9898　

木
岡　

一
浩

　

木
岡　

一
浩

◆　

◆

二
万
円

推　

前
田　

康
吉

推　

前
田　

康
吉

推　

千
田　

史
朗

推　

千
田　

史
朗

推　

山
﨑　
　

猛

推　

山
﨑　
　

猛

推　

舘　
　

敏
弘

推　

舘　
　

敏
弘

推　

名
取　

重
和

推　

名
取　

重
和

推　

新
富　

康
央

推　

新
富　

康
央

6464　

平
鍋　

憲
一

　

平
鍋　

憲
一

6868　

星　
　

和
子

　

星　
　

和
子

6969　

国
重　

勝
之

　

国
重　

勝
之

7171　

髙
森
紀
美
子

　

髙
森
紀
美
子

7676　

孫
工　

昇
嗣

　

孫
工　

昇
嗣

7676　

一
柳　
　

勇

　

一
柳　
　

勇

7777　

堀　
　

貞
一

　

堀　
　

貞
一

7979　

甘
粕　

保
子

　

甘
粕　

保
子

7979　

森
田　

光
盛

　

森
田　

光
盛

7979　

出
口　

謙
吾

　

出
口　

謙
吾

7979　

広
瀬　
　

清

　

広
瀬　
　

清

7979　

佐
々
木　

章

　

佐
々
木　

章

8080　

石
渡　

和
子

　

石
渡　

和
子

8080　

福
永　

健
司

　

福
永　

健
司

8080　

小
林　

義
男

　

小
林　

義
男

8181　

菅
沼　

京
子

　

菅
沼　

京
子

8181　

大
川
喜
代
子

　

大
川
喜
代
子

8181　

黒
田　

将
夫

　

黒
田　

将
夫

8181　

斎
藤　

武
紀

　

斎
藤　

武
紀

8181　

山
口　

利
昭

　

山
口　

利
昭

8282　

山
際　

敏
和

　

山
際　

敏
和

8383　

山
元　

睦
美

　

山
元　

睦
美

8383　

榎
本　

俊
雄

　

榎
本　

俊
雄

8484　

上
原　

正
子

　

上
原　

正
子

8484　

横
田　

松
重

　

横
田　

松
重

8484　

後
藤　

政
彦

　

後
藤　

政
彦

〈

十

年

会

費

〉

十
万
円

　
　

神
宮
院
友
会

　
　

神
宮
院
友
会

三
万
円

7171　

角
田　
　

允

　

角
田　
　

允

一
万
円

5858　

及
川
忠
之
丞

　

及
川
忠
之
丞

6969　

妙
摩　

光
代

　

妙
摩　

光
代

7373　

大
久
保
晴
雄

　

大
久
保
晴
雄

7474　

岡
部　

定
征

　

岡
部　

定
征

7575　

柿
崎　

雅
美

　

柿
崎　

雅
美

7676　

安
田
慶
逸
郎

　

安
田
慶
逸
郎

7878　

中
西　

邦
夫

　

中
西　

邦
夫

7878　

渡
邊　

裕
之

　

渡
邊　

裕
之

7979　

坂
本　

幸
男

　

坂
本　

幸
男

8080　

木
村　

正
範

　

木
村　

正
範

100100　

田
中　

光
𠮷

　

田
中　

光
𠮷

102102　

河
嶋
正
一
郎

　

河
嶋
正
一
郎

五
百
六
十
円

〈
維
持
寄
付
金
〉

七
万
円

101101　

清
原　

大
作

　

清
原　

大
作

三
万
円

7575　

天
城　

妙
子

　

天
城　

妙
子

二
万
円

7474　

荒
木　

真
幸

　

荒
木　

真
幸

8686　

近
藤　
　

徹

　

近
藤　
　

徹

一
万
円

特　

片
山　

裕
司

特　

片
山　

裕
司

特　

始
澤　

澄
江

特　

始
澤　

澄
江

推　

小
林　

英
夫

推　

小
林　

英
夫

推　

田
村　
　

弘

推　

田
村　
　

弘

推　

藤
間　

照
薫

推　

藤
間　

照
薫

推　

村
上
侑
美
枝

推　

村
上
侑
美
枝

5858　

三
界
あ
ゆ
ち

　

三
界
あ
ゆ
ち

5858　

新
井
さ
き
ほ

　

新
井
さ
き
ほ

5959　

加
藤　

泰
司

　

加
藤　

泰
司

6060　

石
井　
　

皓

　

石
井　
　

皓

6363　

柴
崎　

芳
雄

柴
崎　

芳
雄

6666　

雲
丹
亀
五
郎

　

雲
丹
亀
五
郎

6666　

松
田　

貞
子

　

松
田　

貞
子

6767　

船
田　

君
子

　

船
田　

君
子

6767　

宮
川　

君
子

　

宮
川　

君
子

6868　

千
葉　

博
男

　

千
葉　

博
男

6868　

大
野　

爽
美

　

大
野　

爽
美

6868　

渡
辺　

茂
彦

　

渡
辺　

茂
彦

7070　

友
枝　

昭
世

　

友
枝　

昭
世

7070　

宮
川　

清
治

　

宮
川　

清
治

7171　

廣
井　

武
司

　

廣
井　

武
司

7373　

大
久
保
千
尭

　

大
久
保
千
尭

7474　
長
曽
我
部
延
昭

長
曽
我
部
延
昭

7474　

小
谷
都
与
子

　

小
谷
都
与
子

7474　

奥
村　
　

求

　

奥
村　
　

求

7474　

平
林
も
と
子

　

平
林
も
と
子

7575　

佐
藤　

昭
典

　

佐
藤　

昭
典

7575　

石
井　

悦
子

　

石
井　

悦
子

7575　

守
屋　

大
光

　

守
屋　

大
光

7676　

内
田　
　

寛

　

内
田　
　

寛

7777　

相
原　

圀
彦

　

相
原　

圀
彦

7878　

沼
崎
知
江
子

　

沼
崎
知
江
子

7878　

高
苗　

政
義

　

高
苗　

政
義

7979　

水
原
土
美
子

　

水
原
土
美
子

7979　

松
尾　

茂
行

　

松
尾　

茂
行

7979　

畑
中　

一
彦

　

畑
中　

一
彦

7979　

山
口　

直
和

　

山
口　

直
和

7979　

間
山　

良
子

　

間
山　

良
子

7979　

佐
々
木　

章

　

佐
々
木　

章

8080　

古
殿　

博
子

　

古
殿　

博
子

8080　

里
見　

裕
輔

　

里
見　

裕
輔

8080　

小
俣　

能
範

　

小
俣　

能
範

8080　

加
藤　

元
茂

　

加
藤　

元
茂

8181　

寺
田　
　

章

　

寺
田　
　

章

8181　

小
野　

貴
嗣

　

小
野　

貴
嗣

8282　

中
西
三
千
代

　

中
西
三
千
代

8383　

大
網　

惠
太

　

大
網　

惠
太

8383　

高
橋　

幹
男

　

高
橋　

幹
男

8383　

石
塚　

秀
一

　

石
塚　

秀
一

8484　

内
海　
　

守

　

内
海　
　

守

8585　

森　
　

泰
文

　

森　
　

泰
文

8585　

打
田　

文
博

　

打
田　

文
博

8585　

小
野
目
博
昭

　

小
野
目
博
昭

8686　

米
澤　

光
子

　

米
澤　

光
子

8686　

黒
田　

和
俊

　

黒
田　

和
俊

8686　

阿
部
憲
之
介

　

阿
部
憲
之
介

8787　

阪
野　

貞
行

　

阪
野　

貞
行

8787　

吉
本　
　

充

　

吉
本　
　

充

〈
維
持
寄
付
金
〉

一
万
円

　
　
　
　
院
友
会
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

院
友
会
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ

6060　

川
面　
　

募

　

川
面　
　

募

7878　

渡
邊　

裕
之

　

渡
邊　

裕
之

七
千
円

6969　

伊
佐
地
金
嗣

　

伊
佐
地
金
嗣

五
千
円

5858　

及
川
忠
之
丞

　

及
川
忠
之
丞

8080　

木
村　

正
範

　

木
村　

正
範

102102　

河
嶋
正
一
郎

　

河
嶋
正
一
郎

二
千
百
六
十
円

　
　

理
事
会
有
志

　
　

理
事
会
有
志

二
千
円

6565　

三
木　

一
弘

　

三
木　

一
弘

〈
学
術・ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
〉

十
万
円

8383　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

五
万
八
千
三
百
八
十
三
円

　
　
　
　
院
友
大
会
出
席
者
有
志

院
友
大
会
出
席
者
有
志

二
万
円

6868　

信
戸　

文
也

　

信
戸　

文
也

一
万
円

　
　
　
　

生
田
神
社

生
田
神
社

推　

小
林　

英
夫

推　

小
林　

英
夫

5858　

三
界
あ
ゆ
ち

　

三
界
あ
ゆ
ち

6161　

安
部　

正
司

　

安
部　

正
司

6666　

松
坂　
　

弘

　

松
坂　
　

弘

6767　

葛
山　
　

健

　

葛
山　
　

健

7171　

廣
井　

武
司

　

廣
井　

武
司

7676　

宇
田
川
寿
夫

　

宇
田
川
寿
夫

7676　

長
谷
川
劉
二

　

長
谷
川
劉
二

7777　

小
島　

誠
人

　

小
島　

誠
人

7979　

臼
杵
千
枝
子

　

臼
杵
千
枝
子

7979　

佐
々
木　

章

　

佐
々
木　

章

7979　

出
口　

謙
吾

　

出
口　

謙
吾

7979　

山
口　

直
和

　

山
口　

直
和

8080　

加
藤　

元
茂

　

加
藤　

元
茂

8181　

小
野　

貴
嗣

　

小
野　

貴
嗣

8181　

酒
巻　

忠
重

　

酒
巻　

忠
重

8181　

山
口　

利
昭

　

山
口　

利
昭

8383　

大
網　

惠
太

　

大
網　

惠
太

8585　

小
野　

和
敏

　

小
野　

和
敏

8686　

近
藤　
　

徹

　

近
藤　
　

徹

8686　

米
澤　

光
子

　

米
澤　

光
子

8787　

柴　
　

賢
悟

　

柴　
　

賢
悟

8888　

川
島　

昭
光

　

川
島　

昭
光

8989　

加
藤　

櫻
子

　

加
藤　

櫻
子

8989　

神
田　
　

肇

　

神
田　
　

肇

9999　

鈴
木　

康
寛

　

鈴
木　

康
寛

101101　

清
原　

大
作

　

清
原　

大
作

114114　

御
園
生
麻
美

　

御
園
生
麻
美

120120　

山
内　

雄
大

　

山
内　

雄
大

七
千
円

7878　

松
田　

和
子

　

松
田　

和
子

7878　

村
野　
　

薫

　

村
野　
　

薫

8080　

石
川　
　

明

　

石
川　
　

明

8686　

幸
坂　

和
彦

　

幸
坂　

和
彦

五
千
円

5858　

新
井
さ
き
ほ

　

新
井
さ
き
ほ

6262　

亀
井
恵
美
子

　

亀
井
恵
美
子

6262　

下
山
田
大
膳

　

下
山
田
大
膳

6565　

横
田　
　

睦

　

横
田　
　

睦

6868　

堀
内　

栄
一

　

堀
内　

栄
一

〈
学
術・ス
ポ
ー
ツ
振
興
資
金
〉

二
万
円

7373　

掛
場　

直
勝

　

掛
場　

直
勝

〈
基
本
財
産
寄
付
金
〉

　

お
寄
せ
頂
い
た
会
費
・
寄
付
金
等
に
つ
き
ま
し
て
は
、
平
成
十
七
年
四
月

よ
り
個
人
情
報
保
護
法
が
施
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
金
額
・
卒
期
・
氏
名

に
限
っ
て
公
表
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

何
卒
ご
了
承
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

■ 会費等入金累計表 ■
H30・4/1～H31・

1/31
H31・2/1～3/31

H31・4/1～R1・
5/31

金額（円） 口数 金額（円） 口数 金額（円） 口数

年 度 会 費 4,935,000 1,646 357,000 119 1,693,000 565

十 年 会 費 4,880,000 244 340,000 17 1,860,000 93

維持寄付金 3,227,345 332 250,900 18 1,036,120 97

基本財産寄付金 122,000 4 20,000 1 0 0

　本会の会費制度についてご説明いたします。（ホームページ
【URL https://www.kokugakuin.or.jp】の『会費・寄付金のお
願い』の欄でも説明しています。併せてご覧ください）
　まず『十年会費』の件です。平成８年の理事会において、会の財
政安定を図るために、寄附行為の変更を行い『終身会費』の名称を
廃止し、『十年会費』への名称変更を決定いたしました。
　既に『終身会費』として納入された方は、今後請求されることはな
いし、『終身会費廃止』は約束違反である、と思われるのは当然のこと
でありますが、院友数の増加や社会情勢をふまえ、『年度会費』あるい
は『十年会費』への切り替えに、ご理解とご協力をお願いしよう、とい
うことがこれまでの主旨でございます。引き続きより分かり易く、よ
り丁寧に会員の皆さまに十年会費への切り替えをお願いして参りた
いと存じます。何卒ご理解とご協力をお願い申し上げます。
　既に『終身会費』として納入された方には、納入年から10年を
経過しますと、会報に会費依頼状を同封させて頂きます。
　また99期以降の学部をご卒業の方は、卒業時に代理徴収（終身
会費または十年会費）させて頂いております。
　令和元年度分の会費については、今から10年前の117期にご卒
業をされた方、またはそれ以前のご卒業の方で会費が未納の方に
は、『ご協力をお願いいたします』が同封されます。同封の依頼状
が『維持寄付金、学術・スポーツ振興資金をお願いいたします』
（水色の依頼状）から『ご協力をお願いいたします』に変わった時
が、『十年会費』の有効期限の終了になります。
　会費の依頼状・振込用紙は、院友会報に同封いたします。是非皆
さま方のご協力をたまわりますようお願い申し上げます。
　令和元年度分は、『年度会費は3,000円、十年会費は20,000円
です。』どちらかをお納め願います。
　次に『維持寄付金』です。これは平成11年までの『維持会費』を会費
との誤解を招かないために改称したものです。1口10,000円です。
　一般財団法人國學院大學院友会では、『一般財団法人國學院大學
院友会運営規程』第４条に、会費を定めております。（本会ホーム
ページ参照）何卒会費のご納入をお願いいたします。

「会費について」

皆さまよりお納め頂く『会費』・『寄付金』により、
本会は事業を行っております。ご理解とご協力を
重ねてお願いいたします。

院友経済会・ビジネス塾開塾のお知らせ
　院友経済会は、ビジネス塾を創設しました。その目的は、院友
同士が集まり、議論し、共に学ぶことです。第１回目の院友会ビ
ジネス塾を、６月22日（土）に渋谷キャンパス1105教室で実施
しました。開塾特別講演会として、東京大学の柳川範之教授を招
き「これからの企業と働き方」というテーマでご講演をいただき
ました。卒業生や在学生などにより、300人規模の教室に立ち見
ができました。今回は第1回目なので講演会形式としましたが、
次回以降は参加者の多くが発言し、話し合えるような様々な形の
塾を開いていきたいと考えています。
　今後について、２つお知らせいたします。第１に、次回は９月
21日（土）に、“生き様会議-様々なキャリアを歩む院友のナレ
ッジ・シェア-”と題し、20代・30代の院友が卒業後どのような
キャリアを歩んでいるか、語り合う交流会を開催します。第２
に、卒業生の皆さまからも実施して欲しいプログラムを募集して
います。気になること、学びたいこと、○○の
テーマで意見交換したいことなどを連絡くださ
い。
　ＱＲコードから、次回のスケジュールの情報
を得てください。同じく、プログラムのリクエ
ストもできます。
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桜
庭　

弘
康

7070　

松
下　

宮
子

　

松
下　

宮
子

7070　

有
泉　

喜
弘

　

有
泉　

喜
弘

7070　

神
谷　

貞
夫

　

神
谷　

貞
夫

7070　

神
谷　

教
子

　

神
谷　

教
子

7070　

中
山　
　

修

　

中
山　
　

修

7070　

野
田　

治
夫

　

野
田　

治
夫

7070　

町
田　

士
郎

　

町
田　

士
郎

7070　

笠　
　

顕
二

　

笠　
　

顕
二

7070　

渡
邊　

英
一

　

渡
邊　

英
一

7070　

小
野
寺
恒
夫

　

小
野
寺
恒
夫

7070　

茂
木　

豊
幸

　

茂
木　

豊
幸

7070　

増
山　
　

博

　

増
山　
　

博

7070　

八
巻　

正
彦

　

八
巻　

正
彦

7070　

三
上　

秀
紀

　

三
上　

秀
紀

7171　

大
沼　
　

満

　

大
沼　
　

満

7171　

木
村　

忠
臣

　

木
村　

忠
臣

7171　

柴
崎　
　

裕

　

柴
崎　
　

裕

7171　

武
山　

哲
雄

　

武
山　

哲
雄

7171　

林　
　

良
彦

　

林　
　

良
彦

7171　

廣
井　

武
司

　

廣
井　

武
司

7171　

石
井　

紀
之

　

石
井　

紀
之

7171　

海
野　

信
義

　

海
野　

信
義

7171　

菅
沼　
　

淳

　

菅
沼　
　

淳

7171　

藤
井　

昭
彦

　

藤
井　

昭
彦

7171　

金
岡　
　

誠

　

金
岡　
　

誠

7171　

浅
見　

伯
喜

　

浅
見　

伯
喜

7171　

遠
北
安
紀
男

　

遠
北
安
紀
男

7171　

岡
本　

久
生

　

岡
本　

久
生

7171　

東
城　

達
彦

　

東
城　

達
彦

7171　

中
村　
　

隆

　

中
村　
　

隆

7171　

仲
泊　

正
一

　

仲
泊　

正
一

7171　

船
木　

保
徳

　

船
木　

保
徳

7171　

三
原
五
九
生

　

三
原
五
九
生

7272　

漆
原　

敏
雄

　

漆
原　

敏
雄

7272　

田
中　

勝
也

　

田
中　

勝
也

7272　

中
尾　

建
三

　

中
尾　

建
三

7272　

中
島
毅
一
郎

　

中
島
毅
一
郎

7272　

西
出　

善
明

　

西
出　

善
明

7272　

金
井
紀
久
子

　

金
井
紀
久
子

7272　

窪
田　

隆
栄

　

窪
田　

隆
栄

7272　

金
山　

威
信

　

金
山　

威
信

7272　

砂
田　

政
輝

　

砂
田　

政
輝

7272　

伊
集
院
寛
肇

　

伊
集
院
寛
肇

7272　

大
澤　

幸
子

　

大
澤　

幸
子

7272　

福
岡　

時
子

　

福
岡　

時
子

7373　

岩
田　

英
樹

　

岩
田　

英
樹

7373　

江
上　

壽
幸

　

江
上　

壽
幸

7373　

島
村　

賢
寛

　

島
村　

賢
寛

7373　

鈴
木
千
賀
子

　

鈴
木
千
賀
子

7373　

中
居　

仁
子

　

中
居　

仁
子

7373　

井
草　

文
恵

　

井
草　

文
恵

7373　

三
宅　

恒
夫

　

三
宅　

恒
夫

7373　

河
原
崎
一
樹

　

河
原
崎
一
樹

7373　

鈴
木　

利
和

　

鈴
木　

利
和

7373　

根
岸　

英
樹

　

根
岸　

英
樹

7373　

平
岩　

久
敏

　

平
岩　

久
敏

7373　

松
田　

武
彦

　

松
田　

武
彦

7373　

御
堂　

公
誉

　

御
堂　

公
誉

7373　

渡
辺
良
次
郎

　

渡
辺
良
次
郎

7373　

櫟
木
晋
一
郎

　

櫟
木
晋
一
郎

7373　

桐
山　

敬
子

　

桐
山　

敬
子

7373　

早
川　
　

東

　

早
川　
　

東

7373　

吉
成　

直
樹

　

吉
成　

直
樹

7474　

有
賀　

伸
興

　

有
賀　

伸
興

7474　

味
岡　

治
男

　

味
岡　

治
男

7474　

宇
佐
美　

通

　

宇
佐
美　

通

7474　

小
野
沢
忠
男

　

小
野
沢
忠
男

7474　

鹿
島　

昭
一

　

鹿
島　

昭
一

7474　

黒
沼　

英
男

　

黒
沼　

英
男

7474　

斎
藤　
　

攻

　

斎
藤　
　

攻

7474　

塩
見　

威
雄

　

塩
見　

威
雄

7474　

佐
藤　

澄
子

　

佐
藤　

澄
子

7474　

玉
井　

浩
二

　

玉
井　

浩
二

7474　

鍋
田　

英
彦

　

鍋
田　

英
彦

7474　

奥
村　
　

求

　

奥
村　
　

求

7474　

穂
戸
田
久
雄

　

穂
戸
田
久
雄

7474　

前
川　

圀
彦

　

前
川　

圀
彦

7474　

益
井　

邦
夫

　

益
井　

邦
夫

7474　

横
田
地
克
成

　

横
田
地
克
成

7474　

小
松
崎
文
夫

　

小
松
崎
文
夫

7474　

内
山
今
佐
己

　

内
山
今
佐
己

7474　

杠　
　

正
吉

　

杠　
　

正
吉

7575　

伊
藤　

眞
垣

　

伊
藤　

眞
垣

7575　

小
野　

忠
宣

　

小
野　

忠
宣

7575　

奥
谷　

一
文

　

奥
谷　

一
文

7575　

瀬
尾　

菊
次

　

瀬
尾　

菊
次

7575　

明
石　

武
重

　

明
石　

武
重

7575　

小
沢　

宗
道

　

小
沢　

宗
道

7575　

辻　
　

保
雄

　

辻　
　

保
雄

7575　

猪
股　

瑞
彦

　

猪
股　

瑞
彦

7575　

市
川　

一
夫

　

市
川　

一
夫

7575　

御
床　

治
之

　

御
床　

治
之

7575　

小
貫　

行
伸

　

小
貫　

行
伸

7575　

鈴
木　

秀
夫

　

鈴
木　

秀
夫

7575　

永
井　
　

博

　

永
井　
　

博

7575　

満
間　

征
夫

　

満
間　

征
夫

7575　

小
原　
　

泰

　

小
原　
　

泰

7575　

川
野　
　

洋

　

川
野　
　

洋

7575　

斎
藤　

邦
彦

　

斎
藤　

邦
彦

7575　

鳴
島　

勇
三

　

鳴
島　

勇
三

7575　

林　
　

延
雄

　

林　
　

延
雄

7676　

丹
治　

逸
雄

　

丹
治　

逸
雄

7676　

花
井　

利
彦

　

花
井　

利
彦

7676　

渡
辺
と
も
子

　

渡
辺
と
も
子

7676　

白
神
美
佐
子

　

白
神
美
佐
子

7676　

飯
田　

昭
弘

　

飯
田　

昭
弘

7676　

内
田　
　

寛

　

内
田　
　

寛

7676　

菊
池　

儀
明

　

菊
池　

儀
明

7676　

塩
垣　

邦
久

　

塩
垣　

邦
久

7777　

川
里　

春
治

　

川
里　

春
治

7777　

西　
　

義
勝

　

西　
　

義
勝

7777　

副
島　

昌
俊

　

副
島　

昌
俊

7777　

小
山　

清
征

　

小
山　

清
征

7777　

金
子　
　

晃

　

金
子　
　

晃

7777　

高
岡　

整
一

　

高
岡　

整
一

7777　

中
村　

貞
史

　

中
村　

貞
史

7777　

飯
田　

光
子

　

飯
田　

光
子

7777　

小
松　

潮
美

　

小
松　

潮
美

7777　

相
馬　

秀
和

　

相
馬　

秀
和

7878　

小
宮
山
久
子

　

小
宮
山
久
子

7878　

金
泉　
　

久

　

金
泉　
　

久

7878　

松
田　

和
子

　

松
田　

和
子

7878　

上
原　

勝
彦

　

上
原　

勝
彦

7878　

中
西　

邦
夫

　

中
西　

邦
夫

7878　

山
崎　

勝
義

　

山
崎　

勝
義

7878　

山
本　

靖
雄

　

山
本　

靖
雄

7878　

大
島　

文
弘

　

大
島　

文
弘

7878　

笹
井　

民
男

　

笹
井　

民
男

7878　

田
中　

誠
治

　

田
中　

誠
治

7878　

高
苗　

政
義

　

高
苗　

政
義

7878　

戸
澤　

明
夫

　

戸
澤　

明
夫

7878　

平
田　

清
士

　

平
田　

清
士

7878　

土
屋　
　

宏

　

土
屋　
　

宏

7878　

関
根　

静
穂

　

関
根　

静
穂

7878　

四
柳　

一
麿

　

四
柳　

一
麿

7878　

門
脇　

道
夫

　

門
脇　

道
夫

7878　

刑
部　

孝
一

　

刑
部　

孝
一

7878　

村
野　
　

薫

　

村
野　
　

薫

7878　

横
山　

芳
弘

　

横
山　

芳
弘

7979　

寺
尾　

洋
子

　

寺
尾　

洋
子

7979　

藤
田　

光
男

　

藤
田　

光
男

7979　

井
野　

一
之

　

井
野　

一
之

7979　

池
田　

佑
司

　

池
田　

佑
司

7979　

勝
又　

信
一

　

勝
又　

信
一

7979　

中
川　

健
一

　

中
川　

健
一

7979　

松
本　

和
夫

　

松
本　

和
夫

7979　

一
田　

次
郎

　

一
田　

次
郎

7979　

高
木　
　

進

　

高
木　
　

進

7979　

萩
原　

正
雄

　

萩
原　

正
雄

7979　

安
藤　
　

始

　

安
藤　
　

始

7979　

山
口　

直
和

　

山
口　

直
和

7979　

間
山　

良
子

　

間
山　

良
子

7979　

小
野　

正
一

　

小
野　

正
一

7979　

中
川　

春
雄

　

中
川　

春
雄

7979　

眞
弓　
　

秀

　

眞
弓　
　

秀

7979　

宮
原　

幹
二

　

宮
原　

幹
二

8080　

宇
佐　

繁
子

　

宇
佐　

繁
子

8080　

影
山　

幹
男

　

影
山　

幹
男

8080　

白
川　

牧
子

　

白
川　

牧
子

8080　

白
川　

宗
昭

　

白
川　

宗
昭

8080　

手
島　

基
行

　

手
島　

基
行

8080　

藤
井
真
由
美

　

藤
井
真
由
美

8080　

遠
山　

秀
樹

　

遠
山　

秀
樹

8080　

飯
濱　

正
夫

　

飯
濱　

正
夫

8080　

石
川　
　

明

　

石
川　
　

明

8080　

世
良　

俊
治

　

世
良　

俊
治

8080　

戸
澤　

和
夫

　

戸
澤　

和
夫

8080　

小
川　

隆
夫

　

小
川　

隆
夫

8080　

田
村　

有
三

　

田
村　

有
三

8080　

戸
川　

二
郎

　

戸
川　

二
郎

8080　

服
部　

公
一

　

服
部　

公
一

8080　

山
本　

義
男

　

山
本　

義
男

8080　

横
尾　

邦
光

　

横
尾　

邦
光

8080　

山
本　

泰
紘

　

山
本　

泰
紘

8080　

大
口　
　

茂

　

大
口　
　

茂

8080　

中
野　

敬
視

　

中
野　

敬
視

8181　

石
橋　

進
一

　

石
橋　

進
一

8181　

一
ノ
澤
澄
夫

　

一
ノ
澤
澄
夫

8181　

近
藤　
　

清

　

近
藤　
　

清

8181　

中
出　

文
夫

　

中
出　

文
夫

8181　

伊
藤　

洋
一

　

伊
藤　

洋
一

8181　

神
田　

典
明

　

神
田　

典
明

8181　

鈴
木　

友
房

　

鈴
木　

友
房

8181　

鈴
木　

琢
磨

　

鈴
木　

琢
磨

8181　

門
倉　

光
男

　

門
倉　

光
男

8181　

池
田　

修
司

　

池
田　

修
司

8181　

小
野　

貴
嗣

　

小
野　

貴
嗣

8181　

渟
城　

英
夫

　

渟
城　

英
夫

8181　

新
野　

博
子

　

新
野　

博
子

8282　

岩
田　

政
明

　

岩
田　

政
明

8282　

小
澤　

久
夫

　

小
澤　

久
夫

8282　

木
田　
　

昭

　

木
田　
　

昭

8282　

北
崎　

正
通

　

北
崎　

正
通

8282　

村
山　

良
幸

　

村
山　

良
幸

8282　

瀬
戸
口
和
行

　

瀬
戸
口
和
行

8282　

金
長　

広
典

　

金
長　

広
典

8282　

多
田　

哲
夫

　

多
田　

哲
夫

8282　

門
司　

成
人

　

門
司　

成
人

8282　

富
坂　

典
子

　

富
坂　

典
子

8383　

佐
藤　

信
弘

　

佐
藤　

信
弘

8383　

斎
藤　

隆
裕

　

斎
藤　

隆
裕

8383　

西
山　

典
友

　

西
山　

典
友

8383　

米
原　

尊
仁

　

米
原　

尊
仁

8383　

有
田　

輝
夫

　

有
田　

輝
夫

8383　

鵜
島　

直
子

　

鵜
島　

直
子

8383　

中
村　
　

誠

　

中
村　
　

誠

8383　

加
茂　

信
昭

　

加
茂　

信
昭

8383　

野
村　
　

剛

　

野
村　
　

剛

8383　

勝
目
伸
次
郎

　

勝
目
伸
次
郎

8383　

櫻
井　

健
一

　

櫻
井　

健
一

8383　

千
種　

順
一

　

千
種　

順
一

8383　

渡
辺　

英
明

　

渡
辺　

英
明

8383　

石
塚　

秀
一

　

石
塚　

秀
一

8383　

鵜
沢　

昌
弘

　

鵜
沢　

昌
弘

8383　

川
田　
　

等

　

川
田　
　

等

8383　

森　
　
　

融

　

森　
　
　

融

8383　

福
田　
　

勉

　

福
田　
　

勉

8383　

志
賀　

美
恵

　

志
賀　

美
恵

8383　

後
藤　

俊
彦

　

後
藤　

俊
彦

8484　

小
本　
　

悟

　

小
本　
　

悟

8484　

高
橋　

千
里

　

高
橋　

千
里

8484　

武
藤　

美
登

　

武
藤　

美
登

8484　

吉
田　

隆
光

　

吉
田　

隆
光

8484　

薄
井　

和
男

　

薄
井　

和
男

8484　

黒
目　

達
朗

　

黒
目　

達
朗

8484　

薄
井　
　

睦

　

薄
井　
　

睦

8484　

中
村
栄
利
子

　

中
村
栄
利
子

8484　

尾
崎
喜
代
子

　

尾
崎
喜
代
子

8484　

小
林
洋
一
郎

　

小
林
洋
一
郎

8484　

坂
東　
　

昭

　

坂
東　
　

昭

8484　

中
里　

英
里

　

中
里　

英
里

8484　

水
谷　
　

正

　

水
谷　
　

正

8484　

山
田　

紳
夫

　

山
田　

紳
夫

8484　

佐
伯　

栄
和

　

佐
伯　

栄
和

8484　

塩
満　

義
人

　

塩
満　

義
人

8484　

増
子　

克
紀

　

増
子　

克
紀

8484　

菊
池　

吉
郎

　

菊
池　

吉
郎

8484　

横
山
多
賀
彦

　

横
山
多
賀
彦

8585　

吉
村　

伸
哉

　

吉
村　

伸
哉

8585　

大
西
こ
ず
枝

　

大
西
こ
ず
枝

8585　

実
川　

良
子

　

実
川　

良
子

8585　

竹
野
内
禎
子

　

竹
野
内
禎
子

8585　

上
野　

三
郎

　

上
野　

三
郎

8585　

小
野　

和
敏

　

小
野　

和
敏

8585　

中
村　

和
之

　

中
村　

和
之

8585　

杉
本　

唯
夫

　

杉
本　

唯
夫

8585　

中　
　

盛
秀

　

中　
　

盛
秀

8585　

西
谷　

榮
治

　

西
谷　

榮
治

8585　

打
田　

文
博

　

打
田　

文
博

8585　

細
野　

政
和

　

細
野　

政
和

8686　

梶
田　

真
理

　

梶
田　

真
理

8686　

加
藤　

一
雄

　

加
藤　

一
雄

8686　

倉
橋
真
起
子

　

倉
橋
真
起
子

8686　

夏
井　

敬
雄

　

夏
井　

敬
雄

8686　

石
橋　
　

栄

　

石
橋　
　

栄

8686　

萱
島　

祥
彦

　

萱
島　

祥
彦

8686　

幸
坂　

和
彦

　

幸
坂　

和
彦

8686　

近
藤　
　

徹

　

近
藤　
　

徹

8686　

坂
出　

譲
治

　

坂
出　

譲
治

8686　

柚
井　

正
道

　

柚
井　

正
道

8686　

安
達　
　

明

　

安
達　
　

明

8686　

市
堀　

宏
之

　

市
堀　

宏
之

8686　

西
高
辻
信
良

　

西
高
辻
信
良

8686　

早
川　

政
弘

　

早
川　

政
弘

8686　

有
賀　

寛
典

　

有
賀　

寛
典

8787　

倉
下　

正
弘

　

倉
下　

正
弘

8787　

小
泉　

勝
俊

　

小
泉　

勝
俊

8787　

高
野　

正
興

　

高
野　

正
興

8787　

山
本　

雅
緒

　

山
本　

雅
緒

8787　

本
田　

善
彦

　

本
田　

善
彦

8787　

石
橋　
　

裕

　

石
橋　
　

裕

8787　

斉
藤　
　

弘

　

斉
藤　
　

弘

8787　

鎌
田　

告
人

　

鎌
田　

告
人

8787　

間
宮　
　

敏

　

間
宮　
　

敏

8787　

佐
藤　

俊
一

　

佐
藤　

俊
一

8787　

柴　
　

賢
悟

　

柴　
　

賢
悟

8888　

平
野　

泰
樹

　

平
野　

泰
樹

8888　

花
光　
　

亮

　

花
光　
　

亮

8888　

熊
谷　
　

隆

　

熊
谷　
　

隆

8888　

小
林　

憲
子

　

小
林　

憲
子

8888　

前
島　

和
子

　

前
島　

和
子

8888　

佐
々
木
壽
徳

　

佐
々
木
壽
徳

8888　

杉
内　

聡
恵

　

杉
内　

聡
恵

8888　

大
村　

光
正

　

大
村　

光
正

8888　

杉
山　

晃
嗣

　

杉
山　

晃
嗣

8888　

大
木　

孝
男

　

大
木　

孝
男

8888　

澤　
　

正
二

　

澤　
　

正
二

8888　

鈴
木　

明
子

　

鈴
木　

明
子

8888　

遠
藤　

靖
宏

　

遠
藤　

靖
宏

8989　

國
田　

昌
男

　

國
田　

昌
男

8989　

川
俣　

晴
子

　

川
俣　

晴
子

8989　

権
藤　
　

晋

　

権
藤　
　

晋

8989　

福
田　

金
一

　

福
田　

金
一

8989　

西
村
庄
一
郎

　

西
村
庄
一
郎

8989　

棚
木　

重
忠

　

棚
木　

重
忠

8989　

姉
崎　

政
男

　

姉
崎　

政
男

8989　

矢
田　

純
行

　

矢
田　

純
行

9090　

高
山　

幸
代

　

高
山　

幸
代

9090　

滝
沢　

敬
一

　

滝
沢　

敬
一

9090　

松
本　
　

啓

　

松
本　
　

啓

9090　

石
川　

次
郎

　

石
川　

次
郎

9090　

板
谷
扇
一
郎

　

板
谷
扇
一
郎

9090　

高
田　

純
男

　

高
田　

純
男

9090　

高
野
橋　

弘

　

高
野
橋　

弘

9090　

田
所　
　

真

　

田
所　
　

真

9090　

喜
多　

浩
之

　

喜
多　

浩
之

9191　

鈴
木　

岩
根

　

鈴
木　

岩
根

9191　

角
屋
由
美
子

　

角
屋
由
美
子

9191　

高
松　

圭
子

　

高
松　

圭
子

9191　

原
田　

廣
美

　

原
田　

廣
美

9191　

中
上　
　

徹

　

中
上　
　

徹

9191　

長
尾　
　

康

　

長
尾　
　

康

9191　

高
松　
　

恒

　

高
松　
　

恒

9191　

露
木　

義
行

　

露
木　

義
行

9191　

山
川　

康
夫

　

山
川　

康
夫

9292　

雲
丹
亀
洋
介

　

雲
丹
亀
洋
介

9292　

北
澤　
　

薫

　

北
澤　
　

薫

9292　

榊
原　

順
悦

　

榊
原　

順
悦

9292　

鈴
木　

雅
己

　

鈴
木　

雅
己

9292　

阿
部　

純
代

　

阿
部　

純
代

9292　

今
村　
　

勝

　

今
村　
　

勝

9292　

生
方　

圭
子

　

生
方　

圭
子

9292　

飯
田　

英
子

　

飯
田　

英
子

9292　

伴　
　

卓
司

　

伴　
　

卓
司

9292　

岩
瀬　

淳
誠

　

岩
瀬　

淳
誠

9292　

谷　
　

浩
行

　

谷　
　

浩
行

9292　

三
橋　

直
也

　

三
橋　

直
也

9292　

武
藤　

充
孝

　

武
藤　

充
孝

9292　

金
井　

重
雄

　

金
井　

重
雄

9292　

木
村　

公
成

　

木
村　

公
成

9292　

鈴
木　
　

隆

　

鈴
木　
　

隆

9292　

澁
谷　

俊
樹

　

澁
谷　

俊
樹

9292　

渡
井　

勝
已

　

渡
井　

勝
已

9292　

石
神　

治
男

　

石
神　

治
男

9292　

江
畑　

光
治

　

江
畑　

光
治

9393　

牛
久
保　

聡

　

牛
久
保　

聡

9393　

岩
崎　

圭
三

　

岩
崎　

圭
三

9393　

小
圷　

恵
江

　

小
圷　

恵
江

9393　

志
波　

昌
明

　

志
波　

昌
明

9393　

高
野
橋
真
弓

　

高
野
橋
真
弓

9393　

出
石　
　

稔

　

出
石　
　

稔

9393　

樋
口　

貴
子

　

樋
口　

貴
子

9393　

村
井　
　

洋

　

村
井　
　

洋

9393　

安
田　

寿
男

　

安
田　

寿
男

9393　

篠
宮　

和
美

　

篠
宮　

和
美

9494　

福
田　

洋
子

　

福
田　

洋
子

9494　

南　
　

和
男

　

南　
　

和
男

9494　

高
橋　
　

正

　

高
橋　
　

正

9494　

土
生　

直
子

　

土
生　

直
子

9494　

久
保
田
利
幸

　

久
保
田
利
幸

9494　

坂
本　

祐
介

　

坂
本　

祐
介

9494　
勅
使
河
原
正
典

勅
使
河
原
正
典

9494　

津
金　

義
尚

　

津
金　

義
尚

9494　

高
橋　

徳
久

　

高
橋　

徳
久

9595　

二
階
堂　

衛

　

二
階
堂　

衛

9595　

眞
鍋　

豊
孝

　

眞
鍋　

豊
孝

9595　

出
野　

憲
司

　

出
野　

憲
司

9595　

栗
原　

康
世

　

栗
原　

康
世

9595　

角
田　

文
子

　

角
田　

文
子

9595　

木
村　
　

剛

　

木
村　
　

剛

9595　

藤
山　

宣
広

　

藤
山　

宣
広

9595　

力
丸　

健
治

　

力
丸　

健
治

9696　

山
下　
　

剛

　

山
下　
　

剛

9696　

林　

浩
一
郎

　

林　

浩
一
郎

9696　

佐
々
木
良
作

　

佐
々
木
良
作

9797　

大
原　

敏
行

　

大
原　

敏
行

9797　

花
山　

勝
弘

　

花
山　

勝
弘

9797　

中
村　
　

太

　

中
村　
　

太

9797　

田
所　
　

香

　

田
所　
　

香

9797　

瀬
越　

敏
弘

　

瀬
越　

敏
弘

9797　

原　
　

一
文

　

原　
　

一
文

9797　

深
澤　

和
晃

　

深
澤　

和
晃

9797　

中
山　

拓
弥

　

中
山　

拓
弥

9898　

須
藤　
　

清

　

須
藤　
　

清

9898　

白
鳥　

俊
明

　

白
鳥　

俊
明

9898　

野
崎　

俊
幸

　

野
崎　

俊
幸

9999　

岡
田　

博
親

　

岡
田　

博
親

9999　

佐
藤　
　

悌

　

佐
藤　
　

悌

9999　

鈴
木　

康
寛

　

鈴
木　

康
寛

9999　

菅　
　

正
治

　

菅　
　

正
治

9999　

櫻
井　

和
利

　

櫻
井　

和
利

100100　

鬼
生
田
顕
英

　

鬼
生
田
顕
英

100100　

軍
司　

孝
之

　

軍
司　

孝
之

100100　

津
島　

邦
宏

　

津
島　

邦
宏

100100　

田
中　

光
𠮷

　

田
中　

光
𠮷

101101　

波
多
野
容
子

　

波
多
野
容
子

101101　

佐
直　

利
昭

　

佐
直　

利
昭

101101　

上
田
桂
太
郎

　

上
田
桂
太
郎

102102　

糸
田
由
香
子

　

糸
田
由
香
子

102102　

常
盤
井
武
典

　

常
盤
井
武
典

103103　

藤
井　

有
美

　

藤
井　

有
美

103103　

荻
野　

睦
浩

　

荻
野　

睦
浩

103103　

宮
下　

秀
一

　

宮
下　

秀
一

104104　

篠
原　

規
昭

　

篠
原　

規
昭

104104　

池
内　

優
仁

　

池
内　

優
仁

104104　

寺
﨑　

晃
至

　

寺
﨑　

晃
至

104104　

山
本　

健
裕

　

山
本　

健
裕

105105　

宮
城　

克
文

　

宮
城　

克
文

106106　

渡
貫　

竜
也

　

渡
貫　

竜
也

106106　

立
花　

正
善

　

立
花　

正
善

107107　

稲
葉　

桃
江

　

稲
葉　

桃
江

107107　

山
本　
　

歩

　

山
本　
　

歩

107107　

岡
田　
　

誠

　

岡
田　
　

誠

107107　

浅
井　
　

厚

　

浅
井　
　

厚

108108　

小
田
部
伸
也

　

小
田
部
伸
也

109109　

中
道　

豪
一

　

中
道　

豪
一

109109　

玉
置　

佑
司

　

玉
置　

佑
司

109109　

剱
持　

幸
紀

　

剱
持　

幸
紀

110110　

佐
伯　

睦
麿

　

佐
伯　

睦
麿

110110　

溝
口　

洋
平

　

溝
口　

洋
平

110110　

塩
満　

宗
人

　

塩
満　

宗
人

110110　

近
藤　

啓
文

　

近
藤　

啓
文

111111　

黒
田　

貴
彦

　

黒
田　

貴
彦

111111　

岩
下　

信
史

　

岩
下　

信
史

112112　

柚
井　

克
仁

　

柚
井　

克
仁

112112　

浦
部　

千
尋

　

浦
部　

千
尋

112112　

上
山　

征
彦

　

上
山　

征
彦

113113　

橋
本　

義
隆

　

橋
本　

義
隆

114114　

矢
吹　
　

隆

　

矢
吹　
　

隆

114114　

上
田　

重
安

　

上
田　

重
安

116116　

西
山　

宜
友

　

西
山　

宜
友

117117　

中
村　

有
希

　

中
村　

有
希

117117　

打
田　

宗
久

　

打
田　

宗
久

118118　

柴
野　

悠
樹

　

柴
野　

悠
樹

118118　

間
宮　

三
佳

　

間
宮　

三
佳

118118　

滑
川　

順
子

　

滑
川　

順
子

119119　

柴
田　

健
吾

　

柴
田　

健
吾

120120　

川
島　

一
剛

　

川
島　

一
剛

123123　

塩
満　

太
佑

　

塩
満　

太
佑

125125　

下
山
田
治
美

　

下
山
田
治
美

8484　

日
野　
　

朗

　

日
野　
　

朗

8484　

五
十
嵐
章
雄

　

五
十
嵐
章
雄

8686　

鳥
海　

芳
行

　

鳥
海　

芳
行

8686　

米
澤　

光
子

　

米
澤　

光
子

8686　

遠
山　

淳
二

　

遠
山　

淳
二

8686　

高
橋　

一
幸

　

高
橋　

一
幸

8787　

金
津　

泰
康

　

金
津　

泰
康

8787　

大
濱　

信
宏

　

大
濱　

信
宏

8787　

吉
本　
　

充

　

吉
本　
　

充

8888　

鈴
木　

郁
彦

　

鈴
木　

郁
彦

8888　

須
藤　

幸
真

　

須
藤　

幸
真

8888　

佐
藤　
　

博

　

佐
藤　
　

博

8888　

田
中　

時
義

　

田
中　

時
義

8989　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

8989　

伊
藤
比
呂
志

　

伊
藤
比
呂
志

9090　

江
馬
潤
一
郎

　

江
馬
潤
一
郎

9090　

小
林　

清
子

　

小
林　

清
子

9090　

徳
増　

政
幸

　

徳
増　

政
幸

9191　

清
水　
　

史

　

清
水　
　

史

9292　

宮
﨑　

宏
視

　

宮
﨑　

宏
視

9393　

貞
方　

厚
代

　

貞
方　

厚
代

9393　

田
久
保
雄
二

　

田
久
保
雄
二

9393　

湯
尾　

健
児

　

湯
尾　

健
児

9393　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

9393　

今
井　

好
子

　

今
井　

好
子

9494　

石
川　

則
子

　

石
川　

則
子

9494　

田
中　

裕
介

　

田
中　

裕
介

9595　

真
鍋　

佳
輝

　

真
鍋　

佳
輝

9595　

堂
本　

博
文

　

堂
本　

博
文

9595　

堂
本　

竜
子

　

堂
本　

竜
子

9595　

田
中　
　

至

　

田
中　
　

至

9595　

臼
井　

貞
夫

　

臼
井　

貞
夫

9696　

金
子　

征
美

　

金
子　

征
美

9898　

前
澤　

勝
巳

　

前
澤　

勝
巳

9999　

篠
田　

朋
子

　

篠
田　

朋
子

9999　

大
谷　

哲
史

　

大
谷　

哲
史

101101　

高
橋　

寿
枝

　

高
橋　

寿
枝

101101　

清
原　

大
作

　

清
原　

大
作

102102　

櫻
井　

辰
男

　

櫻
井　

辰
男

102102　

石
橋　

敏
幸

　

石
橋　

敏
幸

104104　

須
藤　

岳
志

　

須
藤　

岳
志

104104　

藤
枝　

誠
二

　

藤
枝　

誠
二

105105　

池
田　

義
久

　

池
田　

義
久

106106　

舘
岡　
　

裕

　

舘
岡　
　

裕

107107　

田
村　
　

博

　

田
村　
　

博

109109　

大
泉　

瑞
穂

　

大
泉　

瑞
穂

110110　

大
岡　

倫
子

　

大
岡　

倫
子

111111　

栗
原
明
日
香

　

栗
原
明
日
香

113113　

和
田
恵
梨
子

　

和
田
恵
梨
子

113113　

永
吉　

慶
子

　

永
吉　

慶
子

115115　

常
廣　
　

徹

　

常
廣　
　

徹

115115　

脇
阪　
　

央

　

脇
阪　
　

央

116116　

武
井　
　

玲

　

武
井　
　

玲

116116　

澤
田　

直
幸

　

澤
田　

直
幸

116116　

木
名
瀬
真
大

　

木
名
瀬
真
大

117117　

竹
内　

達
彦

　

竹
内　

達
彦

117117　

脇
阪　

一
代

　

脇
阪　

一
代

117117　

上
口　

清
美

　

上
口　

清
美

125125　

渡　
　

伊
吹

　

渡　
　

伊
吹

8888　

花
光　
　

亮

　

花
光　
　

亮

8888　

川
島　

昭
光

　

川
島　

昭
光

8989　

川
成　

豊
美

　

川
成　

豊
美

8989　

矢
田　

純
行

　

矢
田　

純
行

9090　

高
畠　
　

崇

　

高
畠　
　

崇

9191　

馬
場　

信
男

　

馬
場　

信
男

9292　

谷　
　

浩
行

　

谷　
　

浩
行

9393　

田
久
保
雄
二

　

田
久
保
雄
二

9393　

摘
田
み
ゆ
き

　

摘
田
み
ゆ
き

9595　

真
鍋　

佳
輝

　

真
鍋　

佳
輝

9595　

宇
梶　

良
昭

　

宇
梶　

良
昭

9595　

坂
本　

訓
之

　

坂
本　

訓
之

9696　

高
森　

大
乗

　

高
森　

大
乗

9696　

菊
地
要
之
介

　

菊
地
要
之
介

9696　

石
川　

正
典

　

石
川　

正
典

9797　

中
村　
　

太

　

中
村　
　

太

9797　

温
井　

正
司

　

温
井　

正
司

9898　

西
川　

美
保

　

西
川　

美
保

9999　

鈴
木　

康
寛

　

鈴
木　

康
寛

100100　

鬼
生
田
顕
英

　

鬼
生
田
顕
英

100100　

田
中　

光
𠮷

　

田
中　

光
𠮷

103103　

藤
井　

有
美

　

藤
井　

有
美

104104　

和
智　

恵
一

　

和
智　

恵
一

112112　

上
山　

征
彦

　

上
山　

征
彦

114114　

打
田　

雅
臣

　

打
田　

雅
臣

114114　

御
園
生
麻
美

　

御
園
生
麻
美

117117　

谷
山　

文
哉

　

谷
山　

文
哉

117117　

中
村　

有
希

　

中
村　

有
希

117117　

打
田　

宗
久

　

打
田　

宗
久

119119　

小
倉　

崇
弘

　

小
倉　

崇
弘

120120　

武
井　

正
武

　

武
井　

正
武

五
千
円

7070　

佐
藤　

豊
子

　

佐
藤　

豊
子

千
百
二
十
円

8383　

匿　
　
　

名

　

匿　
　
　

名

6868　

渡
辺　

茂
彦

　

渡
辺　

茂
彦

6969　

岩
﨑　

善
一

　

岩
﨑　

善
一

7070　

中
山　
　

修

　

中
山　
　

修

7272　

小
野
田
敦
子

　

小
野
田
敦
子

7373　

井
草　

文
恵

　

井
草　

文
恵

7373　

鈴
木　

利
和

　

鈴
木　

利
和

7373　

平
岩　

久
敏

　

平
岩　

久
敏

7474　

有
賀　

伸
興

　

有
賀　

伸
興

7474　

横
田
地
克
成

　

横
田
地
克
成

7474　

和
田　

邦
光

　

和
田　

邦
光

7676　

内
田　
　

寛

　

内
田　
　

寛

7676　

橋
本　

英
雄

　

橋
本　

英
雄

7676　

永
島　

淑
子

　

永
島　

淑
子

7878　

門
脇　

道
夫

　

門
脇　

道
夫

7878　

刑
部　

孝
一

　

刑
部　

孝
一

7878　

高
苗　

政
義

　

高
苗　

政
義

7878　

平
田　

清
士

　

平
田　

清
士

7878　

寳
嶋　
　

豊

　

寳
嶋　
　

豊

7979　

中
村　

美
規

　

中
村　

美
規

7979　

水
原
土
美
子

　

水
原
土
美
子

8080　

小
俣　

能
範

　

小
俣　

能
範

8080　

影
山　

幹
男

　

影
山　

幹
男

8080　

工
藤　

敏
夫

　

工
藤　

敏
夫

8080　

世
良　

俊
治

　

世
良　

俊
治

8080　

古
屋　
　

眞

　

古
屋　
　

眞

8181　

寺
田　
　

章

　

寺
田　
　

章

8282　

岩
田　

政
明

　

岩
田　

政
明

8282　

中
西
三
千
代

　

中
西
三
千
代

8383　

石
塚　

秀
一

　

石
塚　

秀
一

8383　

沢
畑
明
比
古

　

沢
畑
明
比
古

8383　

高
橋　

幹
男

　

高
橋　

幹
男

8484　

風
見　

光
男

　

風
見　

光
男

8484　

川
口　

孝
博

　

川
口　

孝
博

8484　

黒
田　

正
明

　

黒
田　

正
明

8585　

打
田　

文
博

　

打
田　

文
博

8585　

森　
　

泰
文

　

森　
　

泰
文

8686　

市
堀　

宏
之

　

市
堀　

宏
之

8686　

西　

か
よ
子

　

西　

か
よ
子

8787　

阪
野　

貞
行

　

阪
野　

貞
行

8888　

肥
土
貴
美
男

　

肥
土
貴
美
男

8888　

田
辺　

泰
典

　

田
辺　

泰
典

8888　

花
光　
　

亮

　

花
光　
　

亮

8888　

丸
山　

幸
也

　

丸
山　

幸
也

9191　

小
林　
　

薫

　

小
林　
　

薫

9292　

阿
部　

純
代

　

阿
部　

純
代

9393　

牛
久
保
浩
之

　

牛
久
保
浩
之

9393　

田
久
保
雄
二

　

田
久
保
雄
二

9494　

土
生　

直
子

　

土
生　

直
子

9494　

徳
田　

達
治

　

徳
田　

達
治

9595　

坂
本　

訓
之

　

坂
本　

訓
之

9696　

菊
地
要
之
介

　

菊
地
要
之
介

9696　

高
森　

大
乗

　

高
森　

大
乗

9797　

中
村　
　

太

　

中
村　
　

太

9999　

大
谷　

哲
史

　

大
谷　

哲
史

100100　

本
山　

華
子

　

本
山　

華
子

102102　

糸
田
由
香
子

　

糸
田
由
香
子

103103　

藤
井　

有
美

　

藤
井　

有
美

104104　

和
智　

恵
一

　

和
智　

恵
一

106106　

沼
口　

玲
子

　

沼
口　

玲
子

109109　

大
泉　

瑞
穂

　

大
泉　

瑞
穂

109109　

金
井　

一
晃

　

金
井　

一
晃

110110　

近
藤　

啓
文

　

近
藤　

啓
文

113113　

瀨
戸
川
睦
人

　

瀨
戸
川
睦
人

114114　

打
田　

雅
臣

　

打
田　

雅
臣

117117　

打
田　

宗
久

　

打
田　

宗
久

117117　

中
村　

有
希

　

中
村　

有
希

120120　

青
木　

澄
人

　

青
木　

澄
人

120120　

武
井　

正
武

　

武
井　

正
武

120120　

西
尾　

尚
己

　

西
尾　

尚
己

120120　

星
川　

尚
子

　

星
川　

尚
子

124124　

青
木
貴
美
江

　

青
木
貴
美
江

125125　

下
山
田
治
美

　

下
山
田
治
美

二
千
円

7474　

前
川　

圀
彦

　

前
川　

圀
彦

9292　

木
村　

公
成

　

木
村　

公
成

111111　

黒
田　

貴
彦

　

黒
田　

貴
彦

國學院大學博物館だより
毎号博物館の企画展を紹介していきます。毎号博物館の企画展を紹介していきます。

入館無料

会期：令和元年８月31日（土）～10月27日（日）
会期中休館日： ９月30日（月）　会場：國學院大學博物館 企画展示室

展　　示「有栖川宮家・高松宮家ゆかりの新収蔵品」

予約不要
無料

会期中、ミュージアムトークも開催！詳しくは展覧会チラシもしくは、國學院大學博
物館ホームページをご覧ください。

イベント

ミュージアムショップにて展覧会図録も販売！
そ の 他

宮家伝来の品々を公開します。
　國學院大學の経営母体であった皇典講究所は、明治15（1882）年に
創立しました。初代総裁に就任された有栖川宮幟仁親王が同所開黌式に
おいて示された「告諭」は、今日においても本学の「建学の精神」の基
礎をなすものとして受け継がれています。このような創立以来の有栖川
宮家とのご縁から、本学では有栖川宮家の祭祀を継承された高松宮宣仁
親王妃喜久子殿下のご高配により、ご襲蔵してこられた有栖川宮家なら
びに宣仁親王・喜久子妃両殿下ゆかりの品々を拝領し、収蔵していま
す。本展示では、本学と両宮家との関わりを紹介すると共に、昨年新た
に収蔵した品々を公開します。精巧で美術的価値の高い両宮家伝来の品
々をご鑑賞いただければ幸いです。

開催！「有栖川宮家・高松宮家ゆかりの新収蔵品」
企画展

四季草花蒔絵宝石箪笥
（貞明皇后御遺品）

院 友 会 報残暑見舞号 令和元年８月10日（土）　No.372 12



お
願
い
い
た
し
ま
す
。

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

 

◆
N
P
O
法
人
フ
レ
ー
ム

・
ラ
ボ

仙
台
市
青
葉
区
堤
雨
宮
町

四
―
十
一

伊
藤
ビ
ル
一
階

☎
〇
二
二

三
四
四

七
一

九
〇

ふ
〇
二
二

三
四
四

七
一

九
九
 

めframlabo@gmail.com 

ほhttps://fram
elabo-

w
eb.jim

dosite.com

 

井
上
智
子
（
100100
文
）
記

北から南か
ら

北海道
道北支部

北海道
道東支部

北海道
道央支部

北海道
道南支部

宮城県
支部

秋田県
支部

◎
支
部
長
…
前
田
豊（
ま

え
だ
・
ゆ
た
か
／
86
史
）

◎
事
務
局
…
旭
川
市
末
広

八
条
一
丁
目

旭
川
実
業
高
等
学
校

岡
本
敦
子（
91
文
２
）

☎
〇
一
六
六
―
五
一
―

一
二
四
六

◎
支
部
長
…
渡
辺
和
勇

（
わ
た
な
べ
・
か
ず
お
／

63
政
）

◎
事
務
局
…
北
見
市
北
二

条
東
六
―
十
一

北
見
神
社

村
井
一
介（
108
神
）

☎
〇
一
五
七
―
二
三
―

四
四
〇
五

◎
支
部
長
…
吉
田
源
彦

（
よ
し
だ
・
も
と
ひ
こ
／

73
神
）

◎
事
務
局
…
札
幌
市
中
央

区
宮
ヶ
丘
四
七
四

北
海
道
神
宮

斉
藤
肇（
104
神
）

☎
〇
一
一
―
六
一
一
―

〇
二
六
一

◎
支
部
長
…
小
野
孝
良

（
お
の
・
た
か
よ
し
／
65

宗
）

◎
事
務
局
…
北
斗
市
七
重

浜
七
―
五
―
一

月
館
久
治（
86
神
）

☎
〇
一
三
八
―
四
九
―

五
二
〇
九

◎
支
部
長
…

三
夫（
か

ぎ
・
み
つ
お
／
81
神
）

◎
事
務
局
…
塩

市
一
森

山
一
―
一

志
波
彦
神
社
・
鹽

神
社

大
瀧
博
司（
93
神
専
攻
）

☎
〇
二
二
―
三
六
七
―

一
六
一
一

◎
支
部
長
…
冨
樫
泰
時

（
と
が
し
・
や
す
と
き
／

71
史
）

◎
事
務
局
…
秋
田
市
茨
島

二
―
十
―
八

加
藤
繁（
81
文
）

☎
〇
一
八
―
八
二
三
―

六
〇
二
六

紡
が
れ
る
縁

　

私
は
現
在
、
北
海
道
旭
川

　

私
は
現
在
、
北
海
道
旭
川

市
の
中
学
校
で
勤
務
し
て
い

市
の
中
学
校
で
勤
務
し
て
い

ま
す
。
六
年
間
期
限
付
き
教

ま
す
。
六
年
間
期
限
付
き
教

諭
と
し
て
働
き
な
が
ら
、
教

諭
と
し
て
働
き
な
が
ら
、
教

員
採
用
試
験
に
挑
み
続
け
て

員
採
用
試
験
に
挑
み
続
け
て

い
ま
し
た
が
、
昨
年
度
の
採

い
ま
し
た
が
、
昨
年
度
の
採

用
試
験
で
合
格
し
、
今
年
度

用
試
験
で
合
格
し
、
今
年
度

か
ら
正
採
用
と
し
て
働
き
始

か
ら
正
採
用
と
し
て
働
き
始

め
ま
し
た
。
若
さ
溢
れ
る
生

め
ま
し
た
。
若
さ
溢
れ
る
生

徒
た
ち
と
多
く
の
時
間
を
共

徒
た
ち
と
多
く
の
時
間
を
共

に
過
ご
し
、
共
に
成
長
し
、

に
過
ご
し
、
共
に
成
長
し
、

毎
日
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

毎
日
が
充
実
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
今
年
、
大
学
を
卒

　

さ
て
、
今
年
、
大
学
を
卒

業
し
て
か
ら
初
め
て
院
友
会

業
し
て
か
ら
初
め
て
院
友
会

我
が
支
部
の
自
慢

海
保
進
一
さ
ん

　

今
話
題
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ

　

今
話
題
の
Ｎ
Ｈ
Ｋ
連
続
テ

レ
ビ
小
説
「
な
つ
ぞ
ら
」

レ
ビ
小
説
「
な
つ
ぞ
ら
」

で
、
主
人
公
が
通
う
農
業
高

で
、
主
人
公
が
通
う
農
業
高

校
の
演
劇
部
顧
問
と
し
て
大

校
の
演
劇
部
顧
問
と
し
て
大

き
な
存
在
感
を
出
し
て
い
る

き
な
存
在
感
を
出
し
て
い
る

「
倉
田
隆
一
先
生
」。
こ
の

「
倉
田
隆
一
先
生
」。
こ
の

人
物
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
人

人
物
の
モ
デ
ル
と
な
っ
た
人

が
い
ま
す
。
そ
れ
は
帯
広
の

が
い
ま
す
。
そ
れ
は
帯
広
の

劇
作
家
「
海
保
進
一
」
さ
ん

劇
作
家
「
海
保
進
一
」
さ
ん

で
す
。

で
す
。

　

海
保
さ
ん
は
昭
和
四
年
千

　

海
保
さ
ん
は
昭
和
四
年
千

葉
県
生
ま
れ
。
國
學
院
大
學

葉
県
生
ま
れ
。
國
學
院
大
學

専
門
部
を
卒
業
後
（

専
門
部
を
卒
業
後
（
5757

専
）、
故
郷
で
国
語
教
師
を

専
）、
故
郷
で
国
語
教
師
を

し
て
い
ま
し
た
が
、
映
画

し
て
い
ま
し
た
が
、
映
画

「
君
の
名
は
」
で
描
か
れ
た

「
君
の
名
は
」
で
描
か
れ
た

北
海
道
の
風
土
に
憧
れ
を
募

北
海
道
の
風
土
に
憧
れ
を
募

ら
せ
、
現
在
の
「
川
西
農
業

ら
せ
、
現
在
の
「
川
西
農
業

高
校
（
現
・
帯
広
農
業
高

高
校
（
現
・
帯
広
農
業
高

校
）
」
へ
移
り
ま
し
た
。
演

校
）
」
へ
移
り
ま
し
た
。
演

劇
部
顧
問
と
な
り
同
校
演
劇

劇
部
顧
問
と
な
り
同
校
演
劇

部
を
何
度
も
全
道
・
全
国
大

部
を
何
度
も
全
道
・
全
国
大

会
に
導
き
ま
し
た
。
さ
ら
に

会
に
導
き
ま
し
た
。
さ
ら
に

演
出
家
や
戯
曲
作
家
と
し
て

演
出
家
や
戯
曲
作
家
と
し
て

も
活
躍
し
て
お
り
、
昭
和
四

も
活
躍
し
て
お
り
、
昭
和
四

十
六
年
に
は
全
国
ア
マ
チ
ュ

十
六
年
に
は
全
国
ア
マ
チ
ュ

ア
演
劇
連
盟
創
作
脚
本
賞
、

ア
演
劇
連
盟
創
作
脚
本
賞
、

翌
年
に
は
第

翌
年
に
は
第
2323
回
帯
広
市
文

回
帯
広
市
文

化
奨
励
賞
な
ど
数
々
の
賞
を

化
奨
励
賞
な
ど
数
々
の
賞
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
元
年
に
大
樹
高
校
長

　

平
成
元
年
に
大
樹
高
校
長

を
最
後
に
退
職
し
、
そ
の
後

を
最
後
に
退
職
し
、
そ
の
後

は
帯
広
大
谷
短
期
大
学
の
講

は
帯
広
大
谷
短
期
大
学
の
講

師
と
な
っ
て
演
劇
論
を
講
じ

師
と
な
っ
て
演
劇
論
を
講
じ

ま
し
た
。
さ
ら
に
十
勝
管
内

ま
し
た
。
さ
ら
に
十
勝
管
内

上
類
の
を
か
し

　

謹
ん
で
改
元
の
お
祝
い
を

　

謹
ん
で
改
元
の
お
祝
い
を

申
し
上
げ
ま
す
。

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
支
部
の
夏
を
迎

　

さ
て
、
本
支
部
の
夏
を
迎

え
る
恒
例
行
事
の
一
つ
で
あ

え
る
恒
例
行
事
の
一
つ
で
あ

る
「
狂
言
大
蔵
流
山
本
会
」

る
「
狂
言
大
蔵
流
山
本
会
」

に
よ
る
公
演
が
、
六
月
十
四

に
よ
る
公
演
が
、
六
月
十
四

日
に
短
大
部
の
所
在
地
の
滝

日
に
短
大
部
の
所
在
地
の
滝

川
市
で
、
翌
十
五
日
に
は
浦

川
市
で
、
翌
十
五
日
に
は
浦

臼
町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

臼
町
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

公
演
に
は
、
人
間
国
宝
四

　

公
演
に
は
、
人
間
国
宝
四

世
山
本
東
次
郎
師
（

世
山
本
東
次
郎
師
（
6969
文
）
文
）

そ
の
ご
舎
弟
で
重
要
無
形
文

そ
の
ご
舎
弟
で
重
要
無
形
文

化
財
総
合
指
定
山
本
則
俊
師

化
財
総
合
指
定
山
本
則
俊
師

（
7373
政
）
を
は
じ
め
一
行
六

政
）
を
は
じ
め
一
行
六

名
が
訪
れ
ま
し
た
。

名
が
訪
れ
ま
し
た
。

　

滝
川
公
演
は
、
一
期
一
会

　

滝
川
公
演
は
、
一
期
一
会

が
回
を
重
ね
る
こ
と
十
七
回

が
回
を
重
ね
る
こ
と
十
七
回

目
と
な
り
、
東
次
郎
師
の

目
と
な
り
、
東
次
郎
師
の

「
狂
言
と
日
本
人
の
美
意

「
狂
言
と
日
本
人
の
美
意

識
」
と
題
し
た
講
演
に
は
じ

識
」
と
題
し
た
講
演
に
は
じ

「
い
も
男
爵
」っ
て
…
？

　

い
も
男
爵
〝
川
田
龍
吉
〞

　

い
も
男
爵
〝
川
田
龍
吉
〞

の
進
取
の
精
神
を
も
っ
と
広

の
進
取
の
精
神
を
も
っ
と
広

く
深
く
、
よ
り
多
く
の
人
々

く
深
く
、
よ
り
多
く
の
人
々

に
知
っ
て
頂
け
た
ら
…
そ
ん

に
知
っ
て
頂
け
た
ら
…
そ
ん

な
思
い
を
集
約
さ
せ
て
函
館

な
思
い
を
集
約
さ
せ
て
函
館

の
隣
町
で
あ
る
七
飯
町
に

の
隣
町
で
あ
る
七
飯
町
に

「
男
爵
ラ
ウ
ン
ジ
」
を
こ
の

「
男
爵
ラ
ウ
ン
ジ
」
を
こ
の

四
月
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し

四
月
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
し

た
。
た
。

　

龍
吉
男
爵
と
北
海
道
と
の

　

龍
吉
男
爵
と
北
海
道
と
の

縁
は
明
治
三
十
九
年
、
当
時

縁
は
明
治
三
十
九
年
、
当
時

の
函
館
ド
ッ
ク
再
建
の
為
請

の
函
館
ド
ッ
ク
再
建
の
為
請

わ
れ
て
来
函
し
た
こ
と
に
は

わ
れ
て
来
函
し
た
こ
と
に
は

じ
ま
り
ま
す
。

じ
ま
り
ま
す
。

四
町
で
エ
ッ
セ
ー
教
室
を
創

四
町
で
エ
ッ
セ
ー
教
室
を
創

設
し
、
二
十
年
以
上
も
指
導

設
し
、
二
十
年
以
上
も
指
導

を
続
け
る
な
ど
、
地
域
文
化

を
続
け
る
な
ど
、
地
域
文
化

発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た

発
展
に
大
き
く
貢
献
さ
れ
た

人
で
す
。

人
で
す
。

　

海
保
さ
ん
は
昨
年
三
月
に

　

海
保
さ
ん
は
昨
年
三
月
に

八
十
九
歳
と
い
う
年
齢
で
ご

八
十
九
歳
と
い
う
年
齢
で
ご

逝
去
さ
れ
ま
し
た
が
、
地
元

逝
去
さ
れ
ま
し
た
が
、
地
元

十
勝
の
文
化
界
を
牽
引
さ
れ

十
勝
の
文
化
界
を
牽
引
さ
れ

た
功
績
は
素
晴
ら
し
く
、
道

た
功
績
は
素
晴
ら
し
く
、
道

東
の
偉
大
な
る
院
友
と
し
て

東
の
偉
大
な
る
院
友
と
し
て

ご
紹
介
申
し
上
げ
ま
す
。

ご
紹
介
申
し
上
げ
ま
す
。

村
井
一
介
（
108108
神
／

支
部
事
務
局
）
記

道
北
支
部
の
総
会
に
出
席
い

道
北
支
部
の
総
会
に
出
席
い

た
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
母

た
し
ま
し
た
。
総
会
で
は
母

校
や
短
期
大
学
部
の
現
状
を

校
や
短
期
大
学
部
の
現
状
を

知
り
、
懇
親
会
で
は
諸
先
輩

知
り
、
懇
親
会
で
は
諸
先
輩

方
の
話
を
聞
き
、
院
友
会
の

方
の
話
を
聞
き
、
院
友
会
の

長
い
歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が

長
い
歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
私
自
身
も
そ

で
き
ま
し
た
。
私
自
身
も
そ

の
長
い
歴
史
の
一
部
で
あ
っ

の
長
い
歴
史
の
一
部
で
あ
っ

た
こ
と
を
改
め
て
実
感
い
た

た
こ
と
を
改
め
て
実
感
い
た

し
ま
し
た
。

し
ま
し
た
。

　

私
が
國
學
院
と
関
わ
る
こ

　

私
が
國
學
院
と
関
わ
る
こ

と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
旭

と
に
な
っ
た
き
っ
か
け
は
旭

川
実
業
高
校
三
年
の
冬
、
教

川
実
業
高
校
三
年
の
冬
、
教

員
に
な
る
と
い
う
目
標
を
持

員
に
な
る
と
い
う
目
標
を
持

ち
な
が
ら
も
受
験
戦
争
に
敗

ち
な
が
ら
も
受
験
戦
争
に
敗

れ
、
途
方
に
暮
れ
て
い
た
時

れ
、
途
方
に
暮
れ
て
い
た
時

で
し
た
。「
國
學
院
短
期
大

で
し
た
。「
國
學
院
短
期
大

学
か
ら
國
學
院
大
學
へ
編
入

学
か
ら
國
學
院
大
學
へ
編
入

し
教
員
に
な
る
道
が
あ
る
」

し
教
員
に
な
る
道
が
あ
る
」

と
、
あ
る
国
語
の
先
生
が
お

と
、
あ
る
国
語
の
先
生
が
お

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
ご
自
分

っ
し
ゃ
い
ま
し
た
。
ご
自
分

の
経
験
を
話
し
て
く
だ
さ
っ

の
経
験
を
話
し
て
く
だ
さ
っ

た
の
で
す
。
目
標
を
諦
め
か

た
の
で
す
。
目
標
を
諦
め
か

け
て
い
た
時
に
射
し
た
光
明

け
て
い
た
時
に
射
し
た
光
明

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

で
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

　

今
の
私
が
あ
る
の
は
國
學

　

今
の
私
が
あ
る
の
は
國
學

院
で
学
べ
た
お
陰
で
す
。
た

院
で
学
べ
た
お
陰
で
す
。
た

ま
た
ま
進
ん
だ
高
校
で
院
友

ま
た
ま
進
ん
だ
高
校
で
院
友

の
先
生
と
出
会
い
、
強
い
縁

の
先
生
と
出
会
い
、
強
い
縁

に
導
か
れ
て
、
私
も
院
友
に

に
導
か
れ
て
、
私
も
院
友
に

な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

な
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

先
輩
か
ら
受
け
継
い
だ
こ
と

先
輩
か
ら
受
け
継
い
だ
こ
と

を
、
次
の
世
代
に
伝
え
て
い

を
、
次
の
世
代
に
伝
え
て
い

く
。
私
も
歴
史
の
一
部
で
あ

く
。
私
も
歴
史
の
一
部
で
あ

り
、
し
っ
か
り
と
縁
を
紡
い

り
、
し
っ
か
り
と
縁
を
紡
い

で
い
こ
う
と
誓
っ
て
い
ま
す
。

で
い
こ
う
と
誓
っ
て
い
ま
す
。

 

大
久
保
佑
樹
（
120120
日
文
／
旭
川

市
立
北
星
中
学
校
教
諭
）
記

　

元
来
土
佐
郷
士
の
血
を
ひ

　

元
来
土
佐
郷
士
の
血
を
ひ

く
龍
吉
は
農
事
に
対
す
る
関

く
龍
吉
は
農
事
に
対
す
る
関

心
は
大
き
く
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

心
は
大
き
く
、
ス
コ
ッ
ト
ラ

ン
ド
留
学
で
学
ん
だ
造
船
工

ン
ド
留
学
で
学
ん
だ
造
船
工

学
と
共
に
「
農
工
共
栄
」
と

学
と
共
に
「
農
工
共
栄
」
と

い
う
志
が
あ
り
ま
し
た
。

い
う
志
が
あ
り
ま
し
た
。

　

現
北
斗
市
当
別
に
て
広
大

　

現
北
斗
市
当
別
に
て
広
大

な
山
林
を
取
得
。
当
時
の
こ

な
山
林
を
取
得
。
当
時
の
こ

こ
七
飯
村
で
は
い
ろ
い
ろ
な

こ
七
飯
村
で
は
い
ろ
い
ろ
な

種
苗
類
試
作
の
為
に
も
農
地

種
苗
類
試
作
の
為
に
も
農
地

を
買
い
取
り
、
又
ア
メ
リ
カ

を
買
い
取
り
、
又
ア
メ
リ
カ

よ
り
大
型
農
機
具
を
取
り
よ

よ
り
大
型
農
機
具
を
取
り
よ

せ
近
代
農
業
の
礎
を
築
き
ま

せ
近
代
農
業
の
礎
を
築
き
ま

し
た
。
日
本
の
風
土
に
あ
う

し
た
。
日
本
の
風
土
に
あ
う

よ
う
に
原
種
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ

よ
う
に
原
種
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ

コ
プ
ラ
ー
は
品
種
改
良
さ

コ
プ
ラ
ー
は
品
種
改
良
さ

れ
、
男
爵
い
も
は
誕
生
し
た

れ
、
男
爵
い
も
は
誕
生
し
た

の
で
す
。

の
で
す
。

　

館
内
は
、昭
和
五
十
二
年

　

館
内
は
、昭
和
五
十
二
年

開
設
の
北
斗
市
に
あ
る〝
男

開
設
の
北
斗
市
に
あ
る〝
男

爵
資
料
館
〞の
資
料
・
集
収
品

爵
資
料
館
〞の
資
料
・
集
収
品

よ
り
五
百
点
程
移
設
展
示
し

よ
り
五
百
点
程
移
設
展
示
し

十
年
先
の
よ
り
良
い

社
会
の
た
め
に
、

今
で
き
る
こ
と
を

　

私
は
こ
の
度
、仙
台
を
拠

　

私
は
こ
の
度
、仙
台
を
拠

点
に
、長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン

点
に
、長
期
的
な
ビ
ジ
ョ
ン

伝
統
の
保
持
と
街
お
こ
し

　

私
は
現
在
「
宮
司
」、「
市

　

私
は
現
在
「
宮
司
」、「
市

議
会
議
員
」、「
茶
園
主
」、

議
会
議
員
」、「
茶
園
主
」、

「
書
道
教
室
」
と
四
足
の
わ

「
書
道
教
室
」
と
四
足
の
わ

ら
じ
を
履
い
て
日
々
を
過
ご

ら
じ
を
履
い
て
日
々
を
過
ご

し
て
い
ま
す
。
や
り
た
い
こ

し
て
い
ま
す
。
や
り
た
い
こ

と
を
し
て
い
る
だ
け
な
の
で

と
を
し
て
い
る
だ
け
な
の
で

す
が
、
根
底
に
あ
る
の
は
地

す
が
、
根
底
に
あ
る
の
は
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
伝
統

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
や
伝
統

を
保
持
し
、
そ
し
て
進
み
ゆ

を
保
持
し
、
そ
し
て
進
み
ゆ

く
時
代
に
対
応
し
変
化
も
追

く
時
代
に
対
応
し
変
化
も
追

求
す
る
「
神
職
」
と
し
て
の

求
す
る
「
神
職
」
と
し
て
の

気
持
ち
か
と
思
い
ま
す
。

気
持
ち
か
と
思
い
ま
す
。

　

神
社
の
栄
枯
と
地
域
の
栄

　

神
社
の
栄
枯
と
地
域
の
栄

枯
は
一
心
同
体
だ
と
考
え
て

枯
は
一
心
同
体
だ
と
考
え
て

い
る
の
で
、
あ
る
時
は
神
職

い
る
の
で
、
あ
る
時
は
神
職

と
し
て
訴
え
、
あ
る
時
は
市

と
し
て
訴
え
、
あ
る
時
は
市

議
と
し
て
行
政
を
動
か
し
、

議
と
し
て
行
政
を
動
か
し
、

あ
る
時
は
檜
山
茶
に
よ
る
街

あ
る
時
は
檜
山
茶
に
よ
る
街

お
こ
し
、
あ
る
時
は
教
育
の

お
こ
し
、
あ
る
時
は
教
育
の

面
か
ら
道
徳
を
教
え
、
良
い

面
か
ら
道
徳
を
教
え
、
良
い

方
向
へ
進
む
よ
う
励
ん
で
お

方
向
へ
進
む
よ
う
励
ん
で
お

り
ま
す
。

り
ま
す
。

　

中
で
も
北
限
の
お
茶
「
檜

　

中
で
も
北
限
の
お
茶
「
檜

山
茶
」
の
栽
培
は
特
筆
す
る

山
茶
」
の
栽
培
は
特
筆
す
る

に
値
す
る
か
と
思
い
ま
す
。

に
値
す
る
か
と
思
い
ま
す
。

そ
の
歴
史
は
約
二
百
八
十
年

そ
の
歴
史
は
約
二
百
八
十
年

前
の
享
保
十
五
年
ま
で
遡

前
の
享
保
十
五
年
ま
で
遡

り
、
檜
山
城
の
殿
様
で
あ
る

り
、
檜
山
城
の
殿
様
で
あ
る

多
賀
谷
峰
経
が
京
都
の
宇
治

多
賀
谷
峰
経
が
京
都
の
宇
治

よ
り
茶
の
実
を
持
ち
帰
り
植

よ
り
茶
の
実
を
持
ち
帰
り
植

栽
し
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え

栽
し
た
の
が
始
ま
り
と
伝
え

ら
れ
て
い
ま
す
。
最
盛
期
は

ら
れ
て
い
ま
す
。
最
盛
期
は

武
家
二
百
戸
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

武
家
二
百
戸
十
ヘ
ク
タ
ー
ル

余
の
面
積
を
有
し
て
い
ま
し

余
の
面
積
を
有
し
て
い
ま
し

で
発
達
障
害
の
ご
本
人
と
家

で
発
達
障
害
の
ご
本
人
と
家

族
の
支
援
を
行
う
、「

族
の
支
援
を
行
う
、「
N
P
O

法
人
法
人 

フ
レ
ー
ム
・
ラ
ボ
」を

フ
レ
ー
ム
・
ラ
ボ
」を

三
人
の
仲
間
と
設
立
し
ま
し
た
。

三
人
の
仲
間
と
設
立
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ま
で
も
発
達
障
害
の

　

こ
れ
ま
で
も
発
達
障
害
の

未
就
学
か
ら
高
校
生
ま
で
の

未
就
学
か
ら
高
校
生
ま
で
の

幅
広
い
年
齢
の
子
ど
も
達

幅
広
い
年
齢
の
子
ど
も
達

と
、一
対
一
の
個
別
療
育
や

と
、一
対
一
の
個
別
療
育
や

少
人
数
グ
ル
ー
プ
療
育
、放

少
人
数
グ
ル
ー
プ
療
育
、放

課
後
の
余
暇
活
動
支
援
、保

課
後
の
余
暇
活
動
支
援
、保

護
者
支
援
を
十
数
年
間
に
渡

護
者
支
援
を
十
数
年
間
に
渡

り
行
っ
て
き
ま
し
た
。

り
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

発
達
障
害
者
支
援
法
が
施

　

発
達
障
害
者
支
援
法
が
施

行
さ
れ
て
か
ら
十
四
年
が
経

行
さ
れ
て
か
ら
十
四
年
が
経

ち
、学
齢
期
の
支
援
は
格
段

ち
、学
齢
期
の
支
援
は
格
段

に
増
え
ま
し
た
。け
れ
ど
も
、

に
増
え
ま
し
た
。け
れ
ど
も
、

子
ど
も
は
い
ず
れ
大
人
に
な

子
ど
も
は
い
ず
れ
大
人
に
な

り
ま
す
。保
護
者
の
悩
み
も

り
ま
す
。保
護
者
の
悩
み
も

学
校
の
こ
と
か
ら
、「
ウ
チ
の

学
校
の
こ
と
か
ら
、「
ウ
チ
の

子
は
働
け
る
の
か
？
」「
引
き

子
は
働
け
る
の
か
？
」「
引
き

こ
も
ら
ず
に
、社
会
参
加
す

こ
も
ら
ず
に
、社
会
参
加
す

る
に
は
？
」と
、変
化
し
て
き

る
に
は
？
」と
、変
化
し
て
き

ま
す
。適
切
な
支
援
が
あ
れ

ま
す
。適
切
な
支
援
が
あ
れ

ば
、彼
ら
は
社
会
で
活
躍
す

ば
、彼
ら
は
社
会
で
活
躍
す

る
こ
と
の
出
来
る
人
達
で

る
こ
と
の
出
来
る
人
達
で

す
。そ
の
た
め
に
は
先
ず
本

す
。そ
の
た
め
に
は
先
ず
本

人
が
自
分
自
身
を
知
り
、保

人
が
自
分
自
身
を
知
り
、保

護
者
が
我
が
子
を
第
三
者
に

護
者
が
我
が
子
を
第
三
者
に

説
明
出
来
る
こ
と
が
大
切
だ

説
明
出
来
る
こ
と
が
大
切
だ

と
、私
達
は
考
え
ま
し
た
。そ

と
、私
達
は
考
え
ま
し
た
。そ

し
て
本
人
も
家
族
も
、自
分

し
て
本
人
も
家
族
も
、自
分

自
身
の
豊
か
な
人
生
を
歩
ん

自
身
の
豊
か
な
人
生
を
歩
ん

で
い
け
る
よ
う
に
し
っ
か
り

で
い
け
る
よ
う
に
し
っ
か
り

と
し
た
枠
組
み（
フ
レ
ー
ム
）

と
し
た
枠
組
み（
フ
レ
ー
ム
）

を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

を
作
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

 　
「
フ
レ
ー
ム
・
ラ
ボ
」は
、

　
「
フ
レ
ー
ム
・
ラ
ボ
」は
、

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す

ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
で
す

が
、全
国
の
沢
山
の
院
友
の

が
、全
国
の
沢
山
の
院
友
の

方
々
の
ご
支
援
、ご
協
力
を

方
々
の
ご
支
援
、ご
協
力
を

頂
き
、十
年
先
の
社
会
課
題

頂
き
、十
年
先
の
社
会
課
題

の
解
決
に
向
け
て
活
動
し
て

の
解
決
に
向
け
て
活
動
し
て

参
り
ま
す
。ど
う
ぞ
、宜
し
く

参
り
ま
す
。ど
う
ぞ
、宜
し
く

ま
り
、
三
部
構
成
で
柿
山

ま
り
、
三
部
構
成
で
柿
山

伏
、
鎌
腹
な
ど
六
番
が
披
露

伏
、
鎌
腹
な
ど
六
番
が
披
露

さ
れ
ま
し
た
。
来
場
し
た
小

さ
れ
ま
し
た
。
来
場
し
た
小

・
中
・
高
校
生
や
一
般
市
民

・
中
・
高
校
生
や
一
般
市
民

が
狂
言
の
世
界
を
堪
能
し
ま

が
狂
言
の
世
界
を
堪
能
し
ま

し
た
。

し
た
。

大久保 佑樹さん大久保 佑樹さん

井上 智子さん井上 智子さん

大髙 翔さん大髙 翔さん

　

ま
た
、
十
五
日
の
浦
臼
公

　

ま
た
、
十
五
日
の
浦
臼
公

演
は
、
開
町
百
二
十
周
年
記

演
は
、
開
町
百
二
十
周
年
記

念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
同

念
事
業
の
一
環
と
し
て
、
同

町
の
有
志
ら
の
要
請
に
応

町
の
有
志
ら
の
要
請
に
応

え
、
実
現
し
た
も
の
で
す
。

え
、
実
現
し
た
も
の
で
す
。

狂
言
の
公
演
は
、
同
町
で
は

狂
言
の
公
演
は
、
同
町
で
は

初
め
て
の
こ
と
で
、
柿
山
伏

初
め
て
の
こ
と
で
、
柿
山
伏

と
二
人
袴
の
二
番
が
演
じ
ら

と
二
人
袴
の
二
番
が
演
じ
ら

れ
た
ほ
か
、
来
場
者
参
加
型

れ
た
ほ
か
、
来
場
者
参
加
型

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
東
次

の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
東
次

郎
師
に
よ
る
「
狂
言
の
心
」

郎
師
に
よ
る
「
狂
言
の
心
」

に
つ
い
て
の
解
説
に
、
来
場

に
つ
い
て
の
解
説
に
、
来
場

約
二
〇
〇
人
の
町
民
は
大
満

約
二
〇
〇
人
の
町
民
は
大
満

足
の
一
刻
を
過
し
ま
し
た
。

足
の
一
刻
を
過
し
ま
し
た
。

　

改
め
て
、
院
友
の
人
脈
の

　

改
め
て
、
院
友
の
人
脈
の

層
の
厚
さ
や
多
彩
さ
を
思

層
の
厚
さ
や
多
彩
さ
を
思

い
、
院
友
の
一
人
と
し
て

い
、
院
友
の
一
人
と
し
て

「
伝
統
」
の
継
承
・
継
続
す

「
伝
統
」
の
継
承
・
継
続
す

る
大
切
さ
を
感
じ
た
次
第
で

る
大
切
さ
を
感
じ
た
次
第
で

す
。
す
。

齋
藤
肇（
104104
神
／
支
部
事
務
局
）記

て
お
り
ま
す
。農
工
具
は
も

て
お
り
ま
す
。農
工
具
は
も

と
よ
り
、そ
の
当
時
の
生
活

と
よ
り
、そ
の
当
時
の
生
活

用
品
な
ど
か
ら
男
爵
の
人
と

用
品
な
ど
か
ら
男
爵
の
人
と

な
り
を
感
じ
て
頂
け
れ
ば
と

な
り
を
感
じ
て
頂
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。最
後
に
ス
コ
ッ

思
い
ま
す
。最
後
に
ス
コ
ッ

ト
ラ
ン
ド
留
学
中
の
悲
恋
に

ト
ラ
ン
ド
留
学
中
の
悲
恋
に

終
っ
た
ジ
ェ
ニ
ー
イ
ー
デ
ィ

終
っ
た
ジ
ェ
ニ
ー
イ
ー
デ
ィ

ー
と
の
ロ
マ
ン
ス
…
。龍
吉

ー
と
の
ロ
マ
ン
ス
…
。龍
吉

の
思
い
の
つ
ま
っ
た
男
爵
い

の
思
い
の
つ
ま
っ
た
男
爵
い

も
を
使
っ
た
料
理
と
共
に
、

も
を
使
っ
た
料
理
と
共
に
、

昔
々
の
若
か
っ
た
二
人
へ
思

昔
々
の
若
か
っ
た
二
人
へ
思

い
を
は
せ
て
頂
き
ま
す
様
に
。

い
を
は
せ
て
頂
き
ま
す
様
に
。

 

◆
㈱
D
A
N
S
H
A
K
U

L
O
U
N
G
E

〒
〇
四
一
―
一
一
〇
二

北
海
道
亀
田
郡
七
飯
町
峠

下
三
七
九
番
三

（
七
飯
町
道
の
駅
「
な
な

い
ろ
・
な
な
え
」
隣
）

営
業
時
間
：
午
前
九
時
〜

午
後
六
時

年
中
無
休
（
年
末
年
始
等

を
除
く
）

☎
〇
一
三
八

八
二

八
八

八
八

ふ
〇
一
三
八

八
二

八
八

八
九

めinfo@
danshaku-

lounge.com
 

木
村
ひ
ろ
子
（
8080
史
）
記

た
が
、
現
在
は
二
戸
四
十
ア

た
が
、
現
在
は
二
戸
四
十
ア

ー
ル
程
。
し
か
し
な
が
ら
当

ー
ル
程
。
し
か
し
な
が
ら
当

時
か
ら
一
切
品
種
改
良
は
せ

時
か
ら
一
切
品
種
改
良
は
せ

ず
、
代
々
伝
わ
る
手
摘
み
手

ず
、
代
々
伝
わ
る
手
摘
み
手

揉
み
の
技
術
と
炭
と
ワ
ラ
に

揉
み
の
技
術
と
炭
と
ワ
ラ
に

よ
る
乾
燥
作
業
で
製
茶
を
し

よ
る
乾
燥
作
業
で
製
茶
を
し

て
い
ま
す
の
で
、
殿
様
が
飲

て
い
ま
す
の
で
、
殿
様
が
飲

ん
で
い
た
茶
を
現
代
で
も
飲

ん
で
い
た
茶
を
現
代
で
も
飲

む
こ
と
が
で
き
る
の
は
大
変

む
こ
と
が
で
き
る
の
は
大
変

貴
重
な
こ
と
か
と
思
い
ま

貴
重
な
こ
と
か
と
思
い
ま

す
。
年
間
、
乾
燥
さ
れ
た
も

す
。
年
間
、
乾
燥
さ
れ
た
も

の
で
二
ｋ
ｇ
し
か
生
産
で
き

の
で
二
ｋ
ｇ
し
か
生
産
で
き

な
い
た
め
、
十
五
ｇ
三
千
円

な
い
た
め
、
十
五
ｇ
三
千
円

と
高
価
で
す
が
、
ぜ
ひ
ご
賞

と
高
価
で
す
が
、
ぜ
ひ
ご
賞

味
下
さ
い
。

味
下
さ
い
。

 

◆
元
祖
檜
山
茶
大
髙
園

能
代
市
檜
山
字
霧
山
下
四

―
一

☎
〇
九
〇

九
〇
八
四

五

三
〇
六
（
予
約
先
）

◆
檜
山
神
社

能
代
市
桧
山
字
越
王
下
二

一☎
〇
一
八
五

五
八

五
一

〇
九

 

大
髙　

翔（
122122
神
文
／
檜
山
神

社
宮
司
・
能
代
市
議
会
議
員
）記

十
七
回
目
を
数
え
た
滝
川
公
演

十
七
回
目
を
数
え
た
滝
川
公
演

テイクアウトメニューを提供するラウンジテイクアウトメニューを提供するラウンジ
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山形県
支部

福島県
浜通り支部

福島県
中通り支部

栃木県
支部

群馬県
支部

◎
支
部
長
…
芹
川
晴
夫

（
せ
り
か
わ
・
は
る
お
／

72
文
）

◎
事
務
局
…
山
形
市
薬
師

町
二
―
八
―
七
五

山
形
県
神
社
庁

山
形
県
神
社
庁

橘
貴
（
83
文
・
84
神
専

攻
）

☎
〇
二
三
―
六
二
二
―

四
五
〇
九

◎
支
部
長
…
山
名
隆
弘

（
や
ま
な
・
た
か
ひ
ろ
／

72
史
・
123
博
後
史
）

◎
事
務
局
…
い
わ
き
市
常
磐

関
船
町
諏
訪
下
六
―
三

金
刀
比
羅
神
社

金
刀
比
羅
神
社

金
土
重
順（
86
史
・
87
神

専
攻
）

☎
〇
二
四
六
―
四
三
―

一
〇
〇
一

◎
支
部
長
…
宮
本
孝（
み

や
も
と
・
た
か
し
／
92

神
）

◎
事
務
局
…
郡
山
市
開
成

三
―
一
―
三
八

宮
本
憲
一（
122
神
文
）

☎
〇
二
四
―
九
三
二
―

一
五
二
一

◎
支
部
長
…
石
坂
昌
圀

（
い
し
ざ
か
・
ま
さ
く
に

／
74
文
）

◎
事
務
局
…
栃
木
市
平
井

町
六
〇
八

國
學
院
大
學
栃
木
学
園

鷹
箸
勝
美（
92
法
）

☎
〇
二
八
二
―
二
二
―

五
五
一
一

◎
支
部
長
…
渡
辺
正
一

（
わ
た
な
べ
・
し
ょ
う
い

ち
／
88
文
）

◎
事
務
局
…
前
橋
市
粕
川

町
女
渕
一
九
六
―
一

竹
澤
敦（
91
文
）

☎
〇
二
七
―
二
八
五
―

二
三
五
五

地
域
に
根
差
し
た
社
頭
を

目
指
し
て

　

山
形
県
神
社
庁
西
村
山
支

　

山
形
県
神
社
庁
西
村
山
支

部
は
、
山
形
県
の
ほ
ぼ
中
央

部
は
、
山
形
県
の
ほ
ぼ
中
央

に
位
置
す
る
一
市
四
町
（
寒

に
位
置
す
る
一
市
四
町
（
寒

河
江
市
、
河
北
町
、
西
川

河
江
市
、
河
北
町
、
西
川

町
、
大
江
町
、
朝
日
町
）
か

町
、
大
江
町
、
朝
日
町
）
か

ら
な
り
、
神
職
約
五
十
名
が

ら
な
り
、
神
職
約
五
十
名
が

在
籍
し
て
い
ま
す
。

在
籍
し
て
い
ま
す
。

　

私
が
務
め
て
い
る
寒
河
江

　

私
が
務
め
て
い
る
寒
河
江

八
幡
宮
（
寒
河
江
市
八
幡
町

八
幡
宮
（
寒
河
江
市
八
幡
町

鎮
座
）
で
は
、
平
成
二
十
年

鎮
座
）
で
は
、
平
成
二
十
年

に
勧
請
九
百
年
事
業
と
し
て

に
勧
請
九
百
年
事
業
と
し
て

市
内
外
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
寄

市
内
外
の
皆
さ
ま
か
ら
ご
寄

附
を
頂
き
、
三
階
建
て
全
館

附
を
頂
き
、
三
階
建
て
全
館

バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
収
容
人
数

バ
リ
ア
フ
リ
ー
で
収
容
人
数

百
五
十
名
程
の
大
広
間
を
完

百
五
十
名
程
の
大
広
間
を
完

備
す
る
「
参
集
殿
」
を
建
設

備
す
る
「
参
集
殿
」
を
建
設

い
た
し
ま
し
た
。

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
参
集
殿
を
ど

こ
の
参
集
殿
を
ど

う
に
か
地
域
の
皆

う
に
か
地
域
の
皆

さ
ま
に
喜
ん
で
も

さ
ま
に
喜
ん
で
も

ら
え
る
よ
う
に
活

ら
え
る
よ
う
に
活

か
し
た
い
と
「
東

か
し
た
い
と
「
東

北
で
は
ま
だ
見
た

北
で
は
ま
だ
見
た

こ
と
の
無
い
素
晴

こ
と
の
無
い
素
晴

ら
し
い
も
の
を
展

ら
し
い
も
の
を
展

示
す
る
」
を
信
念

示
す
る
」
を
信
念

に
、
先
代
宮
司

に
、
先
代
宮
司

（
鬼
海
倶
盈
氏
・

（
鬼
海
倶
盈
氏
・

6767
神
）
が
平
成
二

神
）
が
平
成
二

十
三
年
に
ダ
ウ
ン

十
三
年
に
ダ
ウ
ン

症
の
女
流
書
家

症
の
女
流
書
家

「
金
澤
翔
子
書
品

「
金
澤
翔
子
書
品

展
」
の
第
一
回
目

展
」
の
第
一
回
目

を
企
画
開
催
し
ま

を
企
画
開
催
し
ま

「
ふ
く
し
ま
海
洋
科
学
館
」

に
寄
せ
て

　

私
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　

私
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
し
て
い
る
「
ふ
く
し
ま
海

を
し
て
い
る
「
ふ
く
し
ま
海

洋
科
学
館
（
以
下

洋
科
学
館
（
以
下
A
M
F

と
表
記
）
の
大
き
な
特
徴
は

と
表
記
）
の
大
き
な
特
徴
は

「
入
館
者
へ
の
命
の
教
育
の

「
入
館
者
へ
の
命
の
教
育
の

普
及
・
体
験
参
加
型
」
に
あ

普
及
・
体
験
参
加
型
」
に
あ

る
と
言
え
よ
う
。
他
の
施
設

る
と
言
え
よ
う
。
他
の
施
設

に
み
ら
れ
る
「
イ
ル
カ
シ
ョ

に
み
ら
れ
る
「
イ
ル
カ
シ
ョ

ー
」
的
な
も
の
は
な
い
。
代

ー
」
的
な
も
の
は
な
い
。
代

わ
り
に
釣
り
堀
で
鰺
（
夏
）

わ
り
に
釣
り
堀
で
鰺
（
夏
）

・
銀
鮭
（
冬
）
を
食
べ
ら
れ

・
銀
鮭
（
冬
）
を
食
べ
ら
れ

る
だ
け
釣
っ
て

る
だ
け
釣
っ
て
A
M
F
内

で
「
カ
ラ
ア
ゲ
」
で
そ
の
命

で
「
カ
ラ
ア
ゲ
」
で
そ
の
命

を
い
た
だ
い
た
り
、
カ
ツ
オ

を
い
た
だ
い
た
り
、
カ
ツ
オ

節
を
削
っ
た
り
缶
詰
を
作
っ

節
を
削
っ
た
り
缶
詰
を
作
っ

た
り
す
る
。
勿
論
展
示
生
物

た
り
す
る
。
勿
論
展
示
生
物

も
充
実
し
て
い
て
（
植
物
を

も
充
実
し
て
い
て
（
植
物
を

含
め
）
全
千
三
百
余
種
を
数

含
め
）
全
千
三
百
余
種
を
数

え
る
。
シ
ー
ラ
カ
ン
ス
（
剥

え
る
。
シ
ー
ラ
カ
ン
ス
（
剥

製
）・
サ
ン
マ
・
メ
ヒ
カ
リ

製
）・
サ
ン
マ
・
メ
ヒ
カ
リ

・
ク
ラ
カ
ケ
ア
ザ
ラ
シ
等
の

・
ク
ラ
カ
ケ
ア
ザ
ラ
シ
等
の

飼
育
困
難
な
も
の
も
積
極
的

飼
育
困
難
な
も
の
も
積
極
的

に
展
示
に
取
り
組
ん
で
い

に
展
示
に
取
り
組
ん
で
い

る
。
水
量
合
計
二
千
百
ト
ン

る
。
水
量
合
計
二
千
百
ト
ン

超
え
の
二
つ
の
大
水
槽
で

超
え
の
二
つ
の
大
水
槽
で

は
、
キ
ハ
ダ
マ
グ
ロ
・
カ
ツ

は
、
キ
ハ
ダ
マ
グ
ロ
・
カ
ツ

オ
等
が
泳
い
で
い
る
。
大
水

オ
等
が
泳
い
で
い
る
。
大
水

槽
の
前
に
は
「
寿
司
屋
」
が

槽
の
前
に
は
「
寿
司
屋
」
が

開
設
さ
れ
て
お
り
、
魚
を
な

開
設
さ
れ
て
お
り
、
魚
を
な

が
め
な
が
ら
寿
司
が
味
わ
え

が
め
な
が
ら
寿
司
が
味
わ
え

る
。（
マ
グ
ロ
ネ
タ
は
安
定

る
。（
マ
グ
ロ
ネ
タ
は
安
定

供
給
さ
れ
て
い
る
キ
ハ
ダ
マ

供
給
さ
れ
て
い
る
キ
ハ
ダ
マ

グ
ロ
を
使
用
し
て
い
る
。）

グ
ロ
を
使
用
し
て
い
る
。）

　

二
〇
一
一
年
（
平
成
二
十

　

二
〇
一
一
年
（
平
成
二
十

地
元
へ
の
貢
献

　

私
は

　

私
は
124124
期
卒
業
で
、
神
道

期
卒
業
で
、
神
道

文
化
学
部
神
道
文
化
学
科
に

文
化
学
部
神
道
文
化
学
科
に

所
属
し
て
お
り
ま
し
た
。
実

所
属
し
て
お
り
ま
し
た
。
実

家
が
神
社
で
あ
り
、
社
家
の

家
が
神
社
で
あ
り
、
社
家
の

生
ま
れ
で
あ
っ
た
こ
と
か

生
ま
れ
で
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
神
職
の
資
格
を
取
得
す

ら
、
神
職
の
資
格
を
取
得
す

る
た
め
に
地
元
福
島
県
か
ら

る
た
め
に
地
元
福
島
県
か
ら

上
京
し
、
勉
学
に
励
み
、
神

上
京
し
、
勉
学
に
励
み
、
神

職
資
格
の
正
階
を
取
得
し
ま

職
資
格
の
正
階
を
取
得
し
ま

し
た
。

し
た
。

　

卒
業
後
は
、
実
家
で
あ
る

　

卒
業
後
は
、
実
家
で
あ
る

諏
訪
神
社
（
田
村
郡
小
野

諏
訪
神
社
（
田
村
郡
小
野

町
）
の
神
職
と
し
て
後
を
継

町
）
の
神
職
と
し
て
後
を
継

ぐ
こ
と
を
決
め
て
い
ま
し
た

ぐ
こ
と
を
決
め
て
い
ま
し
た

が
、
も
っ
と
地
元
や
町
の
た

が
、
も
っ
と
地
元
や
町
の
た

め
に
何
か
役
に
立
て
な
い
か

め
に
何
か
役
に
立
て
な
い
か

と
考
え
た
末
、
地
元
小
野
町

と
考
え
た
末
、
地
元
小
野
町

役
場
の
職
員
と
し
て
神
職
を

役
場
の
職
員
と
し
て
神
職
を

兼
業
し
な
が
ら
公
務
員
と
し

兼
業
し
な
が
ら
公
務
員
と
し

て
も
奉
職
し
て
お
り
ま
す
。

て
も
奉
職
し
て
お
り
ま
す
。

現
在
は
、
道
水
路
の
整
備
や

現
在
は
、
道
水
路
の
整
備
や

戦
国
地
侍
研
究
と『
長
楽

寺
永
禄
日
記
』講
読
会

　

群
馬
県
に
は
県
が
運
営
す

　

群
馬
県
に
は
県
が
運
営
す

る
「
み
や
ま
文
庫
」
と
い
う

る
「
み
や
ま
文
庫
」
と
い
う

日
光
二
荒
山
神
社

第
二
十
一
代
中
麿
宮
司

就
任
！

　

下
野
国
一
之
宮
「
日
光
二

　

下
野
国
一
之
宮
「
日
光
二

荒
山
神
社
」
は
霊
峰
男
体
山

荒
山
神
社
」
は
霊
峰
男
体
山

を
神
住
む
山
と
し
て
、
奈
良

を
神
住
む
山
と
し
て
、
奈
良

時
代
末
に
創
建
さ
れ
た
と
伝

時
代
末
に
創
建
さ
れ
た
と
伝

わ
り
、
ご
祭
神
は
大
己
貴
命

わ
り
、
ご
祭
神
は
大
己
貴
命

・
田
心
姫
命
・
味
耜
高
彦
根

・
田
心
姫
命
・
味
耜
高
彦
根

命
の
親
子
三
柱
を
祀
り
、
境

命
の
親
子
三
柱
を
祀
り
、
境

内
地
面
積
は
三
千
四
百
ヘ
ク

内
地
面
積
は
三
千
四
百
ヘ
ク

タ
ー
ル
に
お
よ
び
、
全
国
神

タ
ー
ル
に
お
よ
び
、
全
国
神

社
で
は
神
宮
に
次
い
で
二
番

社
で
は
神
宮
に
次
い
で
二
番

目
に
広
い
境
内
地
を
有
し
て

目
に
広
い
境
内
地
を
有
し
て

お
り
ま
す
。

お
り
ま
す
。

　

令
和
の
御
世
を
迎
え
五
月

　

令
和
の
御
世
を
迎
え
五
月

に
は
、「
神
橋
」
を
は
じ
め

に
は
、「
神
橋
」
を
は
じ
め

二
荒
山
神
社
が
新
た
に
「
恋

二
荒
山
神
社
が
新
た
に
「
恋

人
の
聖
地
」
サ
テ
ラ
イ
ト
に

人
の
聖
地
」
サ
テ
ラ
イ
ト
に

認
定
を
受
け
ま
し
た
。「
良

認
定
を
受
け
ま
し
た
。「
良

い
縁
を
結
ぶ
神
」
と
し
て
、

い
縁
を
結
ぶ
神
」
と
し
て
、

近
年
若
い
男
女
の
参
拝
も
目

近
年
若
い
男
女
の
参
拝
も
目

立
っ
て
お
り
ま
す
が
、
又
海

立
っ
て
お
り
ま
す
が
、
又
海

外
か
ら
の
観
光
客
で
も
賑
わ

外
か
ら
の
観
光
客
で
も
賑
わ

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

っ
て
き
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
二
荒
山
神
社
の
第
二

　

そ
の
二
荒
山
神
社
の
第
二

十
一
代
宮
司
に
昨
年
十
二
月

十
一
代
宮
司
に
昨
年
十
二
月

二
十
六
日
付
を
以
て
、中
麿

二
十
六
日
付
を
以
て
、中
麿

輝
美（
輝
美（
7676
神
）氏
が
就
任
い
た

神
）氏
が
就
任
い
た

し
ま
し
た
。中
麿
家
は
二
荒

し
ま
し
た
。中
麿
家
は
二
荒

山
神
社
の
古
く
か
ら
の
社
家

山
神
社
の
古
く
か
ら
の
社
家

で
あ
り
、中
麿
宮
司
は
國
學

で
あ
り
、中
麿
宮
司
は
國
學

院
大
學
栃
木
高
等
学
校
か
ら

院
大
學
栃
木
高
等
学
校
か
ら

同
大
学
神
道
学
科
を
卒
業

同
大
学
神
道
学
科
を
卒
業

後
、香
取
神
宮
に
八
年
間
奉

後
、香
取
神
宮
に
八
年
間
奉

職
し
た
後
、昭
和
五
十
一
年

職
し
た
後
、昭
和
五
十
一
年

よ
り
二
荒
山
神
社
に
奉
職
さ

よ
り
二
荒
山
神
社
に
奉
職
さ

れ
、平
成
二
十
年
か
ら
権
宮

れ
、平
成
二
十
年
か
ら
権
宮

司
を
務
め
て
き
ま
し
た
。

司
を
務
め
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
二
十
三
年
よ
り
同
三

　

平
成
二
十
三
年
よ
り
同
三

十
年
ま
で
國
學
院
大
學
栃
木

十
年
ま
で
國
學
院
大
學
栃
木

水
道
の
管
理
を
行
う
地
域
整

水
道
の
管
理
を
行
う
地
域
整

備
課
に
助
属
し
て
お
り
ま

備
課
に
助
属
し
て
お
り
ま

す
。
す
。

　
「
何
か
役
に
立
て
な
い
か
」

　
「
何
か
役
に
立
て
な
い
か
」

そ
の
思
い
を
大
き
く
振
い
起

そ
の
思
い
を
大
き
く
振
い
起

し
た
き
っ
か
け
が
、東
日
本

し
た
き
っ
か
け
が
、東
日
本

大
震
災
で
し
た
。当
神
社
の

大
震
災
で
し
た
。当
神
社
の

ご
神
木
で
あ
る
二
本
の
大
杉

ご
神
木
で
あ
る
二
本
の
大
杉

が
倒
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

が
倒
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

不
安
に
な
る
よ
う
な
大
き
な

不
安
に
な
る
よ
う
な
大
き
な

揺
れ
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た

揺
れ
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た

が
、ご
神
木
の
び
く
と
も
し

が
、ご
神
木
の
び
く
と
も
し

な
い
不
動
の
姿
を
見
て
、「
早

な
い
不
動
の
姿
を
見
て
、「
早

く
卒
業
し
て
神
社
を
絶
対
守

く
卒
業
し
て
神
社
を
絶
対
守

る
」と
決
心
し
ま
し
た
。

る
」と
決
心
し
ま
し
た
。

　

震
災
か
ら
八
年
が
過
ぎ
、

　

震
災
か
ら
八
年
が
過
ぎ
、

今
の
自
分
に
何
が
で
き
る

今
の
自
分
に
何
が
で
き
る

か
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
地

か
、
ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
地

元
に
貢
献
で
き
る
か
、
こ
れ

元
に
貢
献
で
き
る
か
、
こ
れ

だ
と
い
う
明
確
な
答
え
は
ま

だ
と
い
う
明
確
な
答
え
は
ま

だ
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

だ
見
つ
か
っ
て
い
ま
せ
ん
。

た
だ
、
神
社
や
役
場
で
勤
務

た
だ
、
神
社
や
役
場
で
勤
務

し
て
い
る
と
、「
あ
り
が
と

し
て
い
る
と
、「
あ
り
が
と

う
」
と
い
う
心
か
ら
の
言
葉

う
」
と
い
う
心
か
ら
の
言
葉

を
た
く
さ
ん
も
ら
え
る
よ
う

を
た
く
さ
ん
も
ら
え
る
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
よ
う

な
中
で
、
自
分
の
存
在
そ
の

な
中
で
、
自
分
の
存
在
そ
の

も
の
が
地
元
に
貢
献
す
る
も

も
の
が
地
元
に
貢
献
す
る
も

の
で
は
な
い
か
と
最
近
感
じ

の
で
は
な
い
か
と
最
近
感
じ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
休

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
休

み
の
な
い
生
活
を
送
っ
て
お

み
の
な
い
生
活
を
送
っ
て
お

り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
感

り
ま
す
が
、
こ
れ
か
ら
も
感

謝
の
思
い
と
大
学
で
学
ん
だ

謝
の
思
い
と
大
学
で
学
ん
だ

経
験
を
忘
れ
ず
に
、
地
元
へ

経
験
を
忘
れ
ず
に
、
地
元
へ

の
貢
献
の
形
を
模
索
し
続
け

の
貢
献
の
形
を
模
索
し
続
け

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

ま
す
。

先
崎　

建（
124
神
文
／
小
野
町

役
場
勤
務
・
諏
訪
神
社
奉
職
）記

三
年
）
の
「
大
震
災
」
で
は

三
年
）
の
「
大
震
災
」
で
は

飼
育
生
物
の
約
九
十
％
が
死

飼
育
生
物
の
約
九
十
％
が
死

滅
し
、
大
打
撃
を
受
け
ま
し

滅
し
、
大
打
撃
を
受
け
ま
し

た
が
た
が
A
M
F
の
建
物
の
最

の
建
物
の
最

大
の
特
徴
で
あ
る
本
館
ド
ー

大
の
特
徴
で
あ
る
本
館
ド
ー

ム
を
覆
う
二
千
四
百
余
枚
の

ム
を
覆
う
二
千
四
百
余
枚
の

ガ
ラ
ス
は
僅
か
な
破
損
で
済

ガ
ラ
ス
は
僅
か
な
破
損
で
済

み
、
そ
の
建
全
さ
を
保
つ
事

み
、
そ
の
建
全
さ
を
保
つ
事

が
出
来
ま
し
た
。
震
災
前
に

が
出
来
ま
し
た
。
震
災
前
に

年
間
百
万
人
の
入
場
者
を
数

年
間
百
万
人
の
入
場
者
を
数

え
て
お
り
ま
し
た
が
、
現
在

え
て
お
り
ま
し
た
が
、
現
在

は
未
だ
六
十
％
程
度
の
回

は
未
だ
六
十
％
程
度
の
回

復
。
未
だ
未
だ
道
半
ば
で
は

復
。
未
だ
未
だ
道
半
ば
で
は

あ
り
ま
す
が
、
目
の
前
の
課

あ
り
ま
す
が
、
目
の
前
の
課

題
を
一
つ
ず
つ
解
決
し
て
前

題
を
一
つ
ず
つ
解
決
し
て
前

進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

進
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

お
り
ま
す
。

　

院
友
の
皆
さ
ま
の
来
館
を

　

院
友
の
皆
さ
ま
の
来
館
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。
 

◆
公
益
財
団
法
人
ふ
く
し
ま

海
洋
科
学
館
（
ア
ク
ア
マ

リ
ン
ふ
く
し
ま
）

〒
九
七
一
―
八
一
〇
一

福
島
県
い
わ
き
市
小
名
浜

辰
巳
町
五
〇

☎
〇
二
四
六

七
三

二
五

二
五

ふ
〇
二
四
六

七
三

二
五

二
六

ほhttps://w
w
w
.aqua

m
arine.or.jp/

常
磐
自
動
車
道
い
わ
き
湯

本
I.C
か
ら
約
二
十
分

J
R
常
磐
線
泉
駅
か
ら
バ

ス（
小
名
浜
・
江
名
方
面
）

で
最
寄
り
の
バ
ス
停「
イ

オ
ン
モ
ー
ル
い
わ
き
小
名

浜
」ま
で
約
十
五
分
。下
車

後
徒
歩
約
五
分
。

 

水
野　

学（
79
史
・
8080
神
専
攻
／

㈲
み
ず
の
商
事
）
記

し
た
。
そ
れ
を
か
わ
き
り

し
た
。
そ
れ
を
か
わ
き
り

に
、
式
年
遷
宮
記
念
「
井
上

に
、
式
年
遷
宮
記
念
「
井
上

雄
彦
展
」
や
自
閉
症
の
天
才

雄
彦
展
」
や
自
閉
症
の
天
才

画
家
「
福
島
尚
鉄
道
絵
画

画
家
「
福
島
尚
鉄
道
絵
画

展
」、
江
戸
の
浮
世
絵
を
現

展
」、
江
戸
の
浮
世
絵
を
現

代
に
蘇
ら
せ
た
男
「
立
原
位

代
に
蘇
ら
せ
た
男
「
立
原
位

貫
版
画
展
」
な
ど
数
々
の
作

貫
版
画
展
」
な
ど
数
々
の
作

品
展
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

品
展
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

「
金
澤
翔
子
書
品
展
」
に

　

「
金
澤
翔
子
書
品
展
」
に

つ
き
ま
し
て
は
、
書
家
本
人

つ
き
ま
し
て
は
、
書
家
本
人

が
目
の
前
で
字
を
書
く
席
上

が
目
の
前
で
字
を
書
く
席
上

揮
毫
も
毎
年
開
催
し
て
お

揮
毫
も
毎
年
開
催
し
て
お

り
、
大
変
多
く
の
方
が
ご
覧

り
、
大
変
多
く
の
方
が
ご
覧

に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も

に
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も

「
第
九
回
金
澤
翔
子
書
品

「
第
九
回
金
澤
翔
子
書
品

展
」
を
七
月
十
二
日
（
金
）

展
」
を
七
月
十
二
日
（
金
）

か
ら
二
十
一
日
（
日
）
ま
で

か
ら
二
十
一
日
（
日
）
ま
で

の
期
間
で
開
催
い
た
し
ま
し

の
期
間
で
開
催
い
た
し
ま
し

た
。
次
回
以
降
も
是
非
、
素

た
。
次
回
以
降
も
是
非
、
素

晴
ら
し
い
作
品
か
ら
強
い
エ

晴
ら
し
い
作
品
か
ら
強
い
エ

ネ
ル
ギ
ー
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

ネ
ル
ギ
ー
と
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

感
じ
て
頂
け
れ
ば
と
存
じ
ま

感
じ
て
頂
け
れ
ば
と
存
じ
ま

す
。
す
。

　

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待

　

皆
さ
ま
の
お
越
し
を
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
！

ち
し
て
お
り
ま
す
！

 

◆
寒
河
江
八
幡
宮

寒
河
江
市
八
幡
町
五
―
七
〇

☎
〇
二
三
七

八
六

六
二

五
八

ほhttp://w
w
w
.sagae-

hachimangu.org/
 　

鬼
海
靜
玲
奈
（
123123
神
文
／

寒
河
江
八
幡
宮
奉
職
）
記寒河江八幡宮で開催された「金澤翔子書品展」寒河江八幡宮で開催された「金澤翔子書品展」

高
等
学
校
同
窓
会
長
を
務

高
等
学
校
同
窓
会
長
を
務

め
、
二
十
四
年
に
は
浄
階
神

め
、
二
十
四
年
に
は
浄
階
神

職
身
分
一
級
に
昇
進
、
二
十

職
身
分
一
級
に
昇
進
、
二
十

五
年
に
栃
木
学
園
評
議
員
に

五
年
に
栃
木
学
園
評
議
員
に

就
任
、
二
十
八
年
よ
り
神
道

就
任
、
二
十
八
年
よ
り
神
道

政
治
連
盟
副
幹
事
長
と
し
て

政
治
連
盟
副
幹
事
長
と
し
て

活
躍
を
し
て
お
り
ま
す
。

活
躍
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
は
「
日
光
の
社
寺
」

　

本
年
は
「
日
光
の
社
寺
」

が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ

が
世
界
文
化
遺
産
に
登
録
さ

れ
て
か
ら
二
十
周
年
を
迎
え

れ
て
か
ら
二
十
周
年
を
迎
え

ま
す
。
登
録
さ
れ
た
百
三
棟

ま
す
。
登
録
さ
れ
た
百
三
棟

の
国
宝
重
要
文
化
財
の
建
造

の
国
宝
重
要
文
化
財
の
建
造

物
等
を
修
理
管
理
す
る
「
日

物
等
を
修
理
管
理
す
る
「
日

光
社
寺
文
化
財
保
存
会
」
を

光
社
寺
文
化
財
保
存
会
」
を

二
社
一
寺
が
運
営
し
て
お
り

二
社
一
寺
が
運
営
し
て
お
り

ま
す
が
、
六
月
よ
り
中
麿
宮

ま
す
が
、
六
月
よ
り
中
麿
宮

司
が
理
事
長
に
就
任
し
ま
し

司
が
理
事
長
に
就
任
し
ま
し

た
。
本
年
度
末
に
て
終
了
予

た
。
本
年
度
末
に
て
終
了
予

定
の
本
殿
大
修
理
事
業
も
終

定
の
本
殿
大
修
理
事
業
も
終

盤
を
迎
え
て
お
り
、
来
年
に

盤
を
迎
え
て
お
り
、
来
年
に

は
正
遷
座
祭
を
執
行
す
る
予

は
正
遷
座
祭
を
執
行
す
る
予

定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
東

定
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
東

照
宮
、
輪
王
寺
も
同
じ
く
大

照
宮
、
輪
王
寺
も
同
じ
く
大

修
理
事
業
が
終
了
し
、
い
よ

修
理
事
業
が
終
了
し
、
い
よ

い
よ
六
年
ぶ
り
に
す
べ
て
の

い
よ
六
年
ぶ
り
に
す
べ
て
の

部
分
の
全
景
を
見
ら
れ
る
よ

部
分
の
全
景
を
見
ら
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
す
。
是
非
多
く

う
に
な
り
ま
す
。
是
非
多
く

の
人
に
日
光
を
訪
れ
て
頂
け

の
人
に
日
光
を
訪
れ
て
頂
け

ま
す
よ
う
期
待
致
し
て
お
り

ま
す
よ
う
期
待
致
し
て
お
り

ま
す
。

ま
す
。

　

来
年
は
い
よ
い
よ
東
京
オ

　

来
年
は
い
よ
い
よ
東
京
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま

リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
ま

中麿 輝美さん中麿 輝美さん簗瀬 大輔さん簗瀬 大輔さん

出
版
機
関
が
あ
り
、
群
馬
県

出
版
機
関
が
あ
り
、
群
馬
県

の
歴
史
や
文
化
に
関
す
る
シ

の
歴
史
や
文
化
に
関
す
る
シ

リ
ー
ズ
を
こ
れ
ま
で
に
二
百

リ
ー
ズ
を
こ
れ
ま
で
に
二
百

三
十
巻
以
刊
行
し
て
い
ま

三
十
巻
以
刊
行
し
て
い
ま

す
。
私
も
二
○
一
三
年
（
平

す
。
私
も
二
○
一
三
年
（
平

成
二
十
五
年
）
に
『
上
野
の

成
二
十
五
年
）
に
『
上
野
の

戦
国
地
侍
』
と
い
う
本
を
出

戦
国
地
侍
』
と
い
う
本
を
出

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
拙

し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
拙

著
で
は
、
中
世
の
自
力
救
済

著
で
は
、
中
世
の
自
力
救
済

の
習
い
の
も
と
で
自
立
を
模

の
習
い
の
も
と
で
自
立
を
模

索
す
る
上
州
の
名
も
無
き
地

索
す
る
上
州
の
名
も
無
き
地

侍
衆
（
武
装
す
る
百
姓
）
に

侍
衆
（
武
装
す
る
百
姓
）
に

焦
点
を
あ
て
、
そ
の
様
々
な

焦
点
を
あ
て
、
そ
の
様
々
な

生
態
を
紹
介
し
ま
し
た
。
す

生
態
を
紹
介
し
ま
し
た
。
す

る
と
、
思
い
が
け
ず
多
く
の

る
と
、
思
い
が
け
ず
多
く
の

す
。
多
く
の
外
国
人
が
日
本

す
。
多
く
の
外
国
人
が
日
本

を
訪
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

を
訪
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

す
。
こ
こ
日
光
に
も
多
く
の

す
。
こ
こ
日
光
に
も
多
く
の

人
が
足
を
運
ん
で
戴
け
る
も

人
が
足
を
運
ん
で
戴
け
る
も

の
と
思
い
ま
す
し
、
神
社
も

の
と
思
い
ま
す
し
、
神
社
も

も
っ
と
開
か
れ
た
場
と
し

も
っ
と
開
か
れ
た
場
と
し

て
、
信
仰
以
外
で
日
本
の
伝

て
、
信
仰
以
外
で
日
本
の
伝

統
文
化
宗
教
と
し
て
理
解
さ

統
文
化
宗
教
と
し
て
理
解
さ

れ
る
よ
う
、
境
内
に
は
多
言

れ
る
よ
う
、
境
内
に
は
多
言

語
対
応
の
看
板
等
も
作
製
設

語
対
応
の
看
板
等
も
作
製
設

置
し
て
お
り
ま
す
。

置
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
も
、
中
麿
宮
司
を
中

　

今
後
も
、
中
麿
宮
司
を
中

心
に
職
員
一
丸
と
な
っ
て
社

心
に
職
員
一
丸
と
な
っ
て
社

頭
興
隆
に
努
め
た
い
と
思
い

頭
興
隆
に
努
め
た
い
と
思
い

ま
す
。

ま
す
。

 

◆
日
光
二
荒
山
神
社

日
光
市
山
内
二
三
〇
七

☎
〇
二
八
八

五
四

〇
五

三
五

ふ
〇
二
八
八

五
四

〇
五

三
七

ほhttp://w
w
w
.futara

san.jp

J
R
日
光
駅
・
東
武
日
光

駅
よ
り
東
武
バ
ス
／
中
禅

寺
温
泉
ま
た
は
湯
元
温
泉

行
き
で
七
分
「
西
参
道
」

下
車
、
徒
歩
七
分

 

齋
藤
芳
史
（
8585
神
／
日
光

二
荒
山
神
社
奉
職
）
記

反
響
を
頂
き
、
昨
年

反
響
を
頂
き
、
昨
年

同
文
庫
と
し
て
は
異

同
文
庫
と
し
て
は
異

例
の
重
版
が
叶
い
ま

例
の
重
版
が
叶
い
ま

し
た
。

し
た
。

　

拙
著
前
半
で
取
り

　

拙
著
前
半
で
取
り

上
げ
て
い
る
の
が

上
げ
て
い
る
の
が

『
長
楽
寺
永
禄
日

『
長
楽
寺
永
禄
日

記
』
と
い
う
史
料
で
す
。
昨

記
』
と
い
う
史
料
で
す
。
昨

年
、
私
が
活
動
す
る
群
馬
歴

年
、
私
が
活
動
す
る
群
馬
歴

史
民
俗
研
究
会
で
こ
の
日
記

史
民
俗
研
究
会
で
こ
の
日
記

の
月
例
講
読
会
を
始
め
ま
し

の
月
例
講
読
会
を
始
め
ま
し

た
。
参
加
者
は
二
十
名
ほ
ど

た
。
参
加
者
は
二
十
名
ほ
ど

で
、
そ
の
約
半
数
が
中
世
史

で
、
そ
の
約
半
数
が
中
世
史

研
究
者
、
あ
と
の
半
数
は
驚

研
究
者
、
あ
と
の
半
数
は
驚

く
べ
き
こ
と
に
近
世
史
・
近

く
べ
き
こ
と
に
近
世
史
・
近

代
史
・
民
俗
学
・
国
文
学
の

代
史
・
民
俗
学
・
国
文
学
の

研
究
者
で
す
。
拙
著
へ
の
反

研
究
者
で
す
。
拙
著
へ
の
反

響
は
『
長
楽
寺
永
禄
日
記
』

響
は
『
長
楽
寺
永
禄
日
記
』

の
魅
力
が
も
た
ら
し
た
も
の

の
魅
力
が
も
た
ら
し
た
も
の

で
も
あ
る
よ
う
で
す
。
講
読

で
も
あ
る
よ
う
で
す
。
講
読

会
は
、
私
が
勤
務
す
る
群
馬

会
は
、
私
が
勤
務
す
る
群
馬

県
立
女
子
大
学
群
馬
学
セ
ン

県
立
女
子
大
学
群
馬
学
セ
ン

タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。

タ
ー
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

「
群
馬
学
」
と
は
何
か
。

　

「
群
馬
学
」
と
は
何
か
。

当
事
者
で
あ
る
私
自
身
ま
っ

当
事
者
で
あ
る
私
自
身
ま
っ

た
く
手
探
り
で
す
が
、『
長

た
く
手
探
り
で
す
が
、『
長

楽
寺
永
禄
日
記
』
に
描
か
れ

楽
寺
永
禄
日
記
』
に
描
か
れ

た
地
域
社
会
と
、
そ
こ
に
注

た
地
域
社
会
と
、
そ
こ
に
注

が
れ
る
学
際
的
な
眼
差
し
に

が
れ
る
学
際
的
な
眼
差
し
に

そ
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
と
感
じ

そ
の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
と
感
じ

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
い
ず

て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
い
ず

れ
そ
の
成
果
を
全
国
に
発
信

れ
そ
の
成
果
を
全
国
に
発
信

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

簗
瀬
大
輔（
9696
史
・
119
博
後
史
）記

諏
訪
神
社
の
翁
ス
ギ
媼
ス
ギ
（
国
指
定
天
然
記
念
物
）
の
前
で

諏
訪
神
社
の
翁
ス
ギ
媼
ス
ギ
（
国
指
定
天
然
記
念
物
）
の
前
で

ど
も
珍
ら
し
い
の
で
紹
介
し

た
次
第
で
あ
る
。
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玉
県
南
支
部
主
催
の
第
四
回

玉
県
南
支
部
主
催
の
第
四
回

公
開
講
演
会
（
令
和
元
年
六

公
開
講
演
会
（
令
和
元
年
六

月
二
十
九
日
（
土
）
開
催
／

月
二
十
九
日
（
土
）
開
催
／

会
場
：
さ
い
た
ま
市
産
業
文

会
場
：
さ
い
た
ま
市
産
業
文

化
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
元
外

化
セ
ン
タ
ー
）
で
は
、
元
外

務
報
道
官
で
ベ
ト
ナ
ム
駐

務
報
道
官
で
ベ
ト
ナ
ム
駐
箚さ

つ
さ
つ

特
命
全
権
大
使
も
務
め
ら
れ

特
命
全
権
大
使
も
務
め
ら
れ

た
坂さ

か
　
ば

さ
か
　
ば場
三み

つ
　
お

み
つ
　
お男
さ
ん
に
講
演
を

さ
ん
に
講
演
を

お
願
い
し
ま
し
た
。
坂
場
さ

お
願
い
し
ま
し
た
。
坂
場
さ

ん
は
、
昨
年
ハ
ノ
イ
で
行
っ

ん
は
、
昨
年
ハ
ノ
イ
で
行
っ

た
日
越
交
流
セ
ミ
ナ
ー
（
ア

た
日
越
交
流
セ
ミ
ナ
ー
（
ア

ジ
ア
文
化
研
究
学
会
主
催
）

ジ
ア
文
化
研
究
学
会
主
催
）

で
も
団
長
を
引
き
受
け
て
下

で
も
団
長
を
引
き
受
け
て
下

さ
っ
て
い
ま
す
。

さ
っ
て
い
ま
す
。

　

講
演
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
歴

　

講
演
は
、
ベ
ト
ナ
ム
の
歴

史
と
現
状
、
そ
し
て
日
本
と

史
と
現
状
、
そ
し
て
日
本
と

ベ
ト
ナ
ム
の
今
後
に
つ
い
て

ベ
ト
ナ
ム
の
今
後
に
つ
い
て

語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
一
時

語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
一
時

間
と
い
う
時
間
で
し
た
が
、

間
と
い
う
時
間
で
し
た
が
、

ベ
ト
ナ
ム
へ
の
知
識
を
深
め

ベ
ト
ナ
ム
へ
の
知
識
を
深
め

る
良
い
機
会
と
な
っ
た
の
で

る
良
い
機
会
と
な
っ
た
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

ハ
ノ
イ
市
中
心
部
か
ら
ノ

　

ハ
ノ
イ
市
中
心
部
か
ら
ノ

イ
バ
イ
国
際
空
港
へ
向
か
う

イ
バ
イ
国
際
空
港
へ
向
か
う

千葉県
支部

東京都
23区支部

埼玉県
東支部

埼玉県
北支部

埼玉県
南支部

◎
支
部
長
…
山
本
富
彦

（
や
ま
も
と
・
と
み
ひ
こ

／
76
法
）

◎
事
務
局
…
市
川
市
菅
野

五
―
六
―
二
八

工
藤
敬（
84
文
）

☎
〇
四
七
―
三
二
四
―

〇
八
三
九

◎
支
部
長
…
千
野
隆
司

（
ち
の
・
た
か
し
／
82

文
）

◎
事
務
局
…
渋
谷
区
東
四

―
一
〇
―
二
八

國
學
院
大
學
エ
ク
ス
テ

ン
シ
ョ
ン
事
業
課

杉
本
久
男（
86
法
）

☎
〇
三
―
五
四
六
六
―

〇
七
六
九

めsugi@
kokugakuin.

ac.jp

◎
支
部
長
…
後
藤
一
炊

（
ご
と
う
・
い
っ
す
い
／

83
経
）

◎
事
務
局
…
越
谷
市
弥
栄

町
三
―
四
三
―
二
一
六

小
山
巌（
93
法
）

☎
〇
四
八
―
九
七
四
―

七
九
五
四

◎
支
部
長
…
中
山
高
嶺

（
な
か
や
ま
・
た
か
ね
／

77
神
）

◎
事
務
局
…
秩
父
市
番
場

町
一
―
三

秩
父
神
社

浅
見
知
史（
108
神
）

☎
〇
四
九
四
―
二
二
―

〇
二
六
二

◎
支
部
長
…
真
取
正
典

（
ま
と
り
・
ま
さ
の
り
／

77
神
）

◎
事
務
局
…
さ
い
た
ま
市

中
央
区
本
町
東
七
―
八

―
三
―
四
〇
九

荒
木
幹
光（
78
経
）

☎
〇
四
八
―
八
五
八
―

五
八
〇
一

ポ
リ
オ
撲
滅
を
目
指
し
て

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
活
動

を
通
し
て

　

前
支
部
長
の
小
林
操
（
こ

　

前
支
部
長
の
小
林
操
（
こ

ば
や
し
・
み
さ
お
／

ば
や
し
・
み
さ
お
／
8080
法
）
法
）

さ
ん
は
、
今
ま
で
の
ロ
ー
タ

さ
ん
は
、
今
ま
で
の
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
の
活
動
が
認

リ
ー
ク
ラ
ブ
で
の
活
動
が
認

め
ら
れ
、
今
年
度
か
ら
ロ
ー

め
ら
れ
、
今
年
度
か
ら
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
重
職
に
就

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
重
職
に
就

い
て
い
ま
す
。

い
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

　

現
在
、
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
は
、
日
本
全
国
を
三
十
四

ブ
は
、
日
本
全
国
を
三
十
四

地
区
に
分
け
、
約
九
万
人
の

地
区
に
分
け
、
約
九
万
人
の

会
員
で
組
織
さ
れ
て
い
ま

会
員
で
組
織
さ
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
三
十
四
地
区
の
一

す
。
そ
の
三
十
四
地
区
の
一

つ
で
あ
る
埼
玉
南
東
地
区

つ
で
あ
る
埼
玉
南
東
地
区

（
ク
ラ
ブ
数
七
十
四
・
会
員

（
ク
ラ
ブ
数
七
十
四
・
会
員

数
約
二
千
六
百
人
）
の
ト
ッ

数
約
二
千
六
百
人
）
の
ト
ッ

プ
で
あ
る
『
ガ
バ
ナ
ー
』
に

プ
で
あ
る
『
ガ
バ
ナ
ー
』
に

推
挙
さ
れ
就
任
し
ま
し
た
。

推
挙
さ
れ
就
任
し
ま
し
た
。

　

今
年
の
一
月
に
は
、
米
国

　

今
年
の
一
月
に
は
、
米
国

の
サ
ン
デ
イ
ゴ
に
ご
夫
婦
で

の
サ
ン
デ
イ
ゴ
に
ご
夫
婦
で

出
掛
け
ら
れ
、
世
界
各
国
の

出
掛
け
ら
れ
、
世
界
各
国
の

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
会
員

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
会
員

と
の
交
流
と
「
ガ
バ
ナ
ー
」

と
の
交
流
と
「
ガ
バ
ナ
ー
」

と
し
て
の
研
修
に
参
加
し
て

と
し
て
の
研
修
に
参
加
し
て

帰
国
し
ま
し
た
。

帰
国
し
ま
し
た
。

　

（
奥
様
の
桂
子
さ
ん
（

　

（
奥
様
の
桂
子
さ
ん
（
8383

文
）
も
卒
業
生
で
現
在
は
越

文
）
も
卒
業
生
で
現
在
は
越

谷
大
澤
香
取
神
社
の
宮
司
と

谷
大
澤
香
取
神
社
の
宮
司
と

し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。）

し
て
活
躍
し
て
い
ま
す
。）

　

今
年
度
の
埼
玉
南
東
地
区

　

今
年
度
の
埼
玉
南
東
地
区

の
重
点
活
動
は
「
世
界
か
ら

の
重
点
活
動
は
「
世
界
か
ら

の
ポ
リ
オ
撲
滅
」
を
掲
げ
て

の
ポ
リ
オ
撲
滅
」
を
掲
げ
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
小
林
さ

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
小
林
さ

ん
自
身
が
幼
少
の
時
、
ポ
リ

ん
自
身
が
幼
少
の
時
、
ポ
リ

オ
に
罹
り
、
苦
労
し
た
経
験

オ
に
罹
り
、
苦
労
し
た
経
験

が
あ
る
か
ら
で
す
。
世
界
か

が
あ
る
か
ら
で
す
。
世
界
か

ら
ポ
リ
オ
を
完
全
に
撲
滅
す

ら
ポ
リ
オ
を
完
全
に
撲
滅
す

る
こ
と
が
小
林
さ
ん
の
ラ
イ

る
こ
と
が
小
林
さ
ん
の
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
だ
そ
う
で
す
。

フ
ワ
ー
ク
だ
そ
う
で
す
。

　

小
林
操
さ
ん
は
大
学
時
代

　

小
林
操
さ
ん
は
大
学
時
代

に
卓
球
部
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

に
卓
球
部
の
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー

と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
大

と
し
て
活
躍
し
ま
し
た
。
大

学
院
を
修
了
後
、
税
理
士
の

学
院
を
修
了
後
、
税
理
士
の

資
格
を
取
り
ま
し
た
。

資
格
を
取
り
ま
し
た
。

　

現
在
は
、
職
員
二
十
人
を

　

現
在
は
、
職
員
二
十
人
を

超
す
大
き
な
税
理
士
事
務
所

超
す
大
き
な
税
理
士
事
務
所

を
北
越
谷
の
西
口
に
開
い
て

を
北
越
谷
の
西
口
に
開
い
て

い
ま
す
。

い
ま
す
。

　

今
後
の
更
な
る
発
展
と
活

　

今
後
の
更
な
る
発
展
と
活

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

躍
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

後
藤
一
炊（
8383
経
／
支
部
長
）記

「
神
職
」と「
華
道
」

　

私
は
秩
父
神
社
で
神
明
奉

　

私
は
秩
父
神
社
で
神
明
奉

仕
の
傍
ら
「
い
け
ば
な
」
に

仕
の
傍
ら
「
い
け
ば
な
」
に

精
進
し
て
い
ま
す
。
松
月
古

精
進
し
て
い
ま
す
。
松
月
古

第
四
回
公
開
講
演
会
を
開
催

　

日
本
の
在
留
外
国
人
数

　

日
本
の
在
留
外
国
人
数

は
、
こ
こ
数
年
増
加
し
続
け

は
、
こ
こ
数
年
増
加
し
続
け

て
い
ま
す
。
中
で
も
在
日
ベ

て
い
ま
す
。
中
で
も
在
日
ベ

ト
ナ
ム
人
の
増
加
は
顕
著

ト
ナ
ム
人
の
増
加
は
顕
著

で
、
国
籍
別
で
は
中
国
・
韓

で
、
国
籍
別
で
は
中
国
・
韓

国
に
次
い
で
３
位
、「
留
学

国
に
次
い
で
３
位
、「
留
学

生
・
技
能
実
習
生
」
に
限
れ

生
・
技
能
実
習
生
」
に
限
れ

ば
、
中
国
を
抜
い
て
１
位
と

ば
、
中
国
を
抜
い
て
１
位
と

な
っ
て
い
ま
す
。

な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
し
た
背
景
か
ら
、
埼

　

そ
う
し
た
背
景
か
ら
、
埼

親
子
三
代
兄
弟
が
院
友

　

永
田
忠
以
（
な
が
た

　

永
田
忠
以
（
な
が
た
・
た

だ
し
げ
／

だ
し
げ
／
7474
神
）
氏
を
紹
介

）
氏
を
紹
介

し
ま
す
。
親
子
三
代
兄
弟
が

し
ま
す
。
親
子
三
代
兄
弟
が

院
友
で
す
。
ま
ず
本
人
か

院
友
で
す
。
ま
ず
本
人
か

ら
。
大
学
卒
業
後
、
総
理
府

ら
。
大
学
卒
業
後
、
総
理
府

事
務
官
と
し
て
常
陸
宮
家
に

事
務
官
と
し
て
常
陸
宮
家
に

奉
仕
し
、
ご
尊
父
の
逝
去
後

奉
仕
し
、
ご
尊
父
の
逝
去
後

そ
の
後
を
継
い
で
教
派
神
道

そ
の
後
を
継
い
で
教
派
神
道

「
み
た
ま
教
」
管
長
と
し
て

「
み
た
ま
教
」
管
長
と
し
て

斯
界
の
布
教
宣
揚
に
励
ん

斯
界
の
布
教
宣
揚
に
励
ん

だ
。
現
在
は
同
系
統
の
「
神

だ
。
現
在
は
同
系
統
の
「
神

道
交
心
会
」
会
長
。
ま
た
そ

道
交
心
会
」
会
長
。
ま
た
そ

の
合
間
を
ぬ
っ
て
地
域
社
会

の
合
間
を
ぬ
っ
て
地
域
社
会

の
為
に
働
き
、
自
治
会
の
会

の
為
に
働
き
、
自
治
会
の
会

長
や
民
生
児
童
委
員
と
し
て

長
や
民
生
児
童
委
員
と
し
て

永
年
尽
力
し
、
三
代
の
千
葉

永
年
尽
力
し
、
三
代
の
千
葉

市
長
か
ら
表
彰
状
を
受
け

市
長
か
ら
表
彰
状
を
受
け

神
道
文
化
の
発
信
に
努
め
て

　

東
京
都
二
十
三
区
支
部
で

　

東
京
都
二
十
三
区
支
部
で

は
、
支
部
総
会
の
講
演
会
の

は
、
支
部
総
会
の
講
演
会
の

流
の
歴
史
は
古
く
江
戸
中
期

流
の
歴
史
は
古
く
江
戸
中
期

・
宝
暦
年
間
に
是
心
件
一
路

・
宝
暦
年
間
に
是
心
件
一
路

師
に
よ
り
創
流
さ
れ
た
、
松

師
に
よ
り
創
流
さ
れ
た
、
松

月
堂
古
流
の
生
花
様
式
に
習

月
堂
古
流
の
生
花
様
式
に
習

い
、
後
に
留
木
を
古
流
留
に

い
、
後
に
留
木
を
古
流
留
に

改
め
確
立
し
た
流
派
で
す
。

改
め
確
立
し
た
流
派
で
す
。

　

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
を
中

　

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
を
中

心
に
入
間
・
飯
能
・
秩
父
・

心
に
入
間
・
飯
能
・
秩
父
・

横
浜
方
面
で
積
極
的
に
活
動

横
浜
方
面
で
積
極
的
に
活
動

し
、
陶
芸
・
書
家
と
の
創
作

し
、
陶
芸
・
書
家
と
の
創
作

に
も
努
め
て
い
ま
す
。
ま

に
も
努
め
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
域
に
於
け
る
花
展
や

た
、
地
域
に
於
け
る
花
展
や

「
大
日
本
華
道
国
風
会
」
に

「
大
日
本
華
道
国
風
会
」
に

よ
る
明
治
神
宮
で
の
年
四
回

よ
る
明
治
神
宮
で
の
年
四
回

の
明
治
天
皇
・
昭
憲
皇
太
后

の
明
治
天
皇
・
昭
憲
皇
太
后

例
大
祭
ご
献
華
、
秩
父
神
社

例
大
祭
ご
献
華
、
秩
父
神
社

で
の
五
月
三
日
・
秩
父
宮
祭

で
の
五
月
三
日
・
秩
父
宮
祭

奉
納
華
を
さ
せ
て
頂
い
て
い

奉
納
華
を
さ
せ
て
頂
い
て
い

ま
す
。

ま
す
。

　

花
と
向
き
合
い
、
花
と
語

　

花
と
向
き
合
い
、
花
と
語

ら
う
心
豊
か
な
時
を
大
切
に

ら
う
心
豊
か
な
時
を
大
切
に

し
な
が
ら
、
温
故
知
新
を
念

し
な
が
ら
、
温
故
知
新
を
念

頭
に
伝
統
文
化
を
守
り
続
け

頭
に
伝
統
文
化
を
守
り
続
け

た
。
平
成
二
十
九
年
十
一

た
。
平
成
二
十
九
年
十
一

月
、
そ
の
方
面
の
功
績
に
対

月
、
そ
の
方
面
の
功
績
に
対

し
内
閣
か
ら
瑞
宝
単
光
章
を

し
内
閣
か
ら
瑞
宝
単
光
章
を

授
け
ら
れ
た
。
そ
の
他
に
も

授
け
ら
れ
た
。
そ
の
他
に
も

母
校
の
為
に
も
働
き
、
高
校

母
校
の
為
に
も
働
き
、
高
校

で
は
同
窓
会
一
部
門
で
あ
る

で
は
同
窓
会
一
部
門
で
あ
る

「
葛
の
花
会
」
会
長
、
院
友

「
葛
の
花
会
」
会
長
、
院
友

会
で
は
県
支
部
の
副
支
部
長

会
で
は
県
支
部
の
副
支
部
長

を
務
め
て
い
る
。

を
務
め
て
い
る
。

　

併
せ
て
こ
こ
で
一
家
の
様

　

併
せ
て
こ
こ
で
一
家
の
様

子
を
紹
介
し
た
い
。
ご
尊
父

子
を
紹
介
し
た
い
。
ご
尊
父

忠
義
（

忠
義
（
4848
神
・
神
・
4848
学
国
史
）

学
国
史
）

氏
は
み
た
ま
教
管
長
。
ご
子

氏
は
み
た
ま
教
管
長
。
ご
子

息
忠
靖
氏
（

息
忠
靖
氏
（
109109
神
・
神
・
111111
博
前
博
前

神
・
神
・
114114
博
後
神
）
は
父
忠
以

博
後
神
）
は
父
忠
以

氏
を
助
け
て
「
み
た
ま
教
」

氏
を
助
け
て
「
み
た
ま
教
」

管
長
、
そ
し
て
大
学
院
博
士

管
長
、
そ
し
て
大
学
院
博
士

課
程
で
神
道
学
の
研
鑽
を
積

課
程
で
神
道
学
の
研
鑽
を
積

ん
だ
。
長
兄
忠
興
（

ん
だ
。
長
兄
忠
興
（
7171
神
）
神
）

氏
は
宮
内
庁
掌
典
職
の
後
、

氏
は
宮
内
庁
掌
典
職
の
後
、

新
潟
県
弥
彦
神
社
宮
司
。
次

新
潟
県
弥
彦
神
社
宮
司
。
次

弟
忠
政
（

弟
忠
政
（
8282
神
）
氏
は
宮
内

神
）
氏
は
宮
内

庁
宮
務
官
、
三
笠
宮
家
奉

庁
宮
務
官
、
三
笠
宮
家
奉

仕
。
末
弟
忠
親
（

仕
。
末
弟
忠
親
（
8585
神
）
氏

神
）
氏

も
宮
内
庁
宮
務
官
、
常
陸
宮

も
宮
内
庁
宮
務
官
、
常
陸
宮

家
奉
仕
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
経

家
奉
仕
と
い
う
そ
れ
ぞ
れ
経

歴
の
持
主
で
あ
る
。
こ
う
し

歴
の
持
主
で
あ
る
。
こ
う
し

た
一
家
は
院
友
多
し
と
い
え

た
一
家
は
院
友
多
し
と
い
え

　

令
和
元
年
五
月
二
十
三
日

　

令
和
元
年
五
月
二
十
三
日

（
木
）
〜
二
十
四
日
（
金
）

（
木
）
〜
二
十
四
日
（
金
）

一
泊
二
日
の
行
程
で
、
静
岡

一
泊
二
日
の
行
程
で
、
静
岡

駅
前
の
「
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ

駅
前
の
「
ホ
テ
ル
セ
ン
チ
ュ

リ
ー
静
岡
」
に
お
い
て
日
本

リ
ー
静
岡
」
に
お
い
て
日
本

史
研
究
会
近
世
史
部
「
信
長

史
研
究
会
近
世
史
部
「
信
長

公
記
研
究
会
」
の
親
睦
会
を

公
記
研
究
会
」
の
親
睦
会
を

開
催
し
た
。
夜
の
懇
親
会
は

開
催
し
た
。
夜
の
懇
親
会
は

十
一
名
、
ホ
テ
ル
へ
の
宿
泊

十
一
名
、
ホ
テ
ル
へ
の
宿
泊

者
八
名
、
翌
日
午
前
中
の

者
八
名
、
翌
日
午
前
中
の

「
駿
府
城
址
」
散
策
は
六
名

「
駿
府
城
址
」
散
策
は
六
名

の
院
友
が
参
加
し
た
。
卒
業

の
院
友
が
参
加
し
た
。
卒
業

期
は
期
は
7474
期
か
ら

期
か
ら
8080
期
で
あ
っ

期
で
あ
っ

た
。
た
。

　

夜
の
懇
親
会
で
の
一
人
ひ

　

夜
の
懇
親
会
で
の
一
人
ひ

と
り
の
ス
ピ
ー
チ
は
、
持
ち

と
り
の
ス
ピ
ー
チ
は
、
持
ち

　

平
成
三
十
一
年
二
月
二
十

　

平
成
三
十
一
年
二
月
二
十

三
日
（
土
）
第

三
日
（
土
）
第
2525
回
中
地
区

回
中
地
区

院
友
会
を
平
塚
市
内
の
ホ
テ

院
友
会
を
平
塚
市
内
の
ホ
テ

ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
第
一

ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
第
一

部
は
公
開
の
落
語
会
。
演
者

部
は
公
開
の
落
語
会
。
演
者

は
、
院
友
の
三
遊
亭
遊
吉
師

は
、
院
友
の
三
遊
亭
遊
吉
師

匠
（
匠
（
9090
文
２
）
と
笑
福
亭
茶

文
２
）
と
笑
福
亭
茶

光
さ
ん
。「
井
戸
の
茶
碗
」

光
さ
ん
。「
井
戸
の
茶
碗
」

「
手
水
廻
し
」
の
熱
演
に
院

「
手
水
廻
し
」
の
熱
演
に
院

友
四
十
八
名
、
若
木
育
成
会

友
四
十
八
名
、
若
木
育
成
会

員
二
名
、
一
般
三
十
名
は
抱

員
二
名
、
一
般
三
十
名
は
抱

腹
絶
倒
、
寄
席
の
楽
し
さ
を

腹
絶
倒
、
寄
席
の
楽
し
さ
を

満
喫
し
ま
し
た
。

満
喫
し
ま
し
た
。

　

第
二
部
は
総
会
と
懇
親

　

第
二
部
は
総
会
と
懇
親

会
。
近
年
、
参
加
者
数
と
参

会
。
近
年
、
参
加
者
数
と
参

加
者
の
地
域
が
拡
大
し
て
い

加
者
の
地
域
が
拡
大
し
て
い

る
状
況
に
鑑
み
、
会
名
が

る
状
況
に
鑑
み
、
会
名
が

「
國
學
院
大
學
院
友
会
神
奈

「
國
學
院
大
學
院
友
会
神
奈

川
県
支
部
西
湘
地
区
会
」
と

川
県
支
部
西
湘
地
区
会
」
と

改
め
ら
れ
ま
し
た
。

改
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

懇
親
会
に
は
院
友
四
十
六

　

懇
親
会
に
は
院
友
四
十
六

名
、
若
木
育
成
会
員
二
名
が

名
、
若
木
育
成
会
員
二
名
が

参
加
。
今
回
も
歓
談
は
大
い

参
加
。
今
回
も
歓
談
は
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
途

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。
途

中
、
前
回
講
演
し
て
く
だ
さ

中
、
前
回
講
演
し
て
く
だ
さ

っ
た
陸
上
競
技
部
の
前
田
康

っ
た
陸
上
競
技
部
の
前
田
康

弘
監
督
も
お
忙
し
い
中
、
駆

弘
監
督
も
お
忙
し
い
中
、
駆

け
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し

け
つ
け
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
沿
道
で
応
援
す
る
院
友

た
。
沿
道
で
応
援
す
る
院
友

も
大
切
に
し
て
く
だ
さ
る
監

も
大
切
に
し
て
く
だ
さ
る
監

督
の
お
人
柄
に
参
加
者
一
同

督
の
お
人
柄
に
参
加
者
一
同

時
間
？
関
係
な
く
近
況
を
語

時
間
？
関
係
な
く
近
況
を
語

っ
た
。
多
く
の
方
々
は
既
に

っ
た
。
多
く
の
方
々
は
既
に

リ
タ
イ
ア
し
て
お
り
、
空
い

リ
タ
イ
ア
し
て
お
り
、
空
い

た
時
間
を
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ

た
時
間
を
地
域
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
活
動
、
家
庭
菜
園
、
生

ィ
ア
活
動
、
家
庭
菜
園
、
生

涯
学
習
な
ど
に
充
て
ら
れ
て

涯
学
習
な
ど
に
充
て
ら
れ
て

い
た
。
宿
泊
者
は
幹
事
の
部

い
た
。
宿
泊
者
は
幹
事
の
部

屋
に
集
ま
り
二
次
会
、
時
を

屋
に
集
ま
り
二
次
会
、
時
を

忘
れ
話
し
込
ん
だ
。

忘
れ
話
し
込
ん
だ
。

　

翌
日
は
希
望
者
で
「
駿
府

　

翌
日
は
希
望
者
で
「
駿
府

城
趾
」
を
見
学
。
近
年
、
天

城
趾
」
を
見
学
。
近
年
、
天

守
閣
跡
地
の
発
掘
調
査
や
櫓

守
閣
跡
地
の
発
掘
調
査
や
櫓

の
再
建
が
進
み
、
秀
吉
・
家

の
再
建
が
進
み
、
秀
吉
・
家

康
時
代
の
実
像
が
明
ら
か
に

康
時
代
の
実
像
が
明
ら
か
に

な
り
つ
つ
あ
る
。
今
年
は
今

な
り
つ
つ
あ
る
。
今
年
は
今

川
義
元
生
誕
五
百
年
と
い
う

川
義
元
生
誕
五
百
年
と
い
う

こ
と
で
、
顕
彰
の
幟
が
旗
め

こ
と
で
、
顕
彰
の
幟
が
旗
め

い
て
い
た
。
そ
の
後
、
木
造

い
て
い
た
。
そ
の
後
、
木
造

で
再
建
さ
れ
た
東
御
門
・
巽

で
再
建
さ
れ
た
東
御
門
・
巽

櫓
内
を
見
学
し
、
駅
へ
の
道

櫓
内
を
見
学
し
、
駅
へ
の
道

す
が
ら
昼
食
を
済
ま
せ
、
駅

す
が
ら
昼
食
を
済
ま
せ
、
駅

頭
に
て
解
散
し
た
。

頭
に
て
解
散
し
た
。

　

最
後
？
と
思
わ
れ
た
本
会

　

最
後
？
と
思
わ
れ
た
本
会

も
、
今
回
の
幹
事
一
同
が
担

も
、
今
回
の
幹
事
一
同
が
担

当
し
て
の
次
回
開
催
が
濃
厚

当
し
て
の
次
回
開
催
が
濃
厚

日
本
史
研
究
会
近
世
史
部

「
信
長
公
記
研
究
会
」

親
睦
会
を
開
催

第
二
十
五
回
中
地
区

院
友
会
を
開
催

小
林
操
さ
ん（
左
か
ら
二
人
目
）

小
林
操
さ
ん（
左
か
ら
二
人
目
）

と
奥
様

と
奥
様

坂場 三男さん坂場 三男さん

高
速
道
路
や
ニ
ャ
ッ
タ
ン
橋

高
速
道
路
や
ニ
ャ
ッ
タ
ン
橋

（
日
越
友
好
橋
）等
は
、日
本

（
日
越
友
好
橋
）等
は
、日
本

の
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
よ
り
建
設
さ
れ

の
Ｏ
Ｄ
Ａ
に
よ
り
建
設
さ
れ

ま
し
た
。ベ
ト
ナ
ム
人
は
日

ま
し
た
。ベ
ト
ナ
ム
人
は
日

本
に
感
謝
を
し
て
お
り
、非

本
に
感
謝
を
し
て
お
り
、非

常
に
親
日
的
で
す
。両
国
の

常
に
親
日
的
で
す
。両
国
の

友
好
が
今
後
も
続
く
よ
う
、

友
好
が
今
後
も
続
く
よ
う
、

こ
れ
を
機
に
ベ
ト
ナ
ム
と
の

こ
れ
を
機
に
ベ
ト
ナ
ム
と
の

関
係
を
見
つ
め
直
し
て
み
て

関
係
を
見
つ
め
直
し
て
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　

荒
木
幹
光
（
7878
経
／

支
部
事
務
局
）
記

テ
ー
マ
を
「
江
戸
」
に
因
む

テ
ー
マ
を
「
江
戸
」
に
因
む

題
材
で
行
っ
て
い
ま
す
。

題
材
で
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、

　

今
回
ご
紹
介
す
る
の
は
、

令
和
元
年
五
月
一
日
付
で
新

令
和
元
年
五
月
一
日
付
で
新

た
に
神
田
神
社
の
宮
司
に
就

た
に
神
田
神
社
の
宮
司
に
就

任
さ
れ
た
清
水
祥
彦
（

任
さ
れ
た
清
水
祥
彦
（
9191

神
）
さ
ん
で
す
。
清
水
さ
ん

神
）
さ
ん
で
す
。
清
水
さ
ん

は
大
学
卒
業
後
、
鶴
岡
八
幡

は
大
学
卒
業
後
、
鶴
岡
八
幡

宮
を
経
て
昭
和
六
十
二
年
に

宮
を
経
て
昭
和
六
十
二
年
に

「
江
戸
総
鎮
守
神
田
明
神
」

「
江
戸
総
鎮
守
神
田
明
神
」

に
奉
職
さ
れ
ま
し
た
。
以

に
奉
職
さ
れ
ま
し
た
。
以

来
、
叔
父
様
で
あ
る
大
鳥
居

来
、
叔
父
様
で
あ
る
大
鳥
居

信
史
氏
（

信
史
氏
（
7070
文
・
文
・
7171
神
専
神
専

攻
）
の
薫
陶
を
受
け
て
社
務

攻
）
の
薫
陶
を
受
け
て
社
務

に
精
励
さ
れ
る
一
方
、
現
在

に
精
励
さ
れ
る
一
方
、
現
在

は
東
京
都
神
社
庁
副
庁
長
と

は
東
京
都
神
社
庁
副
庁
長
と

し
て
も
尽
力
し
て
お
ら
れ
ま

し
て
も
尽
力
し
て
お
ら
れ
ま

す
。
す
。

　

大
鳥
居
名
誉
宮
司
は
、
創

　

大
鳥
居
名
誉
宮
司
は
、
創

建
千
三
百
年
記
念
事
業
と
し

建
千
三
百
年
記
念
事
業
と
し

て
来
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

て
来
年
の
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見

ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
見

昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
神
田
明
神

昨
年
オ
ー
プ
ン
し
た
神
田
明
神

文
化
交
流
館
「

文
化
交
流
館
「
E
D
O
C
C
O
」

永田 忠以さん永田 忠以さん

清水 祥彦さん清水 祥彦さん

て
い
ま
す
。

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
「
い
け
ば
な
」

　

こ
れ
か
ら
「
い
け
ば
な
」

を
始
め
た
い
「
ビ
ギ
ナ
ー

を
始
め
た
い
「
ビ
ギ
ナ
ー

ズ
」
の
方
、
是
非
お
気
軽
に

ズ
」
の
方
、
是
非
お
気
軽
に

お
尋
ね
下
さ
い
。

お
尋
ね
下
さ
い
。

守
屋
通
夫
（
9999
別
専
２
／

松
月
古
流
家
元
守
屋
宗
通

・
秩
父
神
社
奉
職
）
記　

据
え
て
参
拝
者
や
観
光
客
、

据
え
て
参
拝
者
や
観
光
客
、

ま
た
外
国
か
ら
の
来
訪
者
に

ま
た
外
国
か
ら
の
来
訪
者
に

日
本
の
伝
統
文
化
と
神
道
文

日
本
の
伝
統
文
化
と
神
道
文

化
を
合
わ
せ
て
伝
え
る
為
に

化
を
合
わ
せ
て
伝
え
る
為
に

神
社
界
初
の
施
設
と
な
る
文

神
社
界
初
の
施
設
と
な
る
文

化
交
流
館「

化
交
流
館「
E
D
O
C
C
O
」

を
開
館
さ
れ
ま
し
た
。

を
開
館
さ
れ
ま
し
た
。

　

清
水
さ
ん
は
大
鳥
居
氏
の

　

清
水
さ
ん
は
大
鳥
居
氏
の

脇
下
に
て
「
巫
女
さ
ん
入
門

脇
下
に
て
「
巫
女
さ
ん
入
門

講
座
」
や
「
明
神
塾
」「
神

講
座
」
や
「
明
神
塾
」「
神

儒
仏
合
同
講
演
会
」
を
は
じ

儒
仏
合
同
講
演
会
」
を
は
じ

め
と
す
る
独
自
で
多
彩
な
文

め
と
す
る
独
自
で
多
彩
な
文

化
事
業
と
、
氏
子
で
あ
る
秋

化
事
業
と
、
氏
子
で
あ
る
秋

葉
原
の
若
者
文
化
で
あ
る
サ

葉
原
の
若
者
文
化
で
あ
る
サ

ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
等
を
積
極
的

ブ
カ
ル
チ
ャ
ー
等
を
積
極
的

に
神
社
に
取
り
込
み
、
新
し

に
神
社
に
取
り
込
み
、
新
し

い
神
道
文
化
の
情
報
発
信
に

い
神
道
文
化
の
情
報
発
信
に

努
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
神

努
め
て
き
ま
し
た
。
ま
た
神

田
祭
に
お
い
て
は
、
江
戸
時

田
祭
に
お
い
て
は
、
江
戸
時

代
に
流
行
し
た
「
附
け
祭
」

代
に
流
行
し
た
「
附
け
祭
」

を
復
興
さ
せ
て
、
江
戸
の
豊

を
復
興
さ
せ
て
、
江
戸
の
豊

か
な
祭
礼
文
化
の
賑
わ
い
と

か
な
祭
礼
文
化
の
賑
わ
い
と

楽
し
み
を
現
代
に
問
い
ま
し

楽
し
み
を
現
代
に
問
い
ま
し

た
。
た
。

　

今
後
は
更
に
外
国
人
に
向

　

今
後
は
更
に
外
国
人
に
向

け
て
、
わ
か
り
や
す
く
神
道

け
て
、
わ
か
り
や
す
く
神
道

の
魅
力
を
体
験
し
て
い
た
だ

の
魅
力
を
体
験
し
て
い
た
だ

け
る
ミ
ニ
ツ
ア
ー
な
ど
も
展

け
る
ミ
ニ
ツ
ア
ー
な
ど
も
展

ど
も
珍
ら
し
い
の
で
紹
介
し

ど
も
珍
ら
し
い
の
で
紹
介
し

た
次
第
で
あ
る
。

た
次
第
で
あ
る
。

渡
辺
誠
治
（
6565
文
）
記

開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

開
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
そ
う
で
す
。

い
る
そ
う
で
す
。

 

◆
江
戸
総
鎮
守　

神
田
明
神

千
代
田
区
外
神
田
二
―
一

六
―
二

☎
〇
三

三
二
五
四

〇
七

五
三

ほhttps://w
w
w
.kanda

myoujin.or.jp/
 

堀
江
久
教
（
9090
神
／
大
鳥
神
社

宮
司
・
若
木
育
成
会
会
長
）
記

と
な
っ
た
。

と
な
っ
た
。

手
島
基
行
（
8080
史
）
記

感
激
す
る
と
と
も
に
、
次
回

感
激
す
る
と
と
も
に
、
次
回

に
向
け
た
力
強
い
お
話
に
元

に
向
け
た
力
強
い
お
話
に
元

気
と
楽
し
み
を
い
た
だ
き
ま

気
と
楽
し
み
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。

し
た
。

　

席
上
ご
協
力
い
た
だ
い
た

　

席
上
ご
協
力
い
た
だ
い
た

「
陸
上
競
技
部
応
援
募
金
」

「
陸
上
競
技
部
応
援
募
金
」

は
六
万
円
集
ま
り
ま
し
た
。

は
六
万
円
集
ま
り
ま
し
た
。

全
額
國
學
院
大
學
へ
使
途
指

全
額
國
學
院
大
學
へ
使
途
指

定
で
お
送
り
さ
せ
て
い
た
だ

定
で
お
送
り
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。

ざ
い
ま
し
た
。

池
邊
史
郎（
7979
文
・
83
修
文
）記
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國學院カードのお申し込み方法
下記のHPよりWEB上でお申し込みください。
紙面での申し込みを希望される方は経理課にお問い合わせください。

資料請求・お問い合わせ先
國學院大學 経理課（担当：鈴木、清水）
TEL：03-5466-0115　MAIL：keiri@kokugakuin.ac.jp
WEB： 國學院大學ＨＰ＞卒業生＞卒業生向けサービス＞ 

國學院カード

ご利用金額の一部が学生・生徒等の活動支援に活用されます。
また、國學院カードに加入すると独自の優待サービスを受けられます。
※詳しいサービス内容は大学HPをご覧ください。

協力店の募集について
國學院大學では、國學院カード利用者への優待サービスをご提供いただ
ける協力店を募集しております。ご協力をいただける企業・店舗につい
ては大学HPやチラシ、学内イベント等で学生や院友にご紹介させてい
ただきます。　※詳しくは経理課へお問い合わせください。

「國學院カード」HP
QRコード

國學院と院友の絆をつなぐ
オフィシャルクレジットカード

「國學院カード」誕生！

予　告
「
も
っ
と
日
本
を
学
ぼ
う
」

國
學
院
大
學
院
友
会
落
語
会

大
分
県
支
部

予　告
「
上
野
の
戦
国
地
侍
―
村
の
自
力

救
済
」

群
馬
県
支
部

予　告

文
化
講
演
会
〜「
即
位
礼
と
大
嘗

祭（
仮
題
）」〜

石
川
県
支
部

報　告

文
化
講
演
会「
上
杉
の
城
下
町
」を
開

文
化
講
演
会「
上
杉
の
城
下
町
」を
開

催 

山
形
県
支
部

山
形
県
支
部

予　告

土
木
技
術
か
ら
み
た
古
代
の

鳥
取

鳥
取
県
支
部

　

山
形
県
支
部
で
は
令
和
元

　

山
形
県
支
部
で
は
令
和
元

年
六
月
八
日
（
土
）
に
、
米

年
六
月
八
日
（
土
）
に
、
米

沢
市
丸
の
内
、
伝
国
の
杜
上

沢
市
丸
の
内
、
伝
国
の
杜
上

杉
博
物
館
に
お
い
て
文
化
講

杉
博
物
館
に
お
い
て
文
化
講

演
会
を
開
催
し
た
。

演
会
を
開
催
し
た
。

　

講
師
に
は
中
川
勝
米
沢
市

　

講
師
に
は
中
川
勝
米
沢
市

長
と
院
友
の
角
屋
由
美
子

長
と
院
友
の
角
屋
由
美
子

（
9191
史
・
上
杉
博
物
館
学
芸

史
・
上
杉
博
物
館
学
芸

員
）氏
を
迎
え
、一
般
公
開
、

員
）氏
を
迎
え
、一
般
公
開
、

入
場
無
料
に
て
開
催
、院
友

入
場
無
料
に
て
開
催
、院
友

会
・
若
木
育
成
会
・
一
般
聴
講

会
・
若
木
育
成
会
・
一
般
聴
講

者
約
百
名
が
参
加
し
た
。

者
約
百
名
が
参
加
し
た
。

　

中
川
市
長
は
、「
米
沢
だ

　

中
川
市
長
は
、「
米
沢
だ

か
ら
こ
そ
で
き
る
ブ
ラ
ン
ド

か
ら
こ
そ
で
き
る
ブ
ラ
ン
ド

戦
略
」
と
題
し
、
現

戦
略
」
と
題
し
、
現

在
多
く
の
市
町
村
が

在
多
く
の
市
町
村
が

抱
え
る
課
題
は
少
子

抱
え
る
課
題
は
少
子

高
齢
化
で
あ
り
、
人

高
齢
化
で
あ
り
、
人

口
減
少
は
経
済
の
縮

口
減
少
は
経
済
の
縮

小
を
招
く
。
人
口
減

小
を
招
く
。
人
口
減

少
の
要
因
の
一
つ
に

少
の
要
因
の
一
つ
に

未
婚
が
あ
り
、
市
内

未
婚
が
あ
り
、
市
内

十
七
地
区
そ
れ
ぞ
れ

十
七
地
区
そ
れ
ぞ
れ

に
婚
活
相
談
員
を
置

に
婚
活
相
談
員
を
置

き
、
取
り
組
ん
で
い

き
、
取
り
組
ん
で
い

る
。
自
前
の
資
源
、

る
。
自
前
の
資
源
、

地
域
の
資
源
を
磨
き

地
域
の
資
源
を
磨
き

上
げ
、
地
域
の
活
性

上
げ
、
地
域
の
活
性

化
に
結
び
付
け
な
け
れ
ば
な

化
に
結
び
付
け
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
観
光
ブ
ラ
ン
ド
と

ら
な
い
。
観
光
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
、
上
杉
の
城
下
町
と
し

し
て
、
上
杉
の
城
下
町
と
し

て
の
米
沢
、
全
国
的
に
著
名

て
の
米
沢
、
全
国
的
に
著
名

な
米
沢
牛
、
伝
統
産
業
の
米

な
米
沢
牛
、
伝
統
産
業
の
米

沢
織
、
産
業
構
造
の
変
化
に

沢
織
、
産
業
構
造
の
変
化
に

伴
い
発
達
し
て
き
た
弱
電
産

伴
い
発
達
し
て
き
た
弱
電
産

業
、
昨
今
話
題
の
有
機

業
、
昨
今
話
題
の
有
機

E
L
照
明
な
ど
、
山
形
大

照
明
な
ど
、
山
形
大

学
工
学
部
の
研
究
と
企
業
、

学
工
学
部
の
研
究
と
企
業
、

行
政
、
さ
ら
に
金
融
が
連
携

行
政
、
さ
ら
に
金
融
が
連
携

し
、
米
沢
ブ
ラ
ン
ド
を
磨
き

し
、
米
沢
ブ
ラ
ン
ド
を
磨
き

上
げ
て
経
済
の
活
性
化
、
持

上
げ
て
経
済
の
活
性
化
、
持

続
可
能
な
発
展
に
取
り
組
ん

続
可
能
な
発
展
に
取
り
組
ん

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
締
め
ら
れ
た
。

と
締
め
ら
れ
た
。

　

角
屋
氏
は
「
上
杉
家
の
秘

　

角
屋
氏
は
「
上
杉
家
の
秘

話
―
妻
た
ち
の
事
情

話
―
妻
た
ち
の
事
情
―
」
と
」
と

題
し
、
大
名
家
で
最
も
大
事

題
し
、
大
名
家
で
最
も
大
事

な
こ
と
は
家
を
継
ぐ
と
い
う

な
こ
と
は
家
を
継
ぐ
と
い
う

こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、

こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
、

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
正
室
・

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
正
室
・

側
室
が
お
り
、
跡
継
ぎ
を
産

側
室
が
お
り
、
跡
継
ぎ
を
産

む
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
あ

む
こ
と
は
重
要
な
こ
と
で
あ

っ
た
が
、
当
時
、
出
産
や
生

っ
た
が
、
当
時
、
出
産
や
生

ま
れ
た
子
供
が
無
事
成
長
す

ま
れ
た
子
供
が
無
事
成
長
す

る
こ
と
は
、
命
懸
け
の
大
変

る
こ
と
は
、
命
懸
け
の
大
変

な
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し

な
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
し

て
、
家
を
守
る
た
め
、
婚
姻

て
、
家
を
守
る
た
め
、
婚
姻

や
養
子
縁
組
に
よ
り
結
ば
れ

や
養
子
縁
組
に
よ
り
結
ば
れ

た
縁
に
よ
り
家
が
守
ら
れ

た
縁
に
よ
り
家
が
守
ら
れ

た
。
お
家
断
絶
の
危
機
も
、

た
。
お
家
断
絶
の
危
機
も
、

こ
う
し
て
結
ば
れ
た
縁
に
よ

こ
う
し
て
結
ば
れ
た
縁
に
よ

り
守
ら
れ
て
き
た
こ
と
な
ど

り
守
ら
れ
て
き
た
こ
と
な
ど

を
話
さ
れ
た
。

を
話
さ
れ
た
。

　

一
口
に
上
杉
十
五
万
石
と

　

一
口
に
上
杉
十
五
万
石
と

言
う
が
、
百
二
十
万
石
か
ら

言
う
が
、
百
二
十
万
石
か
ら

十
五
万
石
に
減
ら
さ
れ
た
外

十
五
万
石
に
減
ら
さ
れ
た
外

様
大
名
の
上
杉
藩
が
幾
度
も

様
大
名
の
上
杉
藩
が
幾
度
も

の
存
続
の
危
機
を
乗
り
越
え

の
存
続
の
危
機
を
乗
り
越
え

て
き
た
陰
に
は
、
妻
た
ち
と

て
き
た
陰
に
は
、
妻
た
ち
と

縁
戚
に
繋
が
る
大
名
家
た
ち

縁
戚
に
繋
が
る
大
名
家
た
ち

の
尽
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
、

の
尽
力
が
あ
っ
た
こ
と
を
、

改
め
て
知
ら
さ
れ
た
講
演
会

改
め
て
知
ら
さ
れ
た
講
演
会

で
あ
っ
た
。

で
あ
っ
た
。

　

支
部
事
務
局

　
　
　

橘　

貴

（
83
文
・
84
神
専
攻
）
記

十
七
年
度
「
荒
船
風
穴
、
高

十
七
年
度
「
荒
船
風
穴
、
高

山
社
の
果
た
し
た
役
割
」、

山
社
の
果
た
し
た
役
割
」、

平
成
二
十
八
年
度
「
富
岡
製

平
成
二
十
八
年
度
「
富
岡
製

糸
場
、
田
島
弥
平
旧
宅
の
果

糸
場
、
田
島
弥
平
旧
宅
の
果

た
し
た
役
割
」、
平
成
二
十

た
し
た
役
割
」、
平
成
二
十

九
年
度
は
一
般
公
開
し
「
養

九
年
度
は
一
般
公
開
し
「
養

蚕
の
民
俗
芸
能
と
養
蚕
唱

蚕
の
民
俗
芸
能
と
養
蚕
唱

歌
」
と
し
て
実
施
し
た
。

歌
」
と
し
て
実
施
し
た
。

　

ま
た
、平
成
三
十
年
度
に

　

ま
た
、平
成
三
十
年
度
に

は
、上
野
三
碑
が「
世
界
の
記

は
、上
野
三
碑
が「
世
界
の
記

憶
」に
登
録
さ
れ
た
の
を
機

憶
」に
登
録
さ
れ
た
の
を
機

と
し
て
、『
ユ
ネ
ス
コ「
世
界

と
し
て
、『
ユ
ネ
ス
コ「
世
界

の
記
憶
」上
野
三
碑
』と
題
し

の
記
憶
」上
野
三
碑
』と
題
し

前
年
度
に
引
き
続
き
一
般
公

前
年
度
に
引
き
続
き
一
般
公

開
の
講
演
会
を
実
施
し
た
。

開
の
講
演
会
を
実
施
し
た
。

　

本
年
度
は
、
群
馬
県
立
女

　

本
年
度
は
、
群
馬
県
立
女

子
大
学
群
馬
学
セ
ン
タ
ー
の

子
大
学
群
馬
学
セ
ン
タ
ー
の

簗
瀬
大
輔
准
教
授
（
本
号
支

簗
瀬
大
輔
准
教
授
（
本
号
支

部
自
慢
Ｐ

部
自
慢
Ｐ
1414
掲
載
）
を
講
師

掲
載
）
を
講
師

に
迎
え
、「
上
野
の
戦
国
地

に
迎
え
、「
上
野
の
戦
国
地

侍
―
村
の
自
力
救
済
―
」
と

侍
―
村
の
自
力
救
済
―
」
と

題
し
た
講
演
会
を
一
般
公
開

題
し
た
講
演
会
を
一
般
公
開

す
る
。
平
成
の
活
動
目
的
を

す
る
。
平
成
の
活
動
目
的
を

令
和
も
引
き
継
ぎ
、
地
域
文

令
和
も
引
き
継
ぎ
、
地
域
文

化
へ
の
広
く
深
い
理
解
に
向

化
へ
の
広
く
深
い
理
解
に
向

け
た
公
益
事
業
と
し
て
の
文

け
た
公
益
事
業
と
し
て
の
文

化
講
演
会
と
し
た
い
。

化
講
演
会
と
し
た
い
。

◇　
　
◇　
　

◇

開
催
日
時　

令
和
元
年
九
月

　

令
和
元
年
九
月

七
日
（
土
）　

午
後
二
時
三

七
日
（
土
）　

午
後
二
時
三

十
分
〜

十
分
〜

会
場　

「
ホ
ワ
イ
ト
イ
ン
高

　

「
ホ
ワ
イ
ト
イ
ン
高

崎
」
高
崎
市
赤
坂
町
九
四

崎
」
高
崎
市
赤
坂
町
九
四

（
高
崎
神
社
内
）
℡
〇
二
七

（
高
崎
神
社
内
）
℡
〇
二
七

―
三
二
五
―
五
八
五
八

―
三
二
五
―
五
八
五
八

講
師　

簗や
な
や
な

瀬せ　

大だ
い
だ
い

輔す
け
す
け

氏
（
氏
（
9696

史
・
史
・
119119
博
後
史
）

博
後
史
）

お
問
い
合
わ
せ
先　

支
部
長

　

支
部
長

渡
辺
正
一

渡
辺
正
一
℡
〇
二
七
〇

〇
二
七
〇
―
六
―
六

二
―
〇
七
一
五

二
―
〇
七
一
五

　

支
部
長

　
　
　

渡
辺
正
一
（
88
文
）
記

　

群
馬
県
支
部
で
は
、
総
会

　

群
馬
県
支
部
で
は
、
総
会

に
合
わ
せ
実
施
し
て
い
た
恒

に
合
わ
せ
実
施
し
て
い
た
恒

例
の
講
演
会
を
、
平
成
二
十

例
の
講
演
会
を
、
平
成
二
十

九
年
度
か
ら
は
一
般
公
開
と

九
年
度
か
ら
は
一
般
公
開
と

し
地
域
文
化
へ
の
理
解
の
広

し
地
域
文
化
へ
の
理
解
の
広

場
と
し
て
い
る
。
本
年
度

場
と
し
て
い
る
。
本
年
度

も
、
院
友
会
本
部
の
「
も
っ

も
、
院
友
会
本
部
の
「
も
っ

と
日
本
を
学
ぼ
う
」
と
い
う

と
日
本
を
学
ぼ
う
」
と
い
う

統
一
テ
ー
マ
の
も
と
、
公
益

統
一
テ
ー
マ
の
も
と
、
公
益

事
業
と
し
て
の
文
化
講
演
会

事
業
と
し
て
の
文
化
講
演
会

を
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。

を
開
催
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

平
成
二
十
六
年
に
富
岡
製

　

平
成
二
十
六
年
に
富
岡
製

糸
場
、
田
島
弥
平
旧
宅
、
高

糸
場
、
田
島
弥
平
旧
宅
、
高

山
社
跡
、
荒
船
風
穴
の
群
馬

山
社
跡
、
荒
船
風
穴
の
群
馬

県
の
四
資
産
が
「
世
界
文
化

県
の
四
資
産
が
「
世
界
文
化

遺
産
」
に
登
録
さ
れ
、
そ
の

遺
産
」
に
登
録
さ
れ
、
そ
の

遺
産
の
保
存
、
登
録
等
の
活

遺
産
の
保
存
、
登
録
等
の
活

動
に
多
く
の
院
友
が
携
わ
っ

動
に
多
く
の
院
友
が
携
わ
っ

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

て
い
る
こ
と
が
分
か
っ
た
。

そ
こ
で
、
翌
年
か
ら
三
か
年

そ
こ
で
、
翌
年
か
ら
三
か
年

の
講
演
会
で
は
、

の
講
演
会
で
は
、

「
世
界
文
化
遺
産

「
世
界
文
化
遺
産

の
向
こ
う
に
見
え

の
向
こ
う
に
見
え

る
も
の
」
と
テ
ー

る
も
の
」
と
テ
ー

マ
を
設
定
し
、
演

マ
を
設
定
し
、
演

題
（
サ
ブ
テ
ー

題
（
サ
ブ
テ
ー

マ
）
を
、
平
成
二

マ
）
を
、
平
成
二

　

大
分
県
支
部
は
、
公
益
事

　

大
分
県
支
部
は
、
公
益
事

業
「
も
っ
と
日
本
を
学
ぼ
う

業
「
も
っ
と
日
本
を
学
ぼ
う

國
學
院
大
學
院
友
会
落
語

國
學
院
大
學
院
友
会
落
語

会
」
を
八
月
二
十
五
日

会
」
を
八
月
二
十
五
日

（
日
）
十
四
時
か
ら
、
大
分

（
日
）
十
四
時
か
ら
、
大
分

市
春
日
神
社
参
集
殿
に
て
、

市
春
日
神
社
参
集
殿
に
て
、

開
催
致
し
ま
す
。

開
催
致
し
ま
す
。

　

当
支
部
は
、
平
成
二
十
九

　

当
支
部
は
、
平
成
二
十
九

年
、
三
十
年
と
院
友
会
本
部

年
、
三
十
年
と
院
友
会
本
部

主
催
の
も
と
、
熊
本
大
分
地

主
催
の
も
と
、
熊
本
大
分
地

震
復
興
支
援
金
を
受
け
、
公

震
復
興
支
援
金
を
受
け
、
公

益
事
業
講
演
会
を
開
催
し
て

益
事
業
講
演
会
を
開
催
し
て

ま
い
り
ま
し
た
。
年
を
重
ね

ま
い
り
ま
し
た
。
年
を
重
ね

る
ご
と
、
院
友
会
員
の
協
力

る
ご
と
、
院
友
会
員
の
協
力

が
増
え
、
動
員
数
も
多
く
な

が
増
え
、
動
員
数
も
多
く
な

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

こ
の
度
は
、
院
友
の
矢
野

　

こ
の
度
は
、
院
友
の
矢
野

大
和
氏
、
春
風
亭
朝
之
助
氏

大
和
氏
、
春
風
亭
朝
之
助
氏

（
117117
経
ネ
）
来
秋
光
氏
に
林

経
ネ
）
来
秋
光
氏
に
林

家
あ
ず
み
、
林
家
な
な
子
、

家
あ
ず
み
、
林
家
な
な
子
、

林
家
つ
る
子
三
人
娘
が
花
を

林
家
つ
る
子
三
人
娘
が
花
を

添
え
る
と
い
う
、
に
ぎ
や
か

添
え
る
と
い
う
、
に
ぎ
や
か

な
顔
ぶ
れ
で
落
語
公
演
を
進

な
顔
ぶ
れ
で
落
語
公
演
を
進

め
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に

め
て
ま
い
り
ま
す
。
特
に

「
國
學
院
大
學
に
つ
い
て
」

「
國
學
院
大
學
に
つ
い
て
」

矢
野
大
和
氏
と
大
学
職
員
の

矢
野
大
和
氏
と
大
学
職
員
の

二
人
が
漫
談
調
で
ト
ー
ク
シ

二
人
が
漫
談
調
で
ト
ー
ク
シ

ョ
ウ
を
お
こ
な
い
「
ど
ん
な

ョ
ウ
を
お
こ
な
い
「
ど
ん
な

大
学
か
」
を
笑
い
を
交
え

大
学
か
」
を
笑
い
を
交
え

て
、
院
友
以
外
の
来
場
者
に

て
、
院
友
以
外
の
来
場
者
に

興
味
を
も
っ
て
頂
く
こ
と
を

興
味
を
も
っ
て
頂
く
こ
と
を

企
画
し
て
い
ま
す
。

企
画
し
て
い
ま
す
。

　

も
っ
と
國
學
院
大
學
の
今

　

も
っ
と
國
學
院
大
學
の
今

日
を
県
下
に
広
め
、
高
校

日
を
県
下
に
広
め
、
高
校

生
、
中
学
生
に
も

生
、
中
学
生
に
も

周
知
し
た
い
と
願

周
知
し
た
い
と
願

っ
て
お
り
ま
す
。

っ
て
お
り
ま
す
。

　

つ
き
ま
し
て

　

つ
き
ま
し
て

は
、
院
友
は
も
と

は
、
院
友
は
も
と

よ
り
、
こ
れ
か
ら

よ
り
、
こ
れ
か
ら

進
学
を
志
す
方
々

進
学
を
志
す
方
々

を
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

を
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、

ご
参
加
を
お
待
ち
い
た
し
て

ご
参
加
を
お
待
ち
い
た
し
て

お
り
ま
す
。

お
り
ま
す
。

　

当
日
十
六
時
半
よ
り
、
市

　

当
日
十
六
時
半
よ
り
、
市

内
中
央
町
「
ソ
レ
イ
ユ
」
三

内
中
央
町
「
ソ
レ
イ
ユ
」
三

階
で
県
支
部
総
会
を
開
催
い

階
で
県
支
部
総
会
を
開
催
い

た
し
ま
す
。
続
い
て
、
十
七

た
し
ま
す
。
続
い
て
、
十
七

時
半
よ
り
当
ビ
ル
七
階
で
支

時
半
よ
り
当
ビ
ル
七
階
で
支

部
懇
親
会
を
開
催
い
た
し
ま

部
懇
親
会
を
開
催
い
た
し
ま

す
。
す
。

　

院
友
会
員
が
お
声
を
か
け

　

院
友
会
員
が
お
声
を
か
け

合
い
ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ

合
い
ご
参
加
下
さ
い
ま
す
よ

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◇　
　
◇　
　

◇

開
催
日
時　

令
和
元
年
八
月

　

令
和
元
年
八
月

二
十
五
日
（
日
）
午
後
二
時

二
十
五
日
（
日
）
午
後
二
時

〜
（
一
時
三
十
分
開
場
）

〜
（
一
時
三
十
分
開
場
）

会
場　

春
日
神
社
参
集
殿　

　

春
日
神
社
参
集
殿　

大
分
市
勢
家
町
四
―
六
―
八

大
分
市
勢
家
町
四
―
六
―
八

七入
場
料　

無
料
（
会
場
整
理

　

無
料
（
会
場
整
理

券
が
必
要
）

券
が
必
要
）

お
問
い
合
わ
せ
先　

事
務
局

　

事
務
局

　

神
田　

毅
（
〇
九
〇
―
四

　

神
田　

毅
（
〇
九
〇
―
四

〇
二
五
―
一
二
〇
七
）

〇
二
五
―
一
二
〇
七
）

　

支
部
長

　
　
　

髙
司
信
太
郎

（
79
法
・
80
神
専
攻
）記

　

こ
の
二
つ
の
遺
跡
は
、
土

　

こ
の
二
つ
の
遺
跡
は
、
土

木
技
術
以
外
で
も
大
き
な
注

木
技
術
以
外
で
も
大
き
な
注

目
を
あ
び
て
い
る
。

目
を
あ
び
て
い
る
。

　

青
谷
上
寺
地
遺
跡
は
、

　

青
谷
上
寺
地
遺
跡
は
、

「
地
下
の
弥
生
博
物
館
」
と

「
地
下
の
弥
生
博
物
館
」
と

も
言
わ
れ
て
お
り
、
出
土
品

も
言
わ
れ
て
お
り
、
出
土
品

の
う
ち
、
千
三
百
五
十
三
点

の
う
ち
、
千
三
百
五
十
三
点

が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

が
国
の
重
要
文
化
財
に
指
定

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ま

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
ま

た
、
人
骨
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
が

た
、
人
骨
の
Ｄ
Ｎ
Ａ
分
析
が

行
わ
れ
て
い
る
。

行
わ
れ
て
い
る
。

　

青
谷
横
木
遺
跡
で
は
、
高

　

青
谷
横
木
遺
跡
で
は
、
高

松
塚
古
墳
国
宝
壁
画
（
奈
良

松
塚
古
墳
国
宝
壁
画
（
奈
良

県
明
日
香
村
）
に
次
ぐ
国
内

県
明
日
香
村
）
に
次
ぐ
国
内

二
例
目
の
「
女
子
群
像
」
の

二
例
目
の
「
女
子
群
像
」
の

板
絵
が
出
土
し
た
。
ま
た
、

板
絵
が
出
土
し
た
。
ま
た
、

道
路
側
に
街
路
樹
と
し
て
柳

道
路
側
に
街
路
樹
と
し
て
柳

が
植
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

が
植
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が

わ
か
っ
た
。
発
掘
調
査
で
実

わ
か
っ
た
。
発
掘
調
査
で
実

際
に
見
つ
か
っ
た
の
は
国
内

際
に
見
つ
か
っ
た
の
は
国
内

で
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。

で
初
め
て
の
こ
と
で
あ
る
。

◇　
　
◇　
　

◇

開
催
日
時　

令
和
元
年
八
月

　

令
和
元
年
八
月

二
十
五
日
（
日
）
午
後
一
時

二
十
五
日
（
日
）
午
後
一
時

三
十
分
〜
三
時

三
十
分
〜
三
時

会
場　

と
り
ぎ
ん
文
化
会
館

　

と
り
ぎ
ん
文
化
会
館

（
鳥
取
市
尚
徳
町
一
〇
一
―

（
鳥
取
市
尚
徳
町
一
〇
一
―

五
）
五
）

定
員　

一
九
九
席
（
一
般
公

　

一
九
九
席
（
一
般
公

開
、
入
場
無
料
）

開
、
入
場
無
料
）

お
問
い
合
わ
せ
先　

支
部
長

　

支
部
長

山
本
輝
美
（
〇
八
〇

山
本
輝
美
（
〇
八
〇
―
六
三

―
六
三

一
二
―
七
三
二
五

一
二
―
七
三
二
五
）

　

な
お
、
歴
史
文
化
講
演
会

　

な
お
、
歴
史
文
化
講
演
会

終
了
後
、
支
部
総
会
（
午
後

終
了
後
、
支
部
総
会
（
午
後

三
時
三
十
分
〜
）
を
開
催
い

三
時
三
十
分
〜
）
を
開
催
い

た
し
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん

た
し
ま
す
の
で
、
た
く
さ
ん

の
皆
さ
ま
に
お
越
し
願
い
た

の
皆
さ
ま
に
お
越
し
願
い
た

い
。
い
。

　

支
部
長

　
　
　

山
本
輝
美
（
83
経
）
記

　

鳥
取
県
支
部
は
、
平
成
に

　

鳥
取
県
支
部
は
、
平
成
に

続
く
令
和
の
御
代
を
迎
え
た

続
く
令
和
の
御
代
を
迎
え
た

年
に
、
温
故
知
新
の
取
り
組

年
に
、
温
故
知
新
の
取
り
組

み
と
し
て
、
国
史
跡
・
青
谷

み
と
し
て
、
国
史
跡
・
青
谷

上
寺
地
遺
跡
と
青
谷
横
木
遺

上
寺
地
遺
跡
と
青
谷
横
木
遺

跡
（
鳥
取
市
）
に
関
し
た
歴

跡
（
鳥
取
市
）
に
関
し
た
歴

史
文
化
講
演
会
を
開
催
す

史
文
化
講
演
会
を
開
催
す

る
。
る
。

﹇
記
念
講
演
﹈「
土
木
技
術

﹇
記
念
講
演
﹈「
土
木
技
術

か
ら
み
た
古
代
の
鳥
取
」

か
ら
み
た
古
代
の
鳥
取
」

講
師
：
青
木
敬
氏
（

講
師
：
青
木
敬
氏
（
106106
史
・
史
・

108108
博
前
史
・

博
前
史
・
111111
博
後
史
／
國

博
後
史
／
國

學
院
大
學
文
学
部
准
教
授
）

學
院
大
學
文
学
部
准
教
授
）

　

古
代
か
ら
、
土
木
技
術
は

　

古
代
か
ら
、
土
木
技
術
は

社
会
発
展
の
礎
と
な
っ
て
き

社
会
発
展
の
礎
と
な
っ
て
き

た
。
そ
の
伝
統
的
工
法
を
、

た
。
そ
の
伝
統
的
工
法
を
、

鳥
取
の
近
年
の
発
掘
成
果
と

鳥
取
の
近
年
の
発
掘
成
果
と

と
も
に
紹
介
さ
れ
る
。

と
も
に
紹
介
さ
れ
る
。

﹇
基
調
講
演
﹈「
古
代
山
陰

﹇
基
調
講
演
﹈「
古
代
山
陰

道
に
み
る
土
木
技
術
」

道
に
み
る
土
木
技
術
」

講
師
：
坂
本
嘉
和

講
師
：
坂
本
嘉
和

氏
（
鳥
取
県
埋
蔵

氏
（
鳥
取
県
埋
蔵

文
化
財
セ
ン
タ

文
化
財
セ
ン
タ

ー
）
ー
）

　

青
谷
横
木
遺
跡

　

青
谷
横
木
遺
跡

の
調
査
結
果
か
ら

の
調
査
結
果
か
ら

報
告
さ
れ
る
。

報
告
さ
れ
る
。

　

石
川
県
支
部
で
は
、
御
代

　

石
川
県
支
部
で
は
、
御
代

替
わ
り
の
本
年
、
文
化
講
演

替
わ
り
の
本
年
、
文
化
講
演

会
を
開
催
し
、
新
し
い
時
代

会
を
開
催
し
、
新
し
い
時
代

の
幕
開
け
を
言
祝
ぎ
た
い
と

の
幕
開
け
を
言
祝
ぎ
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

考
え
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
の
終
わ
り
、
天
皇
陛

　

平
成
の
終
わ
り
、
天
皇
陛

下
（
現
上
皇
陛
下
）
ご
退
位

下
（
現
上
皇
陛
下
）
ご
退
位

の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
、
日
本

の
ニ
ュ
ー
ス
が
流
れ
、
日
本

中
が
こ
の
話
題
に
一
喜
一
憂

中
が
こ
の
話
題
に
一
喜
一
憂

し
て
お
り
ま
し
た
。
前
例
の

し
て
お
り
ま
し
た
。
前
例
の

な
い
事
柄
に
否
応
が
無
し
に

な
い
事
柄
に
否
応
が
無
し
に

国
民
の
話
題
に
上
が
り
、
結

国
民
の
話
題
に
上
が
り
、
結

果
と
し
て
ご
皇
室
を
考
え
る

果
と
し
て
ご
皇
室
を
考
え
る

良
い
機
会
を
得
た
の
で
は
と

良
い
機
会
を
得
た
の
で
は
と

思
い
ま
す
。

思
い
ま
す
。

　

五
月
一
日
に
今
上
陛
下
が

　

五
月
一
日
に
今
上
陛
下
が

ご
即
位
さ
れ
、新
し
い
時
代

ご
即
位
さ
れ
、新
し
い
時
代

が
始
ま
り
ま
し
た
。し
か
し
、

が
始
ま
り
ま
し
た
。し
か
し
、

私
ど
も
が
学
生
時
代
に
学
ん

私
ど
も
が
学
生
時
代
に
学
ん

だ
事
の
中
に
、『
大
嘗
祭
を
行

だ
事
の
中
に
、『
大
嘗
祭
を
行

っ
て
い
な
い
天
皇
は「
半
帝
」

っ
て
い
な
い
天
皇
は「
半
帝
」

と
称
す
る
云
々
』と
あ
り
、即

と
称
す
る
云
々
』と
あ
り
、即

位
式
だ
け
で
は「
天
津
日
嗣
」

位
式
だ
け
で
は「
天
津
日
嗣
」

と
し
て
の
天
皇
と
み
な
さ
れ

と
し
て
の
天
皇
と
み
な
さ
れ

な
い
事
を
知
っ
て
い
る
方
は

な
い
事
を
知
っ
て
い
る
方
は

僅
か
か
と
思
い
ま
す
。

僅
か
か
と
思
い
ま
す
。

　

国
民
の
目
が
皇
室
に
向
け

　

国
民
の
目
が
皇
室
に
向
け

ら
れ
て
い
る
今
、
神
武
天
皇

ら
れ
て
い
る
今
、
神
武
天
皇

か
ら
、
ひ
い
て
は
神
代
よ
り

か
ら
、
ひ
い
て
は
神
代
よ
り

受
け
継
が
れ
、
一
二
六
代
の

受
け
継
が
れ
、
一
二
六
代
の

天
皇
と
し
て
の
心
を
繋
げ
る

天
皇
と
し
て
の
心
を
繋
げ
る

大
嘗
祭
を
知
っ
て
頂
き
た

大
嘗
祭
を
知
っ
て
頂
き
た

い
。
そ
し
て
我
が
国
の
ご
皇

い
。
そ
し
て
我
が
国
の
ご
皇

室
の
安
泰
を
図
る
べ
く
講
演

室
の
安
泰
を
図
る
べ
く
講
演

会
を
企
画
い
た
し
ま
す
。

会
を
企
画
い
た
し
ま
す
。

　

講
師
に
は
、
母
校
神
道
文

　

講
師
に
は
、
母
校
神
道
文

化
学
部
の
茂
木
貞
純
教
授

化
学
部
の
茂
木
貞
純
教
授

に
、
お
忙
し
い
中
お
越
し
頂

に
、
お
忙
し
い
中
お
越
し
頂

く
事
を
お
願
い
し
て
お
り
ま

く
事
を
お
願
い
し
て
お
り
ま

す
。
茂
木
先
生
は
『
神
社
本

す
。
茂
木
先
生
は
『
神
社
本

庁
教
学
研
究
所
紀
要
』
に

庁
教
学
研
究
所
紀
要
』
に

「
大
嘗
祭
を
め
ぐ
る
国
会
論

「
大
嘗
祭
を
め
ぐ
る
国
会
論

争
」、『
國
學
院
雑
誌
』
に

争
」、『
國
學
院
雑
誌
』
に

「
大
嘗
祭
再
興
史
と
祭
祀
研

「
大
嘗
祭
再
興
史
と
祭
祀
研

究
」
と
論
文
を
発
表
さ
れ
て

究
」
と
論
文
を
発
表
さ
れ
て

お
り
ま
す
。
当
日
は
一
般
公

お
り
ま
す
。
当
日
は
一
般
公

開
と
し
て
、
多
く
の
方
々
に

開
と
し
て
、
多
く
の
方
々
に

お
越
し
頂
き
た
い
と
思
っ
て

お
越
し
頂
き
た
い
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

お
り
ま
す
。

　

こ
こ
数
年
、
支
部
総
会
の

　

こ
こ
数
年
、
支
部
総
会
の

参
加
院
友
の
数
が
少
な
く
な

参
加
院
友
の
数
が
少
な
く
な

り
ま
し
た
。
過
去
の
石
川
県

り
ま
し
た
。
過
去
の
石
川
県

支
部
は
、
神
職
以
外
の
院
友

支
部
は
、
神
職
以
外
の
院
友

の
参
加
が
多
い
支
部
で
あ
り

の
参
加
が
多
い
支
部
で
あ
り

ま
し
た
。
相
互
の
交
流
の
場

ま
し
た
。
相
互
の
交
流
の
場

と
し
て
、
青
年
部
会
、
一
般

と
し
て
、
青
年
部
会
、
一
般

部
会
、
女
性
部
会
等
の
活
動

部
会
、
女
性
部
会
等
の
活
動

が
盛
ん
で
あ
っ
た
の
も
、
今

が
盛
ん
で
あ
っ
た
の
も
、
今

は
過
去
の
お
話
で
す
。
本
年

は
過
去
の
お
話
で
す
。
本
年

は
院
友
会
の
下
支
え
を
す
る

は
院
友
会
の
下
支
え
を
す
る

べ
く
、
院
友
神
職
の
方
に
多

べ
く
、
院
友
神
職
の
方
に
多

く
ご
参
集
頂
き
た
い
と
考
え

く
ご
参
集
頂
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

て
お
り
ま
す
。

　

支
部
事
務
局

　
　
　

山
下
裕
嗣

（
94
法
・
95
神
専
攻
）
記

◇　
　
◇　
　

◇

開
催
日
時　

令
和
元
年
十
月

　

令
和
元
年
十
月

五
日（
土
）午
後
二
時
三
十
分

五
日（
土
）午
後
二
時
三
十
分

〜（
終
了
後
支
部
総
会
開
催
）

〜（
終
了
後
支
部
総
会
開
催
）

会
場　

金
沢
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン

　

金
沢
ニ
ュ
ー
グ
ラ
ン

ド
ホ
テ
ル
（
尾
山
神
社
向
か

ド
ホ
テ
ル
（
尾
山
神
社
向
か

い
）
い
）

講
師　

茂
木
貞
純
神
道
文
化

　

茂
木
貞
純
神
道
文
化

学
部
教
授
（

学
部
教
授
（
8282
神
・
神
・
8484
修
神
修
神

・
8888
博
後
神
）

博
後
神
）

一
般
公
開
（
入
場
無
料
）

お
問
い
合
わ
せ
先　

山
下
裕

　

山
下
裕

嗣
（
支
部
事
務
局
）
〇
九
〇

嗣
（
支
部
事
務
局
）
〇
九
〇

―
三
八
八
五
―
四
〇
三
三

―
三
八
八
五
―
四
〇
三
三

@inyuukai

　院友会ではツイッターで情報発信をしています。
催し物、コンサートや各種講座等様々な情報を発信
していますので、是非フォローしてください。

講師の茂木貞純教授講師の茂木貞純教授

文
化
講
演
会
講
師
の
中
川
米
沢
市
長

文
化
講
演
会
講
師
の
中
川
米
沢
市
長
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今
年
度
も
、
各
支
部
主
管
で
様
々

　

今
年
度
も
、
各
支
部
主
管
で
様
々

な
公
益
事
業
が
行
わ
れ
て
お
り
ま

な
公
益
事
業
が
行
わ
れ
て
お
り
ま

す
。
夏
以
降
も
、
複
数
支
部
で
公
開

す
。
夏
以
降
も
、
複
数
支
部
で
公
開

講
演
会
等
の
計
画
が
あ
り
ま
す
。

講
演
会
等
の
計
画
が
あ
り
ま
す
。

　

ぜ
ひ
ご
期
待
下
さ
い
。

　

ぜ
ひ
ご
期
待
下
さ
い
。

も
っ
と
日
本
を
学
ぼ
う

―
公
益
目
的
事
業
を
全
国
で
展
開

―
公
益
目
的
事
業
を
全
国
で
展
開
――
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